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用語集

この用語集は、 BEA WebLogic Platform のドキュ メ ン ト で使用される用語の意味
を定義したものです。 URL 以外に青く表示されている用語については、 この用
語集で定義されています。

< イ メージ マップ >

A

アボート  (abort)

データベース  レコードなどの保護されたすべての リ ソースに割り当てる
値が ト ランザクシ ョ ンの最初と変わらないよ うに ト ランザクシ ョ ンを停

止するこ と。

アクセス制御 (access control)

ソフ ト ウェア リ ソースの使用に対し、 プ リ ンシパル (人間またはソフ ト
ウェアのエンティテ ィ ) に与える機能の制限のセッ ト 。 これらの制限に
よ り、 リ ソースへの無認可使用を防止できます。

アクセス制御情報 (access control information: ACI)

リ ソースへのアクセス要求を開始するユーザに関する情報。 ACI を使用
して、 アクセス制御の実行に関する決定を行います。

アクセス制御リ ス ト  (access control list: ACL)

プリ ンシパルによる リ ソース  ( ネッ ト ワーク  サービスなど ) へのアクセス
を認可または拒否するために使用するデータ構造。 ACL の各エン ト リに
は、 特定のプリ ンシパルに関するパーミ ッシ ョ ン設定が含まれています。

WebLogic Server における  ACL の実装は java.security.acl パッケージ
に基づいています。

WebLogic Integration 環境では、 さまざまな種類の リ ソースをさ まざま
なタ イプのプ リ ンシパルに対して使用できます。

WebLogic Integration 環境では、 さまざまな種類の リ ソースをさ まざま
なタ イプのプ リ ンシパルに対して使用できます。
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� WebLogic Integration のユーザには、 3 種類のリ ソース  (管理と コ
ンフ ィ グレーシ ョ ンに使用する  Java Server Pages (JSP)、
Administration Console、 および JDBC 接続プール ) へのアクセス
が認可されます。 

� ト レーディ ング パートナには、 転送サーブレ ッ ト と  WebLogic 
Server JDBC 接続プールへのアクセスの認可を与える こ とができ
ます。 

� WebLogic Integration は転送サーブレ ッ トへのアクセスが認可され
ています。

レルム  (realm)、 パーミ ッシ ョ ン  (permission)、 プ リ ンシパル (principal)、 お
よび認証 (authentication) を参照。

ACID プロパティ  (ACID properties)

ト ランザクシ ョ ン処理システムの基本特性。

� 原子性 : ト ランザクシ ョ ン中にデータベースに対して行ったすべて
の変更は永続するか、 またはすべての変更が元の状態に戻り ます。 

� 一貫性 : ト ランザクシ ョ ンが正し く実行される と、 データベースが
前の有効なステー トから新しい有効なステー トに変化します。 

� 隔離性 : ある ト ランザクシ ョ ンで行われた変更内容は、 その ト ラン
ザクシ ョ ンが完了するまで他の ト ランザクシ ョ ンに対しては表示

されません。 

� 持続性 : 完了した ト ランザクシ ョ ンの結果は永続的で、 システム障
害が起きた場合も復旧が可能です。 

ト ランザクシ ョ ン (transaction) を参照。

ACL

アクセス制御リ ス ト  (access control list: ACL) を参照。

アクシ ョ ン (action)

WebLogic Integration でサポート されている  Business Process 
Management の各機能で実行される動作の基本単位。 アクシ ョ ンはワー
クフロー (workflow) と タスク  (task) の動作を定義し、 タスク、 決定 
(decision)、 およびイベン トの一部と して定義されます。 WebLogic 
Integration には、 さ まざまなアクシ ョ ンが標準で用意されています。
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シナリオ アクシ ョ ン (scenario action) を参照。

ActiveX コン ト ロール (ActiveX controls)

コンポーネン ト  オブジェ ク ト  モデル (COM) のテク ノ ロジを使用して、
他の COM サービスやコンポーネン ト との相互運用性を確保するための
コンポーネン ト 。 

Component Object Model (COM) を参照。

広告 (ad)

各種フォーマッ トで表すプロモーシ ョ ン用メ ッセージ。 使用できる

フォーマッ トは、 HTML テキス ト 、 画像 (GIF、 JPG、 PNG)、 または 
Shockwave ムービーです。 

広告は、 広告用のコンテンツ管理システムをクエ リする メ カニズムの広

告プレースホルダと と もに使用し、 結果を  JSP で表示します。 ビジネス  
アナリ ス トは BEA E-Business Control Center を使用して、 広告プレース
ホルダのクエ リ を定義し、 ビジネス  エンジニア (BE) は、 ビジネス アナ
リ ス トが広告を表示したい場所にプレースホルダのタグを作成します。

また、 ビジネス アナリ ス トは、 キャンペーンのシナリオを作成し、 広告
プレースホルダにクエ リ を追加する こ と もできます。 

ビジネス  アナリ ス ト  (Business Analyst: BA)、ビジネス  エンジニア (Business 

Engineer: BE)、 および E-Business Control CenterTM を参照。

広告識別子 (ad identifier)

相対パスを含む広告の固有名。 広告識別子固有のコンテンツは、 さまざ

まなコンテンツ管理システムにおいて変化させる こ とができます。

コンテンツ管理システム  (content management system) および広告 (ad) を参
照。

アダプタ  (adapter)

エンタープラ イズ情報システム と統合サーバ間のインタフェースを提供

するソフ ト ウェア コンポーネン ト 。

裁決 (adjudication)

矛盾する認可決定を解消するためのメ ソ ッ ド。
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Administration Console

BEA ソフ ト ウェアに組み込まれているアプリ ケーシ ョ ンを設定、 モニタ
するために管理者が使用する  HTML インタフェース。

WebLogic Server Administration Console および WebLogic Integration B2B 
Console を参照。

拡張プログラム間通信機能 (Advanced Program to Program 
Communications: APPC)

ポータブル、 ワークステーシ ョ ン、 ミ ッ ド レンジ コンピュータ、 ホス ト  
コンピュータなどの異なるコンピュータのプログラム間の高速通信を  
SNA 上で可能にするソフ ト ウェア  プロ ト コル。 このプロ ト コルは、
オープンであ り、 公開されています。 LU 6.2 と しても知られています。

Systems Network Architecture (SNA) を参照。

Advisor

Personalization Server のサービス と コンポーネン ト を結びつけ、 パーソ
ナラ イズされたコンテンツをユーザに配信する  Personalization Server の
機能。 Advisor は、 コンテンツをユーザ プロファ イル情報に合わせるこ
とでこれを実現します。 具体的には、 ユーザ管理コンポーネン トでユー

ザ プロファ イルから情報を収集し、 その情報を  Rules サービスに発行
し、 コンテンツ管理コンポーネン トで使われる ドキュ メ ン ト管理システ

ムにクエリ を発行します。 Advisor においてクエリの結果が JSP ページ
で表示されるか、 Java サーブレ ッ ト で表示されるかは、 開発者が決定し
ます。 

Advisor には、 JSP タグ ラ イブラ リ、 および EJB 開発者が EJB ステート
レス  セッシ ョ ン Bean にアクセスするのに使用する  API が含まれてます。

エンタープライズ JavaBeans (Enterprise JavaBeans: EJB)、アプリ ケーシ ョ ン 
プログラ ミ ング インタフェース  (application programming interface: API)、
ユーザ プロファ イル (user profile)、Web アプリ ケーシ ョ ン (Web application: 
Webapp)、 および開発者 (developer) を参照。

匿名 (anonymous)

認証されていない WebLogic Server 環境のリ ソースにアクセスするプリ
ンシパルのタ イプ。
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Apache XML パーサ (Apache XML Parser)

Apache Software Foundation によ り提供されている、 W3C XML、 DOM、
および SAX 標準を実装したサードパーテ ィのパーサ。 

API

アプ リ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング インタフェース  (application programming 
interface: API) を参照。

APPC

拡張プログラム間通信機能 (Advanced Program to Program Communications: 
APPC) を参照。

アプレッ ト  (applet)

通常は HTML ページに埋め込まれ、 Java 対応の Web ブラウザで表示さ
れる、 ク ラ イアン ト  サイ ドの Java プログラム。

アプリケーシ ョン (application)

エン ド  ユーザがコンピューテ ィ ング  タスクを実行するために集合的に使
用する  1 つまたは複数のソフ ト ウェア プログラム。

アプリケーシ ョン アダプタ (application adapter)

エンタープラ イズ情報システム と統合サーバ間のインタフェースを提供

するソフ ト ウェア コンポーネン ト 。 アプ リ ケーシ ョ ン  アダプタは、 アプ
リ ケーシ ョ ンのすべての機能に対するシステムレベルのインタフェース

を表します。

アプリケーシ ョン コンポーネン ト  (application component)

1) アプ リ ケーシ ョ ン サーバでデプロイ、 管理、 実行される、 EJB、 JSP、
サーブレ ッ ト などのサーバ サイ ドのコンポーネン ト 。

2) コンポーネン トは、 アプ リ ケーシ ョ ン  サーバによって Web ク ラ イア
ン トで利用できるよ うにな り、 Java アプレッ トや DHTML などの 
Web ク ラ イアン ト層で実行されます。

アプ リ ケーシ ョ ン サーバ (application server) を参照。
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Application Integration

BEA Systems, Inc によって開発された、 エンタープラ イズ間およびエン
タープラ イズ内統合のための  J2EE Connector Architecture 標準ベースの
統合ブローカ。 

アプリケーシ ョン プログラ ミ ング インタフェース (application 
programming interface: API)

1) 特定のシステムのソフ ト ウェア製品をサポー トするための、 機能を含
むアプリ ケーシ ョ ン  レベルの環境。 

2) アプ リ ケーシ ョ ン内で、 開発者がク ラ イアン ト /サーバ要求を開始、
完了するためのコードのセッ ト 。 

3) サービスを起動する方法を定義した呼び出し規約。 ソフ ト ウェア プロ
グラムが別のサービスを利用する際に使用する、 適切に定義されたプ

ログラ ミ ング  インタフェース  ( エン ト リ  ポイン ト 、呼び出しパラ メー
タ、 戻り値 ) のセッ ト 。 

アプリケーシ ョン サーバ (application server)

1) アプ リ ケーシ ョ ン  ロジッ クの共有と処理、 およびバッ クエン ド  リ
ソースへの接続を提供するサーバ。 リ ソースには、 データベース、

ERP アプ リ ケーシ ョ ン、従来型のメ インフレーム  アプ リ ケーシ ョ ンが
含まれます。 また、 アプ リ ケーシ ョ ン  サーバには、 ユーザ インタ
フェースを開発した り、 アプ リ ケーシ ョ ンを  Web プラ ッ ト フォーム
にデプロイした りするためのツールもあ り ます。 BEA WebLogic 
Server は Java アプ リ ケーシ ョ ン  サーバです。

2) WebLogic Workshop 環境の場合 — 開発者が (通常はコンポーネン ト
を介して ) プロジェ ク トのビジネス  ロジッ クを分離し、 3 層アプ リ
ケーシ ョ ンを開発するために設計されたサーバ。 また、 多 くのアプリ

ケーシ ョ ン  サーバには、 ト ランザクシ ョ ン管理、 ク ラ スタ化とフェイ
ルオーバ、 ロードバランシングなどの機能もあ り ます。

3) WebLogic Workshop 環境の場合 — Java 2 Enterprise Edition (J2EE) プ
ラ ッ ト フォームに対応した Java アプリ ケーシ ョ ン  サーバ。

エンタープライズ リ ソース プランニング (enterprise resource planning: ERP)
を参照。
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アプリケーシ ョン ビュー (application view)

アプリ ケーシ ョ ンの機能に対するビジネスレベル インタフェース。 アプ
リ ケーシ ョ ン ビューは単一のビジネス目的のためにコンフ ィ グレーシ ョ
ンされ、 そのビジネス目的に関連するサービスだけを含みます。 また、

アプリ ケーシ ョ ン  ビューはビジネス目的をサポートするイベン ト とサー
ビスの両方を表し、 これによ り、 ビジネス  ユーザは、 アプリ ケーシ ョ ン
を使用したすべての通信でアプリ ケーシ ョ ン  ビューを使用できます。

非同期 (asynchronous)

発生時間が異なるために、 イベン ト の発生時間の関連性が予測できない

イベン ト の特性。

Web サービスなどの分散型アプリ ケーシ ョ ン アーキテクチャにおいて
は、 ク ラ イアン トがメ ソ ッ ド  ( またはメ ッセージを送信する ) サーバを
呼び出し、 サーバが応答します。 サーバの応答を待つ間に、 ク ラ イアン

ト が他の処理を実行できないよ うにブロ ッ ク されている場合、 ク ラ イア

ン トはサーバと同期しているため、 対話は同期して記述されます。

サーバが応答の準備をしている間にも ク ラ イアン トが他の処理を続行で

きるよ うに対話が設計されている場合、 応答の準備が整ったと きにサー

バがク ラ イアン トに通知され、 対話は非同期で記述されます。

非同期のアーキテクチャは、 イベン ト駆動型のシナリオで使用する と便

利です。 イベン ト駆動型のシナリオでは、 イベン ト を常に実行でき、 そ

のつど、 送信者がそのイベン ト を処理できます。

添付ファイル (attachment)

ビジネス  メ ッセージ (business message) と一緒に送信される情報。

属性 (attribute)

1) オブジェ ク ト と値の間で識別可能な関連性。

2) (CORBA) OMG IDL を使用する場合は、 パブリ ッ ク  ク ラス  フ ィール
ドまたはデータ  メ ンバーに類似した OMG IDL インタフェースの該当
部分を参照して ください。 コンパイ ラは、 OMG IDL 属性を C++ また
は Java プログラ ミ ング言語のアクセサおよび修飾子メ ソ ッ ドにマップ
します。 たとえば、 インタフェース ball に属性 color が含まれている
と します。 idltojava コンパイ ラは color を取得する  C++ または Java プ
ログラ ミ ング言語のメ ソ ッ ドを作成し、 属性が読み取 り専用でない限

り、 color を設定する メ ソ ッ ド を作成します。 CORBA の属性は 
JavaBeans プロパテ ィ と厳密に対応しています。 
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認証 (authentication)

1) プリ ンシパルの ID を検証するのにサーバが使用するプロセス。 プ リ
ンシパルは、 ユーザまたはコンピュータなどです。 認証は、 片方向認

証または双方向のク ラ イアン ト /サーバ認証のいずれかで実行できま
す。 

2) 受信者に情報のソースを保障するテク ノ ロジ。 

セキュア ソケッ ト  レイヤ (secure sockets layer: SSL) およびアクセス制御リ
ス ト  (access control list: ACL) を参照。 

認可 (authorization)

特定のエンティテ ィ  ( ユーザまたはプロセス ) がアクセスするサービス
を決定し、 それらのサービスにアクセスするためのパーミ ッシ ョ ンをエ

ンテ ィテ ィに与えるプロセス。

WebLogic Integration 環境では、 ト レーディング  パー トナの認証はロー
ル (role) ベースのセキュ リ テ ィ機能です。 こ こでは、 ト レーディ ング  
パートナは、 特定の会話 (conversation) において、 ト レーディ ング  パート
ナのサブスク リプシ ョ ン  (subscription) で定義されたよ う な一定のタイプ
のメ ッセージを送受信できます。 ト レーディ ング  パートナは転送サーブ
レッ ト と  JDBC プールへのアクセスが認可されています。

また、 WebLogic Integration ソフ ト ウェアは、 メ ッセージを ト レーディ
ング パートナに送信するために転送サーブレ ッ トへのアクセスが認可さ
れています。

ユーザは、 JSP へのアクセス と、 JDBC プールへの間接的なアクセスが
認可されています。 WebLogic Server アクセス制御リ ス ト  (access control 
list: ACL) は、 ユーザの リ ソースへのアクセスを認可、 または拒否するよ
うに設定できます。

B

B2B

企業間電子商取引 (B2B e-commerce) を参照。

企業間電子商取引 (B2B e-commerce)

電子ト ランザクシ ョ ンを介した企業間 (Business-to-Business: B2B) の直接
売買の方法。
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B2B Integration

エンタープラ イズ間のサプラ イチェーン統合などのアプ リ ケーシ ョ ン統

合をサポー トする  WebLogic Integration の機能。

企業間電子商取引 (B2B e-commerce) を参照。

B2B プラグイン (B2B plug-in)

B2B Integration と と もに使用できるよ うに Business Process Management 
(BPM) を拡張する  WebLogic Integration Studio コンポーネン ト 。

B2C

企業対消費者。

B2C 統合 (B2C integration)

企業内の情報を企業外の既知または未知のユーザやエンティティに知ら

せるプロセス。

BEA E-Business Control Center™

E-Business Control CenterTM を参照。

BEA WebLogic Integration

WebLogic Integration を参照。

BEA WebLogic Personalization Server

WebLogic Personalization Server を参照。

BEA WebLogic Portal

WebLogic Portal を参照。

BEA WebLogic Server

WebLogic Server を参照。

Bean 管理のト ランザクシ ョ ン  (bean-managed transaction)

Enterprise JavaBean (EJB) が ト ランザクシ ョ ンの境界を制御する ト ランザ
クシ ョ ン。 Bean 管理の ト ランザクシ ョ ンでは、 JTA を使用して制御を指
定します。 EJB コードは ト ランザクシ ョ ンを管理します。 これは、 ある
メ ソ ッ ドで開始し、 別のメ ソ ッ ドで終了するこ とができます。
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エンタープライズ JavaBeans (Enterprise JavaBeans: EJB)、 Java Transaction 
API (JTA)、 ト ランザクシ ョ ン (transaction)、 およびコンテナ管理による ト
ランザクシ ョ ン (container-managed transaction) を参照。

ビッグ エンディアン (big endian)

最上位バイ トが最下位アドレスを持つバイナリ  フォーマッ ト 。 この
フォーマッ トは、 IBM 370 システム とほとんどの RISC 設計で使用され
ています。

バイナリ  データ  (binary data)

1) ビッ ト のシーケンス と してコード化されるが、 必ずし も印刷可能な文
字 ( テキス ト ) のシーケンスで構成されないデータのファ イル フォー
マッ ト 。 

2) 実行可能なマシン  コードです。

バインド  (bind)

1) アプ リ ケーシ ョ ン  オブジェ ク トやネーミ ング  コンテキス ト  オブジェ
ク ト に名前を関連付ける こ と。 

2) ク ラ イアン ト  アプ リ ケーシ ョ ンをアプ リ ケーシ ョ ン  オブジェ ク トに
接続するこ と。

BizTalk™

XML スキーマの発行と  XML メ ッセージの使用のために  BizTalk 
Framework を定義する業界イニシアテ ィブ。 Microsoft によって開始さ
れ、 テク ノ ロジ ベンダ (SAP、 CommerceOne、 Ariba) およびテク ノ ロジ 
ユーザ (BASDA など ) を含む広範囲の組織によってサポート されていま
す。 BizTalk は標準規格の制定機関ではな く、 標準規格ユーザのコ ミ ュ
ニテ ィです。

http://www.biztalk.org を参照。

BPM

Business Process Management (BPM) を参照。
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分岐 (branching)

入力プロセッサかパイプラ インを正し く実行する こ とによ り返されるオ

ブジェ ク トの値に基づき、 Webflow を異なる送り先に送信するためのメ
カニズム。

ノード  (node)、 パイプラ イン (pipeline)、 Webflow、 および入力プロセッサ 
(input processor) を参照。

ブラウザ クライアン ト  (browser client)

Web ブラウザを使用して他の ト レーディ ング  パー トナと通信する ト レー
ディ ング  パートナ。

BTP

ビジネス  ト ランザクシ ョ ン プロ ト コル (business transaction protocol: BTP) を
参照。

バッファ リ ング (buffering)

バッファをサービスのメ ソ ッ ドに追加して、 サービスがク ラ イアン ト に

すぐに戻るこ とを確認する方法。 このメカニズムによ り、 サーバが他の

要求を処理するのをク ラ イアン トが待機する必要がな く な り ます。 バッ

ファ付き メ ソ ッ ドに呼び出しを入力する と、 待ち状態とな り、 サーバが

要求でオーバーフローするのを避けるこ とができます。 

Bulk Loader

1) WebLogic Integration 環境の場合 － レポジ ト リ  データを  XML ファ イ
ルにエクスポート し、 XML データをレポジ ト リ にインポート し、 レ
ポジ ト リ からデータを削除するユーティ リ テ ィ。 これを使用して、 レ

ポジ ト リ  データをある環境から別の環境、 たとえば、 サポート してい
るデータベースから別のデータベースに移行できます。 Bulk Loader 
は複数の JDBC データベースをサポー ト しています。

2) WebLogic Portal 環境の場合 － ドキュ メ ン ト のメ タデータをディ レク
ト リやファ イル構造から参照実装データベースにロードするコマン ド  
ラ イン  アプリ ケーシ ョ ン。 BulkLoader はドキュ メ ン ト  ベースを解析
し、 すべてのドキュ メン ト  メ タデータをロードするので、 Content 
Management コンポーネン トはドキュ メ ン ト を検索できます。
BulkLoader は、 HTML ドキュ メン トだけでな くすべてのドキュ メン
ト  タ イプをサポー ト しています。
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ビジネス アナリ ス ト  (Business Analyst: BA)

e ビジネスの効果的なモデルを考える非技術スタ ッ フ。 通常は、 技術専
門のビジネス  エンジニアと共同で作業します。 ビジネス  アナリ ス トは、
個々のキャンペーンの戦略と目標を立て、 BEA E-Business Control 
Center を使用してキャンペーンの実行と評価にあた り ます。

ビジネス エンジニア (Business Engineer: BE) および E-Business Control 

CenterTM を参照。

ビジネス ドキュ メン ト  (business document)

ビジネス メ ッセージ (business message) のペイ ロード  (payload) の XML の
部分。

ビジネス エンジニア (Business Engineer: BE)

ビジネス  アナリ ス ト と開発者のスキルを併せ持つスタ ッフ。 BE の業務
を以下に示します。

� Web サイ ト全体、 またはその大部分の業務を管理します。

� 大幅な、 または若干の変更のプロセスを調整します。

� ビジネス効率全般とシステム パフォーマンスの両方を積極的にモ
ニタ します。

� ユーザ プロファ イル、 ユーザ パーミ ッシ ョ ンなどを管理するため
に、 e ビジネスの Web サイ トの構造的で主要な更新を担当します。 

� Web サイ トの機能性を常に保持するためのプログラ ミ ング業務を
後方支援します。

開発者 (developer) およびビジネス  アナリ ス ト  (Business Analyst: BA) を参
照。

ビジネス ロジッ ク  (business logic)

1) 税金や支払いの計算などのビジネスに特化した機能を実行する、
Commerce Services で使用される原理と説明。 

2) ユーザとグループを電子商取引サイ トの適切なコンテンツに一致させ
るなどのビジネスに特化した機能を実行する、 WebLogic 
Personalization Server で使用される原理と説明。
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ビジネス メ ッセージ (business message)

会話 (conversation) における ト レーディ ング  パートナ間の通信の基本単
位。 マルチパート  MIME メ ッセージです。 ビジネス ドキュ メ ン ト  
(business document)、 添付ファ イル (attachment)、 および メ ッセージ ヘッ
ダー (message header) で構成されています。

ビジネス処理 (business operation)

WebLogic Integration のユーザ定義の処理を  EJB を起動するか、 Java の
ク ラ スを呼び出すこ とによ り追加する メ ソ ッ ド。

Business Process Management (BPM)

ワークフロー (workflow) を定義およびモニタできる  WebLogic Integration 
オー ト メーシ ョ ン  ツール。

ビジネス プロセス  (business process)

ワークフロー (workflow) を参照。

ビジネス プロ ト コル (business protocol)

ネッ ト ワークによ り、 企業間でビジネス情報を電子的にやり取 りするた

めのルール。 ビジネス  プロ ト コルは、 ビジネス  メ ッセージ (business 
message) の構造、 メ ッセージの処理方法、 およびそれらを適切な受信側
にルーティ ングするための方法を規定します。 WebLogic Integration ト
レーディング パー トナは、 RosettaNet ビジネス  プロ ト コルを使用してビ
ジネス  メ ッセージ (business message) を送受信します。

ビジネス プロ ト コル定義 (business protocol definition)

ビジネス  プロ ト コル (business protocol) を実装するロジッ ク  プラグインの
セッ ト 。

ビジネス サービス (business service)

会話定義 (conversation definition) とのインタフェース。 ト レーディ ング  
パー トナは、 交信を希望する他の ト レーディ ング  パートナに対してビジ
ネス  サービスを提供します。
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ビジネス ト ランザクシ ョ ン プロ ト コル (business transaction protocol: BTP)

B2B の電子商取引で一般的な長期の複雑な ト ランザクシ ョ ンを管理す
る、 オープンかつ精密に定義された メ ソ ッ ドの標準。 BTP は、 インター
ネッ ト上での複雑なマルチステップの B2B ト ランザクシ ョ ンを表現し、
シームレスに管理するための XML ベースのボキャブラ リ  プロ ト コルで
す。 BTP を使用する と、 ト レーディ ング  パートナは、 複雑な  XML メ ッ
セージ交換を長期にわたる疎結合の会話 (conversation) と して管理できま
す。

企業間電子商取引 (business-to-business (B2B) e-commerce)

企業間電子商取引 (B2B e-commerce) を参照。

企業間統合 (business-to-business (B2B) integration)

B2B Integration を参照。

企業消費者間統合 (business-to-consumer integration)

B2C 統合 (B2C integration) を参照。

バイ ト コード  (bytecode)

Java 仮想マシン  (Java virtual machine: JVM) のあるコンピュータで実行 (
インタプ リ タ ) できる  Java プログラムをコンパイルしたフォーマッ ト 。

Java 仮想マシン (Java virtual machine: JVM) を参照。

C

キャブ (cab)

単一のハイパーテキス ト転送プロ ト コル (HTTP) 要求のアプレッ ト を実
行するのに必要なク ラ ス、 および他のファ イルをロードするのに使用す

る圧縮ファ イル。Microsoft Internet Explorer のバージ ョ ン  4.0 以降で実行
しているアプレ ッ ト でのみ使用できます。

アプレッ ト  (applet)、 Hypertext Transfer Protocol (HTTP)、 および JAR ファ
イル (JAR file) を参照。

コールバッ ク  (callback)

サービスによって呼び出すこ とのできる ク ラ イアン ト で定義されたメ

ソ ッ ド。 コールバッ クによ り、 ク ラ イアン ト とサービス間の非同期の双

方向交換をサポート できます。 たとえば、 サービスが時間のかかる処理
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を実行する と きに、 ク ラ イン トの要求を単純な戻り値ですぐに確認し、

コールバッ クを使用してあとで処理の完全な結果を戻すこ とができま

す。 コールバッ クは、 対話に参加している必要があ り ます。

コールバック  ハンド ラ  (callback handler)

対応するコールバッ クを受信する と きにサービスによって実行される メ

ソ ッ ド。 コールバッ クを含むコン ト ロールによって定義されます。 たと

えば、 タ イマー コン ト ロールは、 onTimeout メ ソ ッ ドをコールバッ ク  ハ
ン ド ラ と して使用できます。 タ イマーが起動する と きに実行するコード

を追加するオプシ ョ ンもあ り ます。

呼び出し側のプリンシパル (caller principal)

メ ソ ッ ドの呼び出し中にアプ リ ケーシ ョ ン  コンポーネン ト  インスタンス
に関連付けられているプリ ンシパル。 たとえば、 EJB インスタンスは 
getCallerPrincipal メ ソ ッ ド を呼び出して、 現在のセキュ リ テ ィ  コン
テキス ト に関連するプ リ ンシパルを取得できます。

プリ ンシパル (principal) およびエンタープラ イズ JavaBeans (Enterprise 
JavaBeans: EJB) を参照。

キャンペーン (campaign)

ビジネスの戦略目標を と もに達成するシナ リオの名前付きのグループ。

キャンペーンは、 複数の Personalization、 Commerce、 および Campaign 
サービスを調整して、電子商取引の Web サイ ト におけるマーケテ ィ ング
目標を作成、 追跡できます。

シナリオ (scenario) を参照。

キャンペーン ディ スカウン ト  (campaign discount)

一部のユーザのみを対象にするこ とを条件と して、 製品、 注文品、 注文

に関連する出荷の価格を値下げするこ と。 BEA E-Business Control 
Center では、 割引率を定義してから、 後でオンラ イン顧客に対する価格
を決定するこ と もできます。

E-Business Control CenterTM を参照。

キャンペーン終了条件 (campaign end criteria)

キャンペーンの目標。 目標に到達した場合は、 それが予定された終了日

よ り前でも、 キャンペーンを終了するこ とがあ り ます。 この目標は、

BEA E-Business Control Center で指定されます。
用語集 -15



E-Business Control CenterTM を参照。

Campaign サービス  (Campaign services)

ビジネス  アナリ ス ト と ビジネス  エンジニアが電子商取引の Web サイ ト
におけるマーケテ ィ ング目標を作成、 および追跡できるよ うに 
WebLogic Portal が提供するサービスのセッ ト 。 E-Business Control 
Center を使用してキャンペーンを設定した り管理した りできます。

ビジネス アナリ ス ト  (Business Analyst: BA)、ビジネス  エンジニア (Business 

Engineer: BE)、 および E-Business Control CenterTM を参照。

キャンペーン  スポンサ (campaign sponsor)

キャンペーンを委託する組織。 多 くの場合には、 その組織 ( または組織
の一部 ) が e ビジネスの Web サイ ト を所有、 運営しています。

BEA E-Business Control Center では、 スポンサは、 キャンペーンを検索、
報告および解析するための基準と して使用されます。

BEA E-Business Control Center を使用してキャンペーン  スポンサを指定
できます。

E-Business Control CenterTM を参照。

キャンペーン  ステート  (campaign state)

キャンペーンのステー ト 。 アクティブまたは非アクティブのいずれかに

な り ます。

キャンペーンを保存する と、 アクテ ィブ ステートにな り ます。 この場
合、 キャンペーンが指定した開始時刻と終了時刻の間で、 適切な条件を

満たすと実行できます。

実行中のアクテ ィブなキャンペーンを無効にした り 、 指定した終了日や

目標に達する前に実行しているキャンペーンを中止する と、 そのキャン

ペーンは非アクテ ィブなステート とな り ます。 E-Business Control Center 
のキャンペーン  リ ス ト  (Control Center の [Explorer] ウ ィ ンド ウに表示さ
れます ) では非アクティブ化されたキャンペーンは、 リ ス ト の他のアイ
テムよ り も薄い色で表示されます。

E-Business Control CenterTM を参照。
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Catalog Manager サービス  (Catalog Manager service)

複数の製品カタ ログ サービスにアクセスする単一ポイン ト 。 Category 
Manager サービス、 Product Item Manager サービス、 Custom Data 
Manager サービス、および Catalog Query Manager サービスがこれに含ま
れます。

サービス  (service) および製品カタログ  (product catalog) を参照。

Catalog Query Manager サービス  (Catalog Query Manager service)

Commerce Services 製品カタ ログをクエ リするサービス。 キーワード検
索と属性に基づく検索の 2 種類の方法でカタ ログを検索できます。 キー
ワード検索は、 複数のキーワードを使用した単純な検索で、 属性に基づ

く検索の場合、 アイテム属性の複雑なブール式を使用して値を求める こ

とができます。

サービス  (service) および製品カタログ  (product catalog) を参照。

Category Manager サービス (Category Manager service)

Commerce Services 製品カタ ログの階層構造を管理するサービス。 階層
の作成および変更、 またアイテムをカテゴ リにマッピングするための複

雑なインタフェースを定義します。

サービス  (service) および製品カタログ  (product catalog) を参照。

CD-ROM

コンパク ト  ディ スク読み込み専用メモ リ  (CD-ROM) を参照。

証明書 (certificate)

特定の公開鍵に名前や他の属性を関連付けるデジタル文。 認証局 
(certificate authority: CA) によ りデジタルで署名されます。 本物の文のみ
を署名する認証局を信頼するこ とによ り、 その証明書に名前が含まれる

ユーザが持つ公開鍵を信頼できます。 

証明書認証 (certificate authentication: CA) および認証局 (certificate authority: 
CA) を参照。
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証明書認証 (certificate authentication: CA)

デジタル証明書を使用するこ とによ り 、 サーバがク ラ インアン トの ID 
を信頼するためのメ ソ ッ ド。 通常、 証明書認証は、 パスワードによ る認

証よ り も信頼性が高いと見なされます。 これは、 証明書認証がユーザの

所有物 ( プラ イベート  キー ) とユーザが持っている情報 ( プラ イベート  
キーを保護するパスワード ) に基づいているためです。

認証局 (certificate authority: CA)、 証明書 (certificate)、 および認証 
(authentication) を参照。

証明書認証プロバイダ (certificate authenticator)

デジタル証明書 (digital certificate) を  WebLogic Server ユーザにマップする
ための WebLogic Server で定義された標準インタフェース。 受信した証
明書を検証した後、 証明書認証プロバイダは、 証明書に基づいて、 その

証明書に関連して送信される ト レーディング  パートナを、 対応する  
WebLogic Server ユーザにマップします。

認証局 (certificate authority: CA)

公開鍵証明書を発行する既知の信頼できるエンテ ィティ。 認証局は、 公

証人と同様に、 ユーザの実際の ID を証明するものです。

証明書認証 (certificate authentication: CA) および証明書 (certificate) を参照。

認証局 (certification authority)

VeriSign などの信頼できる既知の組織。 証明書所有者の ID を別のパー
テ ィに対して認証するためにデジタル証明書 (digital certificate) を発行し
ます。 

チェーニング (chaining)

Webflow をあるプロセッサ ノード  (入力プロセッサまたはパイプライン ) 
から別のプロセッサ ノードに移動するプロセス。 このメカニズムを使用

する と、 プレゼンテーシ ョ ン ノード間でプロセッサ ノードを使用する必

要がなくな り ます。 チェーニングでは、 正し く実行できたプロセッサ 
ノードの結果のステート を別のプロセッサ ノードに送り ます。

ノード  (node)、 パイプライン (pipeline)、 Webflow、 および入力プロセッサ 
(input processor) を参照。
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チェッ ク  アウ ト  (check out)

顧客が購入するアイテムを確認する と、 支払いと出荷に関する情報を提

示する対話型プロセス。 その後、 Commerce Services は顧客情報を検証
し、 クレジッ ト  カードの ト ランザクシ ョ ンを行って、 出荷と税金支払い
の必要条件をログに記録します。 チェ ッ ク  アウ ト  プロセスによ り、
Registering Users および Managing Customer サービス と、 Managing 
Purchases および Processing Orders サービスが実行されます。

顧客の登録および顧客サービスの管理 (Registering Customers and Managing 
Customer services) および購入の管理と注文サービスの処理 (Managing 
Purchases and Processing Orders services) を参照。

CICS

顧客情報制御システム (Customer Information Control System: CICS) を参照。

暗号 (cipher)

暗号法では、 暗号化された メ ッセージを作成するのに使用する符号化シ

ステム。 

暗号スイー ト  (cipher suite)、 暗号文 (cipher text)、 セキュア ソケッ ト  レイヤ 
(secure sockets layer: SSL)、 および暗号 (cipher) を参照。

暗号スイート  (cipher suite)

セキュア ソケッ ト  レイヤ (secure sockets layer: SSL) の暗号化メ ソ ッ ド。
次の 3 種類のアルゴ リ ズムを使用して、 通信の完全性を保護できます。
それらは、 交換アルゴ リ ズム、 対称暗号化アルゴ リ ズム、 セキュア ハッ
シュ  アルゴ リ ズムです。

セキュア ソケッ ト  レイヤ (secure sockets layer: SSL) および暗号 (cipher) を参
照。

暗号文 (cipher text)

 暗号法では、 暗号化されるテキス ト 。

クラス (class)

オブジェ ク ト指向のプログラ ミ ングで使用されるオブジェク ト のカテゴ

リ 。 ク ラスは、 特定の種類のオブジェク ト の実装を定義します。 ク ラス

定義は、 インスタンス と ク ラスの変数と メ ソ ッ ド を定義し、 インタ
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フェース と ク ラ ス実装、 およびク ラ スの直近のスーパーク ラスを指定し

ます。 スーパーク ラスが明示的に指定されていない場合、 Object である
と想定されます。

ク ラス  ライブラ リ  (class library) およびオブジェク ト指向プログラ ミ ング 
(object-oriented programming: OOP) を参照。

クラス  ラ イブラ リ  (class library)

ク ラス と呼ばれる ク ラ イアン ト  プログラ ミ ング  ツールのセッ ト 。 これら
のツールは Java または C++ プログラム、 または Web ページに埋め込み
可能な Java アプレッ トで使用できます。 

ク ラス  (class) を参照。

CLASSPATH

実行時に必要な実行可能なク ラス  ファ イルを選択するために Java 仮想
マシン  (JVM) で検索するファ イル システム  ディ レ ク ト リ または Java 
アーカイブ ファ イルのパスの リ ス ト 。 この リ ス トは、 オペレーティ ング  
システムの環境変数 (CLASSPATH) か仮想マシンに送信されるコ メ ン ト ラ
イン スイ ッチ (-classpath) によ り提供されます。 サーブレ ッ ト  エンジ
ンや EJB コンテナなどのアプ リ ケーシ ョ ン  サーバ コンテナには、 ク ラ
スパス情報の追加レベルを含めるこ と もできます。

ク ラス  ライブラ リ  (class library) およびク ラス  (class) を参照。

ク リ ッ クスルー (clickthrough)

広告をク リ ッ クする行為。 ク リ ッ クスルーの回数を 1 つの評価基準と し
て使用して、 キャンペーンの目標に到達できたかど うかを判断します。

クライアン ト  (client)

1) 次の手順を実行するプログラム。

� ユーザ インタフェースを使用してユーザからサービスの要求を収
集します。

� これらの要求をサーバに送信します。

� サーバの応答を受け取 り 、 ユーザに渡します。

ク ラ イアン トが、 ターゲッ ト  サーバと同じ ド メ インに属しているマシ
ン上にある場合には、 そのク ラ イアン トはネイティブ ク ラ イアン ト と
呼ばれます。 ク ラ イアン トがド メ イン外のマシンにある場合、 そのク
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ラ イアン トは リ モー ト  ク ラ イアン ト またはワークステーシ ョ ン  ク ラ イ
アン ト と呼ばれます。

2) (CORBA) 分散型オブジェ ク トにおいてオペレーシ ョ ンを実行する
コード。

クラ イアン ト、 Web サービス (client, Web service)

要求を  Web サービスに送り、 データを戻すエンテ ィテ ィ。 Web サービ
スで通信可能な方法であれば、 あらゆる言語で書 く こ とができ、 あらゆ

るプラ ッ ト フォームで実行できます。 ほとんどの Web サービスは、
HTTP などのインターネッ ト  プロ ト コルで要求を受け取る こ とができ、
それらの要求を SOAP 仕様に基づいて書式設定された XML メ ッセージ
にする こ とができます。

クラ イアン ト  コネクタ  インタフェース (client connector interface: CCI)

J2EE ベースのアプリ ケーシ ョ ンでバッ クエン ドのシステムに接続し、
それらにアクセスできるインタフェース。 CCI は、 ク ラ イアン ト  アプ リ
ケーシ ョ ン とバッ クエン ド  システム間のデータ  フローを管理します。 コ
ンテナまたはアプリ ケーシ ョ ン  サーバのアクテ ィ ビテ ィはアダプタでは
表示されません。

クラ イアン ト / ネッ ト ワーク  (client/network)

異機種ク ラ イアン トからの、 ネッ ト ワーク上の多 くの異なるサービスに

対する要求が、 高性能でインテ リ ジェン ト な中間サーバやサーバのク ラ

スタ  (pure-Java WebLogic Server など ) によって透過的に実現されるネッ
ト ワーク。 

Web サービス  (Web service) およびク ラ イアン ト /サーバ (client/server) を参
照。

クラ イアン ト /サーバ (client/server)

コンピュータの処理がク ラ イアン ト  (デスク ト ップ PC) とサーバ ( セン
ト ラル コンピュータ ) において分散されているネッ ト ワーク  アーキテク
チャ。

ク ラ イアン ト / ネッ ト ワーク  (client/network) を参照。

CLOB

文字ラージ  オブジェ ク ト 。
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クラスタ  (cluster)

単一サーバよ り も よ りパワフルで信頼性の高いアプ リ ケーシ ョ ン  プラ ッ
ト フォームを提供するために、 複数のサーバが集まって形成しているグ

ループ。 ク ラスタは、 単一サーバと してク ラ イアン トに表示されます

が、 実際は 1 つのサーバと して動作しているサーバのグループです。 適
切に設計され設定されているク ラスタは、 可用性と拡張性の両方を備え

ています。 ク ラ スタに新しいプロセス とマシンを動的に追加するこ と

で、 ク ラ スタをシャ ッ ト  ダウンせずにさ らに大容量のロードを処理する
こ とができます。 個々のサーバは、 定期的にク ラ スタから削除されるの

で、 ク ラ スタのパフォーマンスに影響を与えるこ とな く保持できます。

サーバ (server) を参照。

クラスタ化可能なスタブ (clusterable stub)

ク ラスタ化可能なスタブは、 呼び出しをサービス  インスタンスに委託す
るラ ッパーです。 サービスは、 別のサーバに対しては透過的に処理され

るので、 ロード  バランシングと フェ イルオーバを高度に処理するこ とが
できます。 RMIC の -clusterable のフラグ、 または EJB デプロイ メン
ト記述子の同様のプロパティ を設定するこ とによ り ク ラ スタ化可能なス

タブを生成します。

ロード  バランシング (load balancing)、スタブ (stub)、およびフェイルオーバ 
(failover) を参照。

COBOL Copybook Importer

COBOL Copybook を読み込み、 COBOL Copybook のデータ構造を反映
する メ ッセージ フォーマッ ト を生成するエンティテ ィ。

コード  ページ (code page)

このドキュ メ ン トでは、 フ ィールド  データをコード化する文字。

CODE タグ (CODE tag)

1) アプレ ッ トに対する ク ラ スの完全パッケージ名。 

2) HTML アプレ ッ ト  タグの属性の 1 つです。 

パッケージ名 (package name) およびアプレッ ト  (applet) を参照。
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CODEBASE タグ (CODEBASE tag)

サーバ ホス トでのアプレ ッ トのク ラスを検索するベース URL。 アプ
レ ッ ト の完全 URL を取得するには、CODEBASE をアプレッ トの CODE 
名と と もに使用します。

CODE タグ (CODE tag)、 Uniform Resource Locator (URL)、 およびアプレッ
ト  (applet) を参照。

コラボレーシ ョン アグ リーメン ト  (collaboration agreement)

ト レーディ ング パートナが実行に同意した対話の定義と、 これらの対話
の実行方法を定めた仕様。 この仕様には、 転送、 メ ッセージング、 セ

キュ リ テ ィ制約、 プロセス仕様へのバインディ ングに関する詳細が含ま

れます。 

協調的ワークフロー (collaborative workflow)

WebLogic Integration の B2B Integration コンポーネン ト と と もにビジネ
スを遂行する間のロールを実装する ト レーディ ング  パートナで使用する
ワークフロー。

CollaboratorMBean

実行時環境で ト レーディ ング  パートナを表す MBean インタフェース。
WebLogic Integration 管理アプ リ ケーシ ョ ンは CollaboratorMBean オブ
ジェク ト を使用して ト レーディ ング  パートナをモニタします。

COM

Component Object Model (COM) を参照。

COM ビュー (COM view)

コンポーネン ト  オブジェ ク ト  モデル (Component Object Model: COM) 標
準に準拠するよ う なオブジェ ク ト表現。 必要なすべてのインタフェース

実装を含みます。

Component Object Model (COM) を参照。

Commerce サービス  (Commerce services)

製品の説明を表示し、顧客からの注文を管理する  Web アプ リ ケーシ ョ ン
のための開発キッ ト 。 JSP テンプレートのセッ ト 、 データベース  スキー
マ、 Java コンポーネン ト 、 コンフ ィ グレーシ ョ ン  ファ イルを含みます。
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Web アプリ ケーシ ョ ン (Web application: Webapp) および JSP テンプレー ト  
(JSP template) を参照。

コ ミ ッ ト  (commit)

1) 変更が記録され、 安定するよ うに ト ランザクシ ョ ンを完了させるこ
と。 保護されていた リ ソースは開放されます。 

2) ト ランザクシ ョ ンを更新し、 メ ッセージを他の ト ランザクシ ョ ンに表
示する宣言またはプロセス。 ト ランザクシ ョ ンをコ ミ ッ トする と、 す

べての結果は公開され、 永続的なものとな り ます。 コ ミ ッ ト メ ン ト後

は、 ト ランザクシ ョ ンの結果を自動的に戻すこ とはできません。

ト ランザクシ ョ ン (transaction) を参照。

共通クライアン ト  インタフェース (Common Client Interface: CCI)

アプ リ ケーシ ョ ン  コンポーネン トの標準的なク ラ イアン ト  API を定義
し、共通ク ラ イアン ト  API を使用してアプ リ ケーシ ョ ン  コンポーネン ト
とエンタープラ イズ アプ リ ケーシ ョ ン統合 (Enterprise Application 
Integration: EAI) フレームワークで EIS を駆動させます。 J2EE コネク タ  
アーキテクチャは EIS アクセスの CCI を定義します。

エンタープライズ情報システム (Enterprise Information System: EIS)、 J2EE 
コネク タ  アーキテクチャ  (J2EE Connector Architecture)、 およびアプ リ ケー
シ ョ ン プログラ ミ ング  インタフェース  (application programming interface: 
API) を参照。

共通オブジェク ト要求ブローカ アーキテクチャ  (common object request 
broker architecture: CORBA)

分散オブジェ ク ト間で通信するための、 オブジェ ク ト管理グループ 
(Object Management Group: OMG) の標準。 CORBA は IDL ( インタ
フェース定義言語 ) と  ORB ( オブジェ ク ト要求ブローカ ) を使用して、
IIOP ( インターネッ ト  ORB 間プロ ト コル ) と通信します。

Internet Interoperability Protocol (IIOP)、 Object Request Broker (ORB)、 およ
びインタフェース定義言語 (interface definition language: IDL) を参照。

コンパク ト  ディ スク読み込み専用メモリ  (CD-ROM)

レーザによって光学的に読み込まれるデータおよび特殊な条件下以外で

は修正できないデータのディ スク。
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コンポーネン ト  (component)

アプリ ケーシ ョ ンの一部分。

 Component Object Model (COM)

ネッ ト ワーク環境でソフ ト ウェア  コンポーネン ト を連携させるための
サービスの集合。

COM ビュー (COM view) を参照。

条件 (condition)

割引を提供する場合または電子メールを送信する場合に、 広告が表示さ

れる条件を決定する評価基準。 BEA E-Business Control Center では、 選
択した条件を記述するテキス トが [New Action] ウ ィ ン ド ウのアクシ ョ ン
領域に表示されます。

E-Business Control CenterTM を参照。

コンフ ィグレーシ ョ ン可能なエンティティ  (configurable entity)

1) 実行時に設定できる任意のプロパテ ィ を持つオブジェク ト を記述する
インタフェース。 

2) このインタフェースのベース  エンテ ィテ ィ  EJB 実装の総称。

コンフ ィグレーシ ョ ン (configuration)

コンピュータまたはネッ ト ワーク上のハードウェア、 ハード ウェア オプ
シ ョ ン、 ソフ ト ウェア、 およびソフ ト ウェア設定の集合。 

コンフ ィグレーシ ョ ンする  (configure) およびコンフ ィ グレーシ ョ ン セッ ト  
(configuration set) を参照。

コンフ ィグレーシ ョ ン セッ ト  (configuration set)

コンフ ィ グレーシ ョ ン区分において特定のコンフ ィ グレーシ ョ ンを参照

するために使われる名前または番号。 各コンフ ィ グレーシ ョ ン  セッ ト
は、 コンフ ィ グレーシ ョ ンがアクティブなと きに使用されるサービスを

定義します。 

コンフ ィグレーシ ョ ンする  (configure) およびコンフ ィ グレーシ ョ ン 
(configuration) を参照。
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コンフィグレーシ ョンする  (configure)

コンピュータまたはネッ ト ワークの用途に合わせてハード ウェアまたは

ソフ ト ウェアをカスタマイズするこ と。 

コンフ ィグレーシ ョ ン  セッ ト  (configuration set) およびコンフ ィグレーシ ョ
ン (configuration) を参照。

Confirmed_Delivery_to_Destination

すべての受信側 ト レーディング パートナによる メ ッセージの受信を検証
するサービス品質 (Quality of Service: QoS) オプシ ョ ン。 再試行 (Retry 
Attempts) および持続性 (Durability) などのオプシ ョ ン  (永続性 (Persistent) 
オプシ ョ ン ) を使用する と、 配信の信頼性をよ り高めるこ とができます。

Confirmed_Delivery_to_Destination は、 送信側および管理者に追加情報
も提供します。 これには、 受信側の配信ステータス、 管理者用の完全な

メ ッセージ ト ラ ッキング  (message tracking)、WebLogic Integration の B2B 
Integration コンポーネン トからの配信完了時の確認が含まれます。 この
オプシ ョ ンを使用できるかど うかは、 使用されているビジネス プロ ト コ
ル (business protocol) によ り決ま り ます。

Confirmed_Delivery_to_Hub

WebLogic Integration の B2B Integration コンポーネン トによ る メ ッセー
ジの受信を検証するデフォル トのサービス品質 (Quality of Service: QoS) オ
プシ ョ ン。 このオプシ ョ ンは、 多 くの場合、 システム  パフォーマンスが
問題となる と きに使用されます。 このオプシ ョ ンでは、 受信側の配信ス

テータスは提供されず、 メ ッセージ ト ラ ッキング (message tracking) も行
われません。 ト レーディング  パートナの選択プロセスは送信側に確認が
到達した後で行われるため、 潜在的な受信側の情報は使用できません。

このオプシ ョ ンを使用できるかど うかは、 使用されているビジネス  プロ
ト コル (business protocol) によ り決ま り ます。

接続 (connection)

リ ソース  マネージャへの接続性を提供し、 アプリ ケーシ ョ ン  ク ラ イアン
トによ る リ ソース マネージャへの接続、 ト ランザクシ ョ ンの実行、 リ
ソース  マネージャによって提供されるサービスへのアクセスを可能にす
るこ と。 接続にはト ランザクシ ョ ン対応と ト ランザクシ ョ ン非対応の 2 
種類があ り ます。 接続の例には、 データベース接続や SAP R/3 接続があ
り ます。
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リ ソース  マネージャ  (resource manager) を参照。

接続ポート  (connection port)

Webflow では、 ノードの端の小さなグラフ ィ ッ ク機器。 イベン トや例外
がそのノードに接続したポイン ト をマーク します。 これは、 ノードの接

続ポート を移動するのに役立つこ とがあ り ます。 

Webflow およびノード  (node) を参照。

コンス ト ラ クタ  (constructor)

WebLogic Server 環境の場合 — オブジェ ク ト を作成する疑似メ ソ ッ ド。
Java におけるコンス ト ラ ク タ とは、 インスタンスのメ ソ ッ ドの う ちその
ク ラ ス と同じ名前を持つものです。 Java のコンス ト ラ ク タは new キー
ワードを使用して呼び出されます。

インスタンス  (instance)、 Java、 メ タデータ  インタフェース  (metadata 
interface)、 オブジェ ク ト  (object)、 およびク ラス  (class) を参照。

コンテナ (container)

WebLogic Server などのアプ リ ケーシ ョ ン  サーバの一部。 アプ リ ケー
シ ョ ン コンポーネン ト をデプロ イし、 実行時サポー ト を提供します。 コ
ンテナを使用する と、 サポート されているコンポーネン ト をモニタおよ

び管理するサービスだけでな く、 それらのコンポーネン ト もモニタおよ

び管理できます。 コンテナは以下のいずれかです。

� リ ソース  アダプタのホス ト となるコネク タ  コンテナ

� JSP、 サーブレ ッ ト 、 および静的 HTML ページのホス ト となる  
Web コンテナ

� EJB コンポーネン トのホス ト となる  EJB コンテナ

� スタン ドアロン  アプリ ケーシ ョ ン  ク ラ イアン トのホス ト となるア
プ リ ケーシ ョ ン  ク ラ イアン ト  コンテナ

Java Server Pages (JSP)、 サーブレッ ト  (servlet)、 およびエンタープライズ  
JavaBeans (Enterprise JavaBeans: EJB) を参照。
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コンテナ管理による ト ランザクシ ョ ン  (container-managed transaction)

エンタープラ イズ JavaBean コンテナが ト ランザクシ ョ ン境界を制御す
る ト ランザクシ ョ ン。 コンテナ管理による ト ランザクシ ョ ンでは、 制御

はデプロイ メ ン ト記述子で指定します。 Bean メ ソ ッ ドが呼び出される
と、 コンテナは、 同じ メ ソ ッ ドで始ま り同じ メ ソ ッ ドで終了する ト ラン

ザクシ ョ ンを管理します。 エンティテ ィ  Bean はコンテナ管理による ト
ランザクシ ョ ンを使用する必要があ り ます。

ト ランザクシ ョ ン (transaction) および Bean 管理の ト ランザクシ ョ ン  
(bean-managed transaction) を参照。

コンテンツ管理システム  (content management system)

コンテンツのメ タデータなど、 コンテンツ  オブジェ ク ト  ( アーテ ィ ク
ル、 ドキュ メ ン ト 、 画像など ) の集合を管理するシステム。 Interwoven 
や Documentum などが販売しているコンテンツ管理システムは、 通常、
コンテンツの検索などのサービスおよびコンテンツ  オーサ リ ング サービ
スを提供します。 コンテンツ  オーサ リ ング サービスには、 コンテンツ  
オブジェ ク トの作成、 編集、 バージ ョ ン管理のサービス と ワークフロー 
サービスが含まれます。

メ タデータ  (metadata) を参照。

コンテンツ マネージャ  (Content Manager)

JSP タグと  EJB の両方を介してコンテンツにアクセスできる、 主要な 
WebLogic Personalization Server コンポーネン ト 。 JSP タグによ り、 開発
者は検索式構文を使用して直接コンテンツ  データベースをクエ リ し、 そ
れによ り、 コンテンツ  オブジェ ク ト を使用できます。 コンテンツ管理
ツールは、 ルール マネージャ とルール サービス、 ユーザ  プロファ イル、
プロパテ ィ設定マネージャ と と もに使用して、 電子商取引のサイ ト で

パーソナラ イゼーシ ョ ンされたコンテンツ配信を作成できるよ うに設計

されています。 コンテンツ管理コンポーネン トの機能へのプラ イマ リ  イ
ンタフェースは ContentManager セッシ ョ ン  Bean です。

JSP タグ (JSP tag)、 プロパティ  セッ ト管理 (property set management)、 ユー
ザ プロファ イル (user profile)、 およびエンタープラ イズ JavaBeans 
(Enterprise JavaBeans: EJB) を参照。
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コンテンツ選択 (content selector)

条件セッ トの下で、 ドキュ メン トのコンテンツ管理システムをクエ リす

る メ カニズム。 BEA E-Business Control Center では、 ビジネス アナリ ス
ト が、 クエ リ を実行するコンテンツ選択を ト リガする条件を指定しま

す。 また、 BEA E-Business Control Center を使用して、 コンテンツ選択
を実行するクエ リ も作成します。 ビジネス  エンジニアは、 ビジネス  アナ
リ ス トがドキュ メ ン ト を表示したい場所にコンテンツ選択の JSP タグを
作成します。

ビジネス  アナリ ス ト  (Business Analyst: BA)、ビジネス  エンジニア (Business 

Engineer: BE)、 および E-Business Control CenterTM を参照。

制御 (control)

Web サービスで使用され、 サービスが他の種類のアプ リ ケーシ ョ ンやコ
ンポーネン ト と通信できるよ うにするコンポーネン ト 。 たとえば、 デー
タベース制御によ り、 Web サービスはデータベースのデータを要求でき
ます。 サービス制御を使用する と、 Web サービスが他の Web サービス
をよ り簡単に呼び出すこ とができます。

会話 (conversation)

1) WebLogic Integration 環境の場合 — WebLogic Integration 環境の場合 — 
WebLogic Integration 環境の場合 — ト レーディング パートナ間の一連

のメ ッセージ交換。 会話は、 コラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト  
(collaboration agreement) で定義されます。 メ ッセージ交換の構成は、 ト

レーディング パートナ間のコラボレーシ ョ ン  アグ リーメン トの一部で

ある会話定義 (conversation definition) によって決ま り ます。

2) WebLogic Workshop 環境の場合 — WebLogic Workshop 環境の場合 — 
ク ラ イアン ト と  Web サービスの間で発生する一連の対話。 Web サー
ビスの会話の単一のインスタンスには関連する状態があ り、 会話の有

効期間中はその状態が持続します。 この状態には、少な く と も会話 ID 
が含まれ、 これを使用して メ ッセージの入力やサービスの中止を特定

の会話インスタンス と関連付けます。 たとえば、 1,000 人に対する  
1,000 の信用調査を処理する場合、 WebLogic Workshop では自動的に
それぞれに固有の会話をオープンにし、 送受信する メ ッセージを適切

な会話と関連付けます。
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会話コーディネータ  (conversation coordinator)

対応するビジネス  プロ ト コル (business protocol) のルールに基づいて会話
ライフサイ クル (conversation life cycle) を管理し、 複数の組織的な境界に
またがり長時間にわたる持続性のある会話 (conversation) を管理するサー
ビス。 会話コーディネータは、 会話 ID を生成し、 ト レーディ ング  パー
トナを会話に登録し、 ビジネスおよびシステム  メ ッセージをク ラ イアン
トに配信し、 会話に関するステータス情報を維持し、 ビジネス プロ ト コ
ル (business protocol) の実行のために会話コンテキス ト を提供します。

会話定義 (conversation definition)

会話 (conversation) のパラ メータを指定する値の集合。

会話開始者 (conversation initiator)

会話 (conversation) を開始および終了する ト レーディング  パートナ。

会話ライフサイクル (conversation life cycle)

ト レーディング パートナ間でメ ッセージが交換される期間。 

会話参加者 (conversation participant)

ビジネス メ ッセージ (business message) を受信および処理する ト レーディ
ング パートナ。

会話終了 (conversation termination)

WebLogic Integration がサポート している  B2B Integration または 
Business Process Management (BPM) 機能の一部と して実行される メ ッ
セージ交換のインテ リ ジェン トで制御された終了。

� BPM ク ラ イアン トの場合、 会話 (conversation) は、 完了ノードの会
話終了プロパティ  (成否 ) に定義されているよ うに、 会話開始者 
(conversation initiator) が完了 (done) 状態に達したと きに終了しま
す。 会話参加者 (conversation participant) は、 会話に対する自身の参
加を終了できますが、 会話を終了できるのは会話開始者ワークフ

ローだけです。 

� B2B Integration ク ラ イアン トの場合、 会話終了は、 会話開始者に
よって実行される  Conversation.terminate() 処理によって行わ
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れます。 この処理の結果、 各会話参加者は 
ConversationHandler.onTerminate() メ ッセージを受信します。

ConversationHandler

ト レーディ ング パートナが会話 (conversation) のビジネス  メ ッセージ 
(business message) を送受信するためのインタフェース。 関連する ト レー
ディ ング  パートナが会話に参加するには、 会話ハン ド ラを、 1 つまたは
複数の会話タイプに対して登録する必要があ り ます。

ConversationMBean

会話 (conversation) を表す MBean インタフェース。 WebLogic Integration 
管理アプ リ ケーシ ョ ンは、 ConversationMBean オブジェ ク ト を使用して
実行時環境の会話をモニタします。

コピーブッ ク  (copybook)

多 くのソース  プログラムにコピーできるよ う設計されたソース  コードの
共通部分。 主に IBM DOS メ インフレーム  プログラ ミ ングで使用されま
す。 メ インフレーム  DOS (DOS/VS や DOS/VSE など ) では、 コピーブッ
クはソース  ラ イブラ リにブッ ク と して格納されました。 ラ イブラ リは複
数のブッ クで構成され、 各ブッ クの名前の先頭にはプログラ ミ ング言語

を表す接頭辞 ( たとえば、 アセンブラの場合は A.name、 COBOL の場合
は C.name など ) が付けられていました。 これは、 DOS が複数のラ イブ
ラ リ またはプラ イベート  ラ イブラ リ をサポー ト していなかったためで
す。 この用語は主に COBOL プログラマによって使用されていますが、
ほとんどのメ インフレーム言語でサポート されています。 IBM OS シ
リーズはコピーブッ ク とい う用語は使用せず、 代わ りに、 区分データ  
セッ ト 、 つま り  PDS と して実装されたラ イブラ リ などのファ イルを参照
していました。 コピーブッ クは、 C または C++ include ファ イルと機能
的に同じ ものです。

CORBA

共通オブジェク ト要求ブローカ  アーキテクチャ  (common object request 
broker architecture: CORBA) を参照。
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相関 (correlation)

WebLogic Workshop によ り  Web サービスに自動的に提供される機能。
Web サービスに多 く の同期ク ラ イアン ト が含まれている場合は、 要求に
対応してどの応答がどのク ラ イアン トに送られるのかを常に追跡する必

要があ り ます。 その場合、 次のコールバッ クが含まれます。 コールバッ

クを介してク ラ イアン トに送信しなければならない Web サービスでイベ
ン ト が発生する と、 WebLogic Workshop の相関機能によ り自動的にコー
ルバッ ク  メ ッセージが配信されます。

相関 ID (Correlation ID)

メ ッセージ ID 文字列を含むサービス品質 (Quality of Service: QoS) オプ
シ ョ ン。 これは、 1 つのアプリ ケーシ ョ ン内の異なるビジネス メ ッセー
ジ (business message) を相互に関連付けるのに使用できます。 このオプ
シ ョ ンを使用できるかど うかは、 使用されているビジネス  プロ ト コル 
(business protocol) によ り決ま り ます。

資格 (credential)

追加のサービスに対してプリ ンシパルを認証できるセキュ リ テ ィ情報を

格納または参照するデータ  エンティティ。 プ リ ンシパルは認証に基づい
て、 あるいは自らの資格の使用を許可する別のプ リ ンシパルから資格を

取得します。 後者はプ リ ンシパルの委託と呼ばれます。 資格の形態には

パスワード、 X509 デジタル証明書または証明書チェーン、 あるいは
ユーザを検証するその他の トークンなどがあ り ます。

ユーザ (user) およびレルム  (realm) を参照。

カスタム データ  マネージャ  サービス (Custom Data Manager service)

製品項目のカスタム属性に永続性を与えるインタフェースを定義する

サービス。 カスタム属性は、 ProductItem インタフェースで定義されな
い属性です。

サービス (service) を参照。

カスタム セキュ リティ  プロバイダ (Custom Security providers)

セキュ リ テ ィ  ベンダまたはアプ リ ケーシ ョ ン開発者によって開発される
セキュ リ テ ィ  コンポーネン ト 。 カスタム  セキュ リ テ ィ  プロバイダは 
SSPI (Security Service Provider Interfaces) の実装です。
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WebLogic Server セキュ リテ ィ  プロバイダ (WebLogic Server security 
providers) および Security Service Provider Interfaces (SSPI) を参照。

顧客情報制御システム  (Customer Information Control System: CICS)

IBM がラ イセンスするプログラム。 リ モートの端末で入力された ト ラン
ザクシ ョ ンを、 ユーザが記述したアプリ ケーシ ョ ン  プログラムによって
同時に処理できるよ うにします。

顧客プロファイル (customer profile)

顧客の Web サイ トへのアクセスに伴って ( または他のオフラ イン  ソース
から ) 収集、 保存、 および更新される一連の情報。 顧客プロファ イルは
各顧客に固有であ り、 製品の好みから、 入力フォームに顧客が入力した

統計データに至るまでのさまざまな情報が含まれます。 顧客プロファ イ

ルに保存された各情報 ( またはそれらの情報を組み合わせたもの ) を使
用して顧客セグ メン ト を作成できます。

顧客セグ メン ト  (customer segment) を参照。

顧客プロファイル サービス (Customer Profile service)

顧客がユーザ プロファ イルを変更するこ とによる、 ビジネス  ロジッ ク と
プレゼンテーシ ョ ン ロジッ クの実装。

サービス  (service)、 ユーザ プロファ イル (user profile)、 およびビジネス  ロ
ジッ ク  (business logic) を参照。

顧客セグメン ト  (customer segment)

製品の好みや年齢など顧客プロファ イルから収集した共通の特性に基づ

いて、 顧客をグループに分類するこ と。

顧客プロファ イル (customer profile) を参照。

D

デーモン (daemon)

バッ クグラ ウン ドで自動的かつ連続的に動作するプログラム。

DASD

直接アクセス記憶装置 (Direct Access Storage Device: DASD) を参照。
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Data Integration

XML ファ イルと非 XML ファ イルのフォーマッ ト を変換する  WebLogic 
Integration コンポーネン ト 。

Data Integration プラグイン (data integration plug-in)

Data Integration 機能と と もに使用できるよ うに Business Process 
Management (BPM) 機能を拡張する  WebLogic Integration Studio コンポー
ネン ト 。

データ  プライバシ (data privacy)

ト レーディング パートナ間の通信のメ ッセージを リ ンク  レベルで暗号化
する  WebLogic Integration の SSL ベースのセキュ リ テ ィ機能。 ID に名前
とパスワードを使用している場合は、 ユーザにはデータ  プラ イバシ 
(secure sockets layer: SSL) があ り ません。 データ  プラ イバシを使用する
には、 デジタル証明書 (digital certificate) が必要です。

データ  ト ランスフォーメーシ ョン  (data transformation)

WebLogic Integration 環境の場合 — XML フォーマッ ト間で提供される
データのマッピング。 たとえば、 RosettaNet ドキュ メ ン ト を  ebXML ド
キュ メ ン ト にマップする と きに、 データ  ト ランスフォーメーシ ョ ンが実
行されます。

データ変換 (data translation)

WebLogic Integration 環境の場合 — バイナリ  データ と  XML を変換する
プロセス。

データ  ユニバーサル ナンバリ ング システム (data universal numbering 
system: DUNS)

グローバルな電子商取引に携わる企業に、 国際的に認知された識別子と

して 9 桁の数字を割り当てるための仕様。 ビジネス識別子は、 外部利用
のために複数のビジネス プロ ト コルによって ト レーディング  パートナに
割り当てられます。 これらは、 内部の WebLogic Integration ト レーディ
ング パートナ名とは異な り ます。 RosettaNet ビジネス  プロ ト コルの実装
では、 DUNS 番号を使用しなければな り ません。
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データベース (database)

互いに関係する、 それぞれ独立したデータ項目の集合体。 1 つ以上のア
プ リ ケーシ ョ ンから利用できるよ うに冗長性を伴わずにま とめて格納さ

れています。 

データベース管理システム  (database management system: DBMS)

ユーザがデータベース  テーブル内のデータを構造化、 操作できるよ うに
するプログラムの集合。 DMBS は、 多数のユーザがいる環境でのプラ イ
バシ、 回復処理、 およびデータの整合性を保証します。

データベース  (database) を参照。

データ型 (datatype)

変数内のデータの型を示すプログラ ミ ング上の分類。 一般的に使用され

るデータ型には、 整数、 文字、 ブールなどのさまざまな形式があ り ま

す。 ほとんどのプログラ ミ ング言語では、 データ  オブジェ ク ト または
フ ィールドのデータ型を宣言する必要があ り ます。 データ型は使用する

プログラ ミ ング言語によって異な り ます。

dbKona

WebLogic Server 環境の場合 － どのよ う な JDBC ド ラ イバと も併用でき
る、 データベース  アクセス用の高レベルな Java オブジェ ク ト群。

JDBC を参照。

DBMS

データベース管理システム (database management system: DBMS) を参照。

決定 (decision)

遷移が発生する と きに評価される条件を含むワークフロー コンポーネン
ト の Business Process Management (BPM) 用語。評価結果 (真または偽 ) に
よ り、 フロー制御が渡される適切な依存ノードが決ま り ます。

ワークフロー (workflow) を参照。
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デコーダ (decoder)

プロ ト コル固有の メ ッセージ ヘッダー (message header) の処理、 送信ト
レーディ ング  パートナの識別、 会話 (conversation) への送信ト レーディ ン
グ  パートナの追加、 送信者への返信の準備、 およびスケジューリ ング  
サービスへのメ ッセージの転送を行う コンポーネン ト 。 

復号化 (decryption)

暗号テキス ト  (暗号化されたデータ ) と暗号鍵を元にして、 プレーン  テ
キス ト  (暗号化される前の元データ ) を生成するプロセス。

暗号化 (encryption) を参照。

デフォルト  (default)

ユーザが値を指定しない場合にプログラムが使用する変数の値。

遅延同期メ ッセージ配信 (deferred synchronous message delivery)

メ ッセージが送られる とアプ リ ケーシ ョ ンに制御が戻される メ ッセージ

配信メ ソ ッ ド。 メ ッセージ トークン (message token) がアプ リ ケーシ ョ ン
に戻され、 アプ リ ケーシ ョ ンは、 後でそれにアクセスして、 メ ッセージ

配信のステータスをチェ ッ クできます。 トークンにアクセスした後、 ア

プ リ ケーシ ョ ンは指定した時間、 または後続のイベン トが発生するまで

待機し、 すべての可能性のある送り先から、 メ ッセージのタ イム  アウ
ト 、 またはメ ッセージが送信された会話 (conversation) の終了を知らせる
通知を受け取 り ます。

委託 (delegation)

プ リ ンシパル A がプリ ンシパル B に、多 く の場合制限付きで自らの身元
または権限の使用を認めるこ と。

区切り記号 (delimiter)

フ ィールドまたはデータ  グループの末尾を示すバイ ト  シーケンス。

配信チャネル (delivery channel)

ビジネス メ ッセージ (business message) を  1 つの ト レーディ ング  パートナ
に配信するための仕様。 各 ト レーディ ング  パートナには、 それぞれがサ
ポートするビジネス  プロ ト コル (business protocol) ご とに配信チャネルが
あ り ます。
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サービス拒否 (DoS) 攻撃 (Denial of Service (DoS) attack)

セキュ リ テ ィ攻撃の一種。 ユーザまたは組織が通常は利用できるはずの

リ ソースのサービスが利用できな く な り ます。 たとえば、 企業の Web サ
イ トが攻撃によって運用停止に追い込まれ、 復旧に要する時間や収益の

面で多大な損失を被る こ とがあ り ます。

デプロイ メン ト  (deployment)

1) アプ リ ケーシ ョ ンを分散型環境に配置し、 使用可能な状態にするプロ
セス。 このプロセスには、 インス トール、 コンフ ィ グレーシ ョ ン、 ア

プ リ ケーシ ョ ンの各部位の管理などの作業が伴 う こ とがあ り ます。 

2) WebLogic Workshop 環境の場合 — Web サービスを開発環境からプロ
ダクシ ョ ン環境に移行させるプロセス。 WebLogic Workshop の実行時
ソフ ト ウェアは、 WebLogic Server に統合されているため、 WebLogic 
Workshop Web サービスを簡単にデプロイできます。 ターゲッ ト の 
JWS ファ イル (およびサポー ト  ファ イル ) をプロダクシ ョ ン サーバに
コピーするだけです。

デプロイ メン ト記述子 (deployment descriptor)

EJB の実行時プロパテ ィ をコンフ ィ グレーシ ョ ンするために必要な情報
を EJB サーバに提供する  XML ファ イル。 また、 システム管理者は、
EJB に対するパーミ ッシ ョ ンを定義した り、 EJB が使用する リ ソースを
コンフ ィ グレーシ ョ ンした りする こ とができます。 デプロ イ メン ト

記述子は、Sun Microsystems, Inc. JavaSoft の文書型定義 (Document Type 
Definition: DTD) に準拠しています。

エンタープラ イズ JavaBeans (Enterprise JavaBeans: EJB)、 XML、 および文
書型定義 (Document Type Definition: DTD) を参照。

記述子 (descriptor)

Campaign Services Web アプ リ ケーシ ョ ンのデプロ イ メン ト要件を指定
する  XML ファ イル。 記述子はプロパテ ィ と値のフレーズで構成されて
います。 

広告プレースホルダに対し、 新しい MIME タ イプを追加するには、
WebLogic Personalization Server Web アプ リ ケーシ ョ ンのデプロ イ メ ン
ト記述子を変更する必要があ り ます。 テキス ト  エディ タを使用してデプ
ロ イ メ ン ト記述子を変更できます。
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開発者 (developer)

組織において、 コードを記述するこ とによ り  Web アプ リ ケーシ ョ ンを作
成、 保守する技術専門家の役割を示す総称。 Java 2 Platform Enterprise 
Edition (J2EE) 仕様では、 開発者はアプ リ ケーシ ョ ン  コンポーネン ト  プ
ロバイダ と呼ばれます。 

開発者には、 組織の他の役割を担 う個人が共有できない特殊なアクセス

権限が与えられます。 

開発者は、 その専門分野によ り 、 Java/EJB 開発者、 HTML/JSP 開発者、
アプ リ ケーシ ョ ンのアセンブラ /デプロイヤ、 システム管理者などに分
類されます。

デジタル証明書 (digital certificate)

ト レーディング パートナを認証するために公開鍵暗号システム と と もに  
WebLogic Integration で使用されるデジタル ID カード。 デジタル証明書
には所有者の公開鍵が含まれています。 これは認証局 (certification 
authority) によ りデジタル署名がされています。

デジタル署名 (digital signature)

2 つのエンティテ ィ間で交換されるデータのセキュ リ テ ィ を、 各エン
テ ィティの ID を検証するこ とによって保護する際に使用されるビ ッ ト
文字列。 特にこの文字列は、 レコードの送信側から送られたデータ と、

転送中に変更されなかったデータの検証に使用されます。

デジタル署名は、 エンテ ィテ ィの署名付きデータ と秘密鍵から計算され

ます。 デジタル署名は、 確認に使用される公開鍵が信頼できる場合のみ
信頼できます。

直接アクセス記憶装置 (Direct Access Storage Device: DASD)

1 つまたは複数のディ スク、 またはメ インフレーム  マシンのディ ス ク  ド
ラ イブのセッ ト 。

直接プログラ ミ ング モデル (direct programming model)

ルッ クアップ プロセスで使用されるモデル。 これを使用する と レプリ カ
対応スタブが生成され、 実行のたびに異なるサービス  プロバイダによっ
て処理される場合があ り ます。 直接モデルは、 ステート レスなオブジェ

ク ト の場合に適しています。
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ステー ト レス  オブジェ ク ト  (stateless object)、 レプ リ カ対応スタブ 
(replica-aware stub)、 ターゲッ ト  プログラム モデル (targeted programming 
model)、 および間接プログラ ミ ング モデル (indirect programming model) を
参照。

割引優先順位 (discount priority)

割引の相対的な重要度を  1 ～ 20 の範囲の値で指定したもの (1 が最も優
先順位が高くな り ます )。 指定した項目に 2 つの類似した割引を適用す
るイベン トでは、 各割引に付けられた優先順位を使用して競合を解消し

ます。

BEA E-Business Control Center は、 複数の割引に同じ優先順位が割り当
てられている状況を検出しません。 2 つの割引の優先順位が同じである
と、 いずれかの割引が無作為に選択されます。

E-Business Control CenterTM を参照。

割引値 (discount value)

割引の割合、 またはドルで示した金額。 すべての割引値は、 割引額の割

合、 割引額、 または固定金額の 3 つの形式のう ち、 いずれかの形式で指
定されます。

表示優先順位 (display priority)

広告グループを表示する相対的な順序。 複数の広告グループが同時に同

じプレースホルダに表示される可能性のある場合の、 他のグループの広

告との相対順位です。 デフォル トの広告グループは、 キャンペーン広告

グループよ り も自動的に優先順位が低 く な り ます。

BEA E-Business Control Center は、 複数の広告に同じ優先順位が割り当
てられている状況を検出しません。 2 つの広告クエリが同じ優先順位の
場合は、 両方がプレースホルダで実行される確率は等し く な り ます。 

E-Business Control CenterTM を参照。

分散型アプリケーシ ョン  (distributed application)

ネッ ト ワークを介して通信を行う別々のコンピュータに存在し、 複数の

部分に分かれているアプリ ケーシ ョ ン  ( ク ラ イアン ト とサーバなど )。
Web アプ リ ケーシ ョ ンは本来、 分散型アプ リ ケーシ ョ ンです。

Web アプリ ケーシ ョ ン  (Web application: Webapp) を参照。
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分散コンピューティング (distributed computing)

異なるコンピュータで実行され、 ネッ ト ワーク経由で通信する複数のユ

ニッ トにアプリ ケーシ ョ ンを分離する、 アプ リ ケーシ ョ ン設計および実

装の戦略。 たとえば、 アプ リ ケーシ ョ ンをユーザ インタフェース  ユニッ
ト 、 処理ユニッ ト 、 記憶ユニッ トの 3 つの分散したユニッ トに分離でき
ます。 

分散型オブジェク ト  (distributed object)

ネッ ト ワーク上のどこにでも配置できるオブジェ ク ト 。 分散型オブジェ

ク トは、 メ ソ ッ ド呼び出しを介して リモー ト  ク ラ イアン ト からアクセス
可能な、 独立したコードの断片と してパッケージ化できます。 分散型オ

ブジェ ク ト を作成するための言語と コンパイ ラは、 ク ラ イアン トから完

全に透過的です。 ク ラ イアン トは分散型オブジェ ク トの位置や、 オブ

ジェ ク ト を実行しているオペレーテ ィ ング  システムの種類を知っている
必要はあ り ません。

分散オブジェク ト  モデル (distributed object model: DOM)

アプ リ ケーシ ョ ンの分割方法、 つま り 、 ロジッ クがそれをサポートする

層 (多層または 2 層 ) にどのよ うに割り振られるかを記述する抽象概念。

2 層 (two-tier) および多層 (multitier) を参照。

分散型プログラム リ ンク  (Distributed Program Link: DPL)

Java の遠隔メ ソ ッ ド呼び出しの概念とほぼ相当する  CICS の概念。

顧客情報制御システム (Customer Information Control System: CICS) を参照。

分散ト ランザクシ ョ ン  (distributed transaction)

複数の ト ランザクシ ョ ン  マネージャが関連する ト ランザクシ ョ ン。 分散
ト ランザクシ ョ ン環境では、 ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンは複数の
サーバに要求を送信し、 その結果、 複数の リ ソース マネージャで リ ソー
スが更新されます。 ト ランザクシ ョ ンを完了するには、 各参加コンポー

ネン ト  ( ク ラ イアン ト 、 サーバ、 およびリ ソース  マネージャ ) の ト ラン
ザクシ ョ ン マネージャをポーリ ングして、 ド メ イン内の各参加コンポー
ネン トのコ ミ ッ ト  プロセスを調整する必要があ り ます。

ト ランザクシ ョ ン マネージャ  (transaction manager)、 リ ソース マネージャ  
(resource manager)、 および ト ランザクシ ョ ン  (transaction) を参照。
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分散型ト ランザクシ ョ ン処理 (distributed transaction processing: DTP)

複数のアプリ ケーシ ョ ン  プログラムが、 複数の リ ソース (データベース
など ) を均整のとれた方式で更新するよ う な処理形態。 プログラムおよ
びリ ソースは、 ネッ ト ワーク上の  1 つまたは複数のコンピュータに配置
できます。 

DLL

ダイナ ミ ッ ク  リ ンク  ラ イブラ リ  (dynamic link library: DLL) を参照。

DMS

ドキュ メ ン ト管理システム  (document management system: DMS) を参照。

ドキュ メン ト  (document)

コンテンツ管理システムに保存され、 Web サイ トに表示されるファ イ
ル。 たとえば、 HTML ファ イル、 画像ファ イル、 ブラ ウザ  プラグインで
表示するファ イルなどがあ り ます。

コンテンツ管理システム  (content management system) を参照。

ドキュ メン ト定義 (document definition)

有効なドキュ メン トの必要条件を指定する、 文書型定義 (Document Type 
Definition: DTD) などのスキーマ。 WebLogic Integration ドキュ メ ン ト定
義は XML DTD にあ り ます。 各ドキュ メ ン ト定義には、 システム  ID 
(DTD システム識別子 ) と、 ドキュ メ ン ト定義の場所を指定する  URL と
い う  2 つの属性があ り ます。

ドキュ メン ト交換 (document exchange)

ドキュ メン ト を交換する メ ソ ッ ドの定義。 ドキュ メ ン ト交換では、 ビジ

ネス  プロ ト コル (business protocol) と複数の実行時パラ メータを定義しま
す。

ドキュ メン ト管理システム (document management system: DMS)

ドキュ メン ト の集合を管理するシステム。 通常は、 ドキュ メ ン ト検索な

どのサービス と、 作成、 編集、 バージ ョ ン管理、 ワークフローなどのド

キュ メ ン ト  オーサ リ ング サービスを提供します。
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ドキュ メン ト参照実装 (document reference implementation)

WebLogic Personalization Server のデフォル トの優れたドキュ メ ン ト管理
ソ リ ューシ ョ ン。 この実装は、 BulkLoader ユーティ リ テ ィ を使用して、
コンテンツ  メ タデータをデータベースに、 またコンテンツ  スキーマを  
XML ファ イルにロード します。 これは、 WebLogic Personalization 
Server ドキュ メ ン ト管理サービス  プロバイダ インタフェース  (Service 
Provider Interface: SPI) の実装の 1 つです。 これを使用してサード  パー
テ ィ製のドキュ メン ト管理システムを  WebLogic Personalization Server 
に統合できます。

文書型定義 (Document Type Definition: DTD)

XML または SGML のいずれかで記述された関連する メ ッセージまたは
ファ イル用にフォーマッ ト  (文法と構文 ) を定義するファ イル。 具体的
には、DTD ファ イルは、XML や SGML ドキュ メ ン ト のマークアップ タ
グが、 ドキュ メ ン ト を扱 う アプ リ ケーシ ョ ンでどのよ うに解釈されるか

を定義し、 それによ り、 ドキュ メ ン ト が、 意図したとおりに表示または

印刷されます。 この定義は、 Standard Generalized Markup Language 
(SGML) のルールに従っています。 DTD は W3C XML 仕様の一部です。 

スキーマ (schema) を参照。

DOM

分散オブジェ ク ト  モデル (distributed object model: DOM) を参照。

ド メ イン (domain)

単一のコンフ ィグレーシ ョ ン ファイルで定義されたサーバ、 サービス、
インタフェース、 マシン、 および関連する リ ソース  マネージャの集ま り。

リ ソース マネージャ  (resource manager) を参照。

完了 (done)

ワークフロー全体を完全なものと してマーキングする  ワークフロー 
(workflow) コンポーネン トの Business Process Management (BPM) 用語。 こ
の用語の発行後はタスク  (task) の処理は行われません。

DPL

分散型プログラム リ ンク  (Distributed Program Link: DPL) を参照。
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DTD

文書型定義 (Document Type Definition: DTD) を参照。

DUNS

データ  ユニバーサル ナンバリ ング システム (data universal numbering system: 
DUNS) を参照。

持続性 (Durability)

ノードに障害が発生したと きに、 持続性のある メ ッセージ ス ト アを使用
して メ ッセージ配信を保証するかど うかを指定する  サービス品質 
(Quality of Service: QoS) オプシ ョ ン。 このオプシ ョ ンには、 ネームスペー
ス  (namespace) (デフォル ト ) と永続性 (Persistent) があ り ます。 このオプ
シ ョ ンを使用できるかど うかは、 使用されているビジネス  プロ ト コル 
(business protocol) によ り決ま り ます。

動的データ交換 (Dynamic Data Exchange: DDE)

アプリ ケーシ ョ ン同士が一連のメ ッセージを通じて情報を交換できる、

Microsoft Windows プラ ッ ト フォームで利用可能な通信形態。 DDE メ ッ
セージの送信と応答を行う  2 つのアプリ ケーシ ョ ンのこ とを 「DDE で会
話している」 といいます。

動的データ型 (dynamic datatype)

コードのコンパイル時点でそのメモ リ  サイズが不明なデータ型。 動的
データ型のメモ リ  サイズは、 コードが実行される時点ではじめて判明し
ます。

ダイナミ ッ ク  リ ンク  ライブラ リ  (dynamic link library: DLL)

Windows アプ リ ケーシ ョ ンから利用できる実行可能関数またはデータの
ラ イブラ リ。 Java プログラムで DLL を使用するこ とは、 その Java プロ
グラムにネイティブ コードが含まれている こ と を示します。 WebLogic 
Server ではデータベース  ベンダによって公開された、 2 層ネイティブ ド
ラ イバ用の DLL を使用しています。 

動的ロール割り当て (dynamic role association)

ビジネス要求のコンテキス ト と ターゲッ ト に基づいて、 プ リ ンシパルに

ロールを事後バイン ドする能力。 
用語集 -43



E

E-Business Control CenterTM

パーソナラ イゼーシ ョ ンされた Web サイ トの作成と保守を円滑に行う
ツール。 BEA E-Business Control Center には、 ユーザがさまざまなタス
クを実行するための直観的なグラフ ィ カル ユーザ インタフェースがあ り
ます。

ebXML

electronic business XML (ebXML) を参照。

ECMAScript

JavaScript と  Jscript を組み合わせた標準化された言語。 JavaScript は 
Netscape Communications、 Jscript は Microsoft Corporation によって開発
されました。 ECMAScript は European Computer Manufacturers 
Association (ECMA) と呼ばれる標準化機構によ り策定されました。

EDI

電子データ交換 (Electronic Data Interchange: EDI) を参照。

EDI VAN

電子データ交換付加価値ネッ ト ワーク  (Electronic Data Interchange 
Value-Added Network: EDI VAN) を参照。

EIS

エンタープライズ情報システム (Enterprise Information System: EIS) を参照。

EJB

エンタープライズ JavaBeans (Enterprise JavaBeans: EJB) を参照。

electronic business XML (ebXML)

ビジネス  データの電子交換をサポートするモジュラー フレームワーク用
の仕様。国際連合 (UN/CEFACT) と  OASIS の共同構想によ り開発された
グローバルな使用方法です。
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電子データ交換 (Electronic Data Interchange: EDI)

電子商取引で使用されるビジネス  メ ッセージ (business message) の形式と、
そのよ う な メ ッセージの使用を扱 う法律用語の業界標準。

電子データ交換付加価値ネッ ト ワーク  (Electronic Data Interchange 
Value-Added Network: EDI VAN)

ト レーディ ング パートナ間で EDI メ ッセージをルーティ ングするサード
パーテ ィによる中継機能。 

エンコーダ (encoder)

必要なビジネス  プロ ト コル (business protocol) をサポートするために必要
に応じてメ ッセージを変換し、 そのメ ッセージを転送サービスに転送す

るコンポーネン ト 。

コード化 (encoding)

アーキテクチャ固有のデータを、 XDR (External Data Representation) 
コード化のよ うに、 異なった複数のアーキテクチャ間で送受信できる形

式に変換するこ と。

暗号化 (encryption)

認可を受けたユーザによる元データへのアクセスは可能にしたまま、 未

認可の開示を防ぐ  ( または妨げる ) 目的で、 アルゴ リ ズムを使用して
データにスク ランブルをかけるプロセス。 暗号化されたファ イルを読み

取るには、 受信者が、 その暗号を解くための秘密鍵かパスワードへのア

クセス権を持っている必要があ り ます。 暗号化されていないデータをプ

レーン テキス ト 、 暗号化されていないテキス ト を暗号テキス ト と呼びま
す。

暗号化鍵ペア (encryption key pair)

情報を暗号化するために使用される公開鍵と、 情報を復号化するために

使用される秘密鍵で構成される暗号鍵ペア。

エンド  ポイン ト

ト レーディ ング パートナの URL。
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エンタープライズ アプリケーシ ョン統合 (Enterprise Application 
Integration: EAI)

複数のアプリ ケーシ ョ ンによる無制限の情報共有。 組織内または組織間の

情報の移動および交換を可能にする一連のテク ノ ロジです ( 『Linthicum 
2000』、 354 ページ )。

エンタープライズ情報システム  (Enterprise Information System: EIS)

企業向けの情報インフラス ト ラ クチャを提供するソフ ト ウェア システ
ム。 EIS は一連のサービスをク ラ イアン トに提供します。 これらのサー
ビスは、 ローカル インタフェースおよびリモート  インタフェース、 また
はそのいずれかを介してク ラ イアン トで使用できます。 EIS には以下の
例があ り ます。

� SAP R/3 や PeopleSoft などのエンタープラ イズ  リ ソース プラン
ニング (Enterprise Resource Planning: ERP) システム

� CICS などのメ インフレーム  ト ランザクシ ョ ン処理システム

� Oracle などのレガシー データベース  システム

エンタープライズ情報システム  (EIS) リ ソース (Enterprise Information 
System (EIS) resource)

EIS 固有の機能をク ラ イアン トに提供するこ と。 EIS リ ソースには以下
の例があ り ます。

� データベース  システムのレコード またはレコード  セッ ト

� エンタープラ イズ リ ソース プランニング (Enterprise Resource 
Planning: ERP) システムのビジネス  オブジェ ク ト

� ト ランザクシ ョ ン処理システムの ト ランザクシ ョ ン  プログラム

エンタープライズ JavaBeans (Enterprise JavaBeans: EJB)

多層ク ラ イアン ト /サーバ システム向けのコンポーネン ト  アーキテク
チャを定義する  Java API。 具体的には、 EJB は、 オブジェ ク ト指向の分
散型エンタープラ イズ レベル アプ リ ケーシ ョ ンの開発とデプロ イ メ ン ト
のためのアーキテクチャを指定します。 EJB アーキテクチャを使用して
作成されたアプ リ ケーシ ョ ンは、 拡張可能で、 ト ランザクシ ョ ンに使用

可能な安全なものです。

Java 2 Enterprise Edition (J2EE) を参照。
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エンタープライズ リ ソース プランニング (enterprise resource planning: 
ERP)

計画、 製造、 販売、 マーケティ ングなど、 ビジネスのすべての局面を統

合するビジネス管理システム。 

エンティティ  Bean (entity bean)

データベース  レコードを表し、 そのレコードのデータで呼び出せる メ
ソ ッ ド を含むエンタープラ イズ JavaBean。

エンティティ  プロパティ  マネージャ  (Entity Property Manager)

プロパティの永続性を処理するステー ト レスのセッシ ョ ン  Bean。

環境変数 (environment variable)

アプリ ケーシ ョ ンのパラ メータを表すアプ リ ケーシ ョ ン定義の文字列。

ユーザはそれにカスタム値を割り当て、 そのパラ メータに依存している

コードを記述しなおすこ とな く、 必要に応じて後でその値を変更するこ

とができます。 環境変数は、 ホス ト  アプ リ ケーシ ョ ンを起動する と利用
できます。

ERP

エンタープラ イズ リ ソース  プランニング  (enterprise resource planning: ERP)
を参照。

イベン ト  (event)

1) WebLogic Integration 環境の場合 — ソフ ト ウェア システム  (通常は 
EIS) で発生する事象。 外部の当事者があるイベン トに関係している場
合、 イベン ト  オブジェ ク トが生成され、 その当事者にイベン ト通知 
(event notification) と して配信されます。

2) WebLogic Portal 環境の場合 — 顧客の動作またはシステムの動作。

� 顧客の動作 － たとえば、 BEA E-Business Control Center を使用す
る と、 あらかじめ定義された多数の顧客の動作 ( イベン ト ) から
動作を選択してシナリオのアクシ ョ ンを ト リガできます。 追跡さ

れる顧客の動作は、 コンテンツの表示からハイパーリ ンクのク

リ ッ クまで含まれます。

� システムの動作 － イベン ト  サービスは、 キャンペーン  アクテ ィ
ビテ ィ、 セッシ ョ ン  イベン ト 、 ルールの停止など広範囲のイベン
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ト を追跡します。 これらのイベン トはログに記録され、 分析ツー

ルによってさ らに深 く分析するこ とができます。

シナリオ アクシ ョ ン (scenario action) および E-Business Control CenterTM を

参照。

イベン ト  ノード  (event node)

ワークフロー (workflow) の Business Process Management (BPM) 用語。 イベ
ン ト  ノード を実行するために、 ワークフローは XML メ ッセージがイベ
ン ト を ト リガするのを待ちます。 ト リガが発生する と、 イベン ト  ノード
内に定義されているさ まざまなサブアクシ ョ ンが実行されるか、 または

ワークフロー変数が設定されます。

イベン ト通知 (event notification)

システム  (通常 EIS) 内のイベン トの一方向非同期通知。 イベン ト通知
は、 イベン ト を表すイベン ト  オブジェ ク ト をそのタ イプのイベン トのサ
ブスク ラ イバに配信するこ とによって達成されます。

イベン ト  オブジェク ト  (event object)

システム  (通常 EIS) 内のイベン ト  (event) を表すデータ  オブジェク ト 。 イ
ベン ト  オブジェ ク トには通常、 イベン ト とそれが発生するコンテキス ト
を説明するのに十分なデータが含まれています。 多 くの場合、 イベン ト  
オブジェ ク トは単にイベン ト と呼ばれます。 これは、 イベン ト  オブジェ
ク ト が単に、 イベン トが渡された後のイベン ト を表し、 イベン トの永続

的な結果であるからです。 イベン ト  オブジェ ク トのタ イプとは、 同じ原
因を持つすべてのイベン ト を示す名前です。 イベン ト  オブジェ ク トに
は、 そのイベン トのデータが含まれる  XML ドキュ メ ン ト が含まれます。

例外 (exception)

プログラムまたはマイ ク ロプロセッサが、 エラーを処理するための別の

ルーチンに分岐するきっかけとなる状況 (多 く の場合エラー )。 実行時エ
ラーを処理する  Java メ ソ ッ ドです。

例外探索 (exception walking)

実行できない遷移を解決するために、 Webflow が代替の実行フローを検
索するプロセス。

Webflow を参照。
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明示的なプロパティ  (explicit properties)

別のテーブルや別のデータベースに保存されるプロパティで、 カスタム

のエンティテ ィ  プロパティ  マネージャの実装によ りアクセスできるプロ
パテ ィ。

暗黙的なプロパティ  (implicit properties) およびエンティテ ィ  プロパティ  マ
ネージャ  (Entity Property Manager) を参照。

拡張プロパティ  (extended property)

リ ポジ ト リ内のエンティテ ィに関連付ける こ とができるユーザ定義の要

素、 属性、 またはテキス ト 。 この リ リースでは、 拡張プロパティは、

WebLogic Integration B2B Console、 または Bulk Loader ユーティ リ テ ィに
よって ト レーディ ング  パートナにのみ関連付ける こ とができます。 これ
らのプロパテ ィによ り、 ト レーディング  パー トナの標準的な定義済み属
性のアプ リ ケーシ ョ ン拡張が可能にな り ます。 

extensible markup language (XML)

カスタマイズされたマークアップ言語を定義するのに使用できる メ タ言

語 (言語を記述するための言語 )。 これは、 Standard Generalized Markup 
Language (SGML) のサブセッ トで構成されています。

XML によって、 ユーザ定義のドキュ メ ン ト  タ イプの開発、 およびその
よ う なタ イプのドキュ メ ン ト のデータを使用できるプログラムの作成が

容易にな り ます。 XML は急速に、 データ  フォーマッ ト と ドキュ メ ン ト
を定義、 検証、 共有するための世界標準となっています。

XML はテキス トベースであり  (バイナリ  フォーマッ トで記述されない )、
バイナリ  マーカではなく構文を使用してデータを整理するので、 異種お
よび互換性のないシステムとプラ ッ ト フォーム間でデプロイできます。

XML は WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンの重要なコンポーネン トで
す。

eXtensible Stylesheet Language (XSL)

XML ドキュ メン ト のフォーマッ ト を指定するための言語。
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eXtensible Stylesheet Language Transformations (XSLT)

XML ドキュ メ ン ト を別の XML ドキュ メ ン ト に変換するために設計され
た XML 言語。 XSLT ドキュ メ ン ト またはスタ イルシートは、 XML ド
キュ メ ン ト のノードに対して実行されるデータ変換を定義します。

XSLT を使用して、 XML ドキュ メ ン ト をさまざまなテキス ト  フォー
マッ ト  (XML、 HTML、 PDF など ) に変換できます。

F

ファ ク ト リ  (factory)

1) 他の分散型 CORBA オブジェ ク トへのオブジェク ト参照を戻す分散型 
CORBA オブジェ ク ト 。 ファ ク ト リ はサーバ アプ リ ケーシ ョ ン内に配
置されます。

2) CORBA オブジェク トへのオブジェク ト参照を取得するためにク ライ
アン トによって使用されるインタフェース。 ファ ク ト リへのオブジェ

ク ト参照は、 Factory Finder インタフェースへのオブジェク ト参照に使
用してク ライアン トによ り取得されます。 Factory Finder インタフェー
スは、 システムによ り公開され、 ク ライアン トのブート ス ト ラ ップ処

理の一環と してク ライアン トから利用できるよ うにな り ます。

共通オブジェ ク ト要求ブローカ アーキテクチャ  (common object request 
broker architecture: CORBA) を参照。

フェイルオーバ (failover)

サービスの起動に障害が発生したと きに、 ユーザの操作を必要とせずに

サービスの要求を代替のプロバイダに転送するこ とによ り 、 その障害に

応答するシステムの機能。 つま り、 障害が発生したと きに制御をバッ ク

アップ コンポーネン トに転送するシステムの機能です。

初期起動が失敗してもフェイルオーバ機能によ り起動できるサービスの

タ イプには、 サービス  プロバイダのルッ クアップ、 サーバの障害のイベ
ン ト を回復する機能、 およびアクセス可能なサーバでサービスの別のイ

ンスタンスを検索する機能が含まれます。 

ク ラスタ化可能なスタブ (clusterable stub) を参照。

フィールド  (field)

Weblogic Server 環境では、 以下を示します。

1) レコードの指定した領域。 データの特定のカテゴ リに使用されます。
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2) セグ メン ト内の参照できるデータの最小単位。

3) セグ メン ト の指定された部分。

4) データベース  テーブル内の単一のデータ項目。

5) ウ ィ ン ド ウ内でデータが表示される部分。

WebLogic Integration 環境の場合 :データの基本単位と してアプリ ケー
シ ョ ンに解釈されるバイ ト  シーケンス。

ファイル共有クラ イアン ト  (file-sharing client)

FTP を使用して他の ト レーディング  パートナと通信する ト レーディング  
パー トナ。

ファイアウォール (firewall)

内部ネッ ト ワーク と インターネッ ト の間の ト ラフ ィ ッ クをモニタ し、 内

部ネッ ト ワークに出入 りできるネッ ト ワーク  ト ラフ ィ ッ クのタ イプを規
制するソフ ト ウェア。

FIX

Financial Information Exchange (FIX) プロ ト コル。 リ アルタイムの電子セ
キュ リ テ ィ  ト ランザクシ ョ ンを行うために開発された メ ッセージの標
準。

G

ガベージ コレクシ ョ ン (garbage collection: GC)

Java プログラムを実行中に、 未使用のオブジェク ト と変数を メモ リから
再生する機能。 この機能は通常、 バッ クグラ ウン ドで自動的に実行され

ますが、 プログラマが指定した時刻に実行するよ う要求する こ と もでき

ます。

GC

ガベージ コレ クシ ョ ン  (garbage collection: GC) を参照。

一般保護例外 (general protection fault: GPF)

プログラムが別のプログラムで使用している メモ リ領域にアクセスし よ

う と した結果発生する  Windows プログラムのエラー状況。
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グローバル ト ランザクシ ョ ン (global transaction)

複数のサーバまたは複数のリ ソース  マネージャ  インタフェースが、作業
の基本単位と しての ト ランザクシ ョ ンを調整するために使用する ト ラン

ザクシ ョ ン。 グローバル ト ランザクシ ョ ンは、 それぞれが単一の リ ソー
ス  マネージャにアクセスする複数のローカル ト ランザクシ ョ ンで構成さ
れる場合もあ り ます。

ACID プロパティ  (ACID properties) および分散 ト ランザクシ ョ ン (distributed 
transaction) を参照。

GlobalConversationMBean

会話定義 (conversation definition) を表す MBean インタフェース。 B2B 
Integration 管理アプ リ ケーシ ョ ンは、 GlobalConversationMBean オブ
ジェ ク ト を使用して実行時環境の会話 (conversation) をモニタ します。

GPF

一般保護例外 (general protection fault: GPF) を参照。

グラフィカル ユーザ インタフェース (graphical user interface: GUI)

ウ ィ ン ド ウにメニューやグラフ ィ カル シンボルを表示する高水準のイン
タフェース。 これによ り 、 ユーザは、 一連のシステム  コマン ド を入力せ
ずに、 選択や、 プロンプ トが表示される と きの情報入力などのタス クを

実行できます。 たとえば、 BEA WebLogic Server Administration Console 
や WebLogic Integration B2B Console では、 管理者は Web ブラウザを使
用して BEA アプ リ ケーシ ョ ンをコンフ ィ グレーシ ョ ンおよび制御する
こ とができます。

Administration Console を参照。

グループ (group)

1) WebLogic Server 環境の場合 — 何らかの特性を共有するユーザの集
合。 ACL はグループにパーミ ッシ ョ ンを割り当てる こ とができます。
WebLogic Server レルムではすべてのパーミ ッシ ョ ンが肯定的である
ため、 グループにパーミ ッシ ョ ンを与えるこ とは、 そのグループのメ

ンバーである各ユーザにパーミ ッシ ョ ンを与えるこ と と同じです。 否

定的パーミ ッシ ョ ンをサポー トするレルムでは、 個々のパーミ ッシ ョ

ンがグループのパーミ ッシ ョ ンをオーバーライ ド します。
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2) WebLogic Integration 環境の場合 — 単一のユニッ ト と して扱われる
フ ィールドやグループの集合。 

レルム (realm)、 パーミ ッシ ョ ン (permission)、 および アクセス制御リ ス ト  
(access control list: ACL) を参照。

グループ選択 (group choice)

フ ィールドまたは他のグループで構成されるグループのどちらかが必要

です。 すべてのフ ィールド  ( または他のグループ ) は、 それらに含まれ
る実際のバイナ リ  データに関して相互に排他的でなければな り ません。

グループ ポータル (group portal)

指定したユーザ グループに対して定義されたポータルの特定のビュー。
単一のポータル Web アプリ ケーシ ョ ン内で複数のグループ ポータルを
作成できます。 グループ ポータルは、 レイアウ トやポート レッ ト などの
ポータル リ ソースを共有できますが、 各グループの必要性に合わせて個
別にコンフ ィ グレーシ ョ ンをする こ と もできます。

グループ プロファイル (group profile)

ユーザや他のグループの集ま り。 グループ プロファ イルには一連の属性
を含める こ と もでき、 プロファ イル内の各ユーザやサブグループはそれ

らの属性を継承できます。

ユーザ プロファ イル (user profile) およびユーザ管理コンポーネン ト  (User 
Management component) を参照。

GUI

グラフ ィ カル ユーザ インタフェース  (graphical user interface: GUI) を参照。

H

ヒ ューリ スティ ッ ク  コ ミ ッ ト  (heuristic commit)

ト ランザクシ ョ ンに関連するすべての更新がコ ミ ッ ト された場合の

ヒ ューリ ステ ィ ッ クな終了。

ヒ ューリ ステ ィ ッ クな終了 (heuristic completion) を参照。
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ヒ ューリ スティ ッ クな終了 (heuristic completion)

分散 ト ランザクシ ョ ンの終了段階で、 更新をコ ミ ッ トするかロールバッ

クするかを リ ソースが一方的に決定するこ と。 この決定によ り、 分散さ

れたデータは不確定な状態のままになるこ とがあ り ます。 ヒ ューリ ス

テ ィ ッ クな終了の原因と して、 ネッ ト ワークの障害やト ランザクシ ョ ン

のタ イムアウ トが考えられます。 ヒ ューリ スティ ッ クな決定を参照。

分散 ト ランザクシ ョ ン (distributed transaction)、 rollback、 およびコ ミ ッ ト  
(commit) を参照。

ヒ ューリ スティ ッ クな決定 (heuristic decision)

ヒ ュー リ ステ ィ ッ クな終了 (heuristic completion) を参照。

ヒ ューリ スティ ッ ク障害 (heuristic hazard)

ト ランザクシ ョ ンに関連する少な く と も  1 つの更新がロールバッ ク され
たかコ ミ ッ ト されたかど うかがリ ソース  マネージャにわからないよ う な
ヒ ューリ スティ ッ クな終了の結果。

ヒ ュー リ ステ ィ ッ クな終了 (heuristic completion) を参照。

混合ヒ ューリ スティ ッ ク  (heuristic mixed)

ト ランザクシ ョ ンに関連する更新の一部がロールバッ ク され、 その他が

コ ミ ッ ト された場合の ヒ ューリ ステ ィ ッ クな終了の結果。

ヒ ュー リ ステ ィ ッ クな終了 (heuristic completion) を参照。

ヒ ューリ スティ ッ クなロールバッ ク  (heuristic rollback)

ト ランザクシ ョ ンに関連するすべての更新がロールバッ ク された場合の

ヒ ューリ スティ ッ クな終了の結果。

ヒ ュー リ ステ ィ ッ クな終了 (heuristic completion) を参照。

階層構造 (hierarchy)

1) 項目を順位付けするシステム。

2) データベースにおけるセグ メ ン トのツ リー。 ルート を起点と し、 上位
の要素に従属するセグ メン ト  タ イプへと枝分かれしていきます。 ある
セグ メ ン ト  タ イプが、 他の複数のセグ メン ト  タ イプに従属するこ と
はあ り ません。
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ホーム インタフェース (home interface)

エンタープラ イズ Bean の 2 種類のインタフェース  ( ホーム  インタ
フェース と リモー ト  インタフェース ) の う ちの 1 つ。 ホーム  インタ
フェースは、 エンタープラ イズ Bean を作成および削除するための任意
の数のメ ソ ッ ドを定義します (定義しない場合もあ り ます )。セッシ ョ ン  
Bean のホーム  インタフェースが作成および削除メ ソ ッ ド を定義する一
方で、 エンテ ィティ  Bean のホーム  インタフェースは作成、 ファ インダ、
および削除メ ソ ッ ド を定義します。 

リモー ト  インタフェース (remote interface) を参照。

ホップ タイムスタンプ (hop timestamp)

WebLogic Integration の B2B Integration コンポーネン ト で到着時に各
メ ッセージにタ イムスタンプを付ける機能。 アプ リ ケーシ ョ ンからの入

力は必要あ り ません。 タ イムスタンプは、 デバッグとパフォーマンスの

測定に役立ちます。 このオプシ ョ ンを使用できるかど うかは、 使用され

ているビジネス  プロ ト コル (business protocol) によ り決ま り ます。

ホス ト  (host)

1) ネッ ト ワークに接続され、 通信スイ ッチと して機能する以外のサービ
スを提供するコンピュータ。

2) データ通信システムにおけるプラ イマ リ  コンピュータまたは制御側コ
ンピュータ。

ホッ ト  デプロイ メン ト  (hot deployment)

Web アプ リ ケーシ ョ ン  サーバを再起動せずに Web アプリ ケーシ ョ ンを
起動または再コンフ ィ グレーシ ョ ンし、 再起動するこ と。

Web アプリ ケーシ ョ ン  サーバ (Web application server) およびWeb アプリ
ケーシ ョ ン (Web application: Webapp) を参照。

HTML

Hypertext Markup Language (HTML) を参照。

htmlKona

HTML ページまたはサーブレ ッ ト を動的に生成するための、 WebLogic 
の Java オブジェ ク ト 。
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HTTP

Hypertext Transfer Protocol (HTTP) を参照。

HTTP プロキシ (HTTP proxy)

送信する  HTTP リ クエス ト用のインターネッ ト と、 受信する要求用のさ
まざまな IP 送り先を示す中継機能。 

HTTP リ クエス ト  (HTTP request)

対応するシナリオのアクシ ョ ンによって指定された JSP URI を起動する
ためにキャンペーン  サービスによって使用される要求の形式。 これに
は、 シナリオとシナリオのアクシ ョ ンを ト リガした顧客を識別するパラ

メータが含まれています。 これは、 HTTP フォーマッ ト で表されます。

シナリオ アクシ ョ ン (scenario action) および Campaign サービス  (Campaign 
services) を参照。

HTTP サーバ (HTTPD)

Hypertext Transfer Protocol (HTTP) を使用してデータを転送するサーバ。

Hypertext Transfer Protocol (HTTP) を参照。

HTTPD

HTTP サーバ (HTTPD) を参照。

 Hypertext Markup Language (HTML)

ブラウザに表示されるファ イルのフォーマッ トの指定に使用する標準

コード。

 Hypertext Transfer Protocol (HTTP)

TCP プロ ト コル ファ ミ リの一部で、 TCP/IP に基づいて リモート  ホス ト
からハイパーテキス ト  ファ イルを取得するのに使用される もの。 このプ
ロ ト コルは、 以下の関連するエンテ ィティ も定義します。

� HTTPD － データ転送に HTTP を使用するサーバ。 

� HTTPS － 安全な Web サーバにアクセスするのに使用される  
Hypertext Transfer Protocol (HTTP)。

transmission control protocol (TCP) を参照。
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I

I18N

インターナシ ョナライゼーシ ョ ン (internationalizartion I18N) を参照。

IDE

統合開発環境 (integrated development environment: IDE) を参照。

多重呼び出し不変 (idempotent)

f(f(x)) = x が成り立つ場合に、 多重呼び出し不変と呼ばれる関数 f。 コン
ピュータ  サイエンスでは、 プロシージャを同じ引数で繰 り返し呼び出し
たと きに結果が同じであれば、 そのプロシージャを多重呼び出し不変と

定義します。 

これは、 複製オブジェ ク トの再試行を取 り扱 う際に特に有効な特性で

す。 リモー ト  メ ソ ッ ドの呼び出し中に通信障害が発生した場合、 その障
害の発生が、 呼び出された メ ソ ッ ドがサーバ上で完了する前か後かをい

つも判断できる とはかぎ り ません。 メ ソ ッ ドがサーバ上で完了した後に

障害が発生したのであれば、 再試行する と、 同じ メ ソ ッ ドを  2 回 (別の
サーバ上であっても ) 呼び出すこ とにな り ます。

そのメ ソ ッ ドが多重呼び出し不変でない場合は、 このよ う な動作が間
違った結果を引き起こす恐れがあ り ます。 多重呼び出し不変である場合

は、 同じ メ ソ ッ ドを同じ引数で何度呼び出しても、 1 回呼び出すこ と と
何ら変わりはあ り ません。

アイデンティティ  (identity)

プ リ ンシパルに割り当てられる一意のセキュ リ テ ィ属性の集合。 2 つの
プ リ ンシパルのアイデンテ ィティが同じになる こ とはあ り ません。 プ リ

ンシパルは、 それぞれが一意で種類の異なる複数のアイデンティテ ィ を

持つこ とができます。

IDL

インタフェース定義言語 (interface definition language: IDL) を参照。

IIOP

Internet Interoperability Protocol (IIOP) を参照。

impl

実装 (implementation) を参照。
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実装 (implementation)

サポート されているインタフェースのすべての操作と属性の動作を定義

する、 名前付きのオブジェ ク ト またはク ラ ス。 たとえば、 my_object は 
my_impl を実装します。 これは、 RMI でリモート  インタフェースを呼び
出すのに使われます。

暗黙的なプロパティ  (implicit properties)

WebLogic Personalization Server プロパティ  テーブルに格納されたプロ
パテ ィ。 ゲッ ターおよびセッ ター メ ソ ッ ドに対応しません。

明示的なプロパテ ィ  (explicit properties) を参照。

インプレッシ ョ ン (impressions)

これまでに広告を見たユーザ数。 

IMS

Information Management System (IMS) を参照。

間接プログラ ミ ング モデル (indirect programming model)

レプ リ カ対応スタブが返されるルッ クアップで使用されるモデル。 実行

のたびに必ず同じサービス  プロバイダによって処理されます。 このプロ
グラ ミ ング  モデルは、 ステート フル オブジェ ク トの場合に用いなければ
な り ません。

直接プログラ ミ ング モデル (direct programming model)、 レプ リ カ対応スタ
ブ (replica-aware stub)、 ステー ト フル オブジェク ト  (stateful object)、 ター
ゲッ ト  プログラム  モデル (targeted programming model) を参照。

Information Management System (IMS)

OS/390 または MVS/ESA プラ ッ ト フォーム上の大規模な商用アプリ ケー
シ ョ ン  システム向けに使用される、 IBM の ト ランザクシ ョ ン処理モニタ
および階層データベース製品。 2 つの主要コンポーネン トは、 階層デー
タベース  マネージャ とキューベースの ト ランザクシ ョ ン  マネージャで
す。 後者は端末からアプ リ ケーシ ョ ン  プログラムに要求をルーテ ィング
します。
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インフラス ト ラ クチャ  (infrastructure)

特定のコンピュータ  システムにおいて、 よ り高水準の別のコンポーネン
ト の集合をサポー トするコンポーネン トの集合 (基礎サービス群 )。 よ り
高水準のコンポーネン ト群は一般に、 システム全体で使用される機能を

提供します。

開始側プリンシパル (initiating principal)

アプリ ケーシ ョ ン と直接対話するエン ド  ユーザを示すセキュ リ テ ィ  プリ
ンシパル。エン ド  ユーザは、Web ク ラ イアン ト またはアプ リ ケーシ ョ ン  
ク ラ イアン トのどちらかを使用して認証を行う こ とができます。

プリ ンシパル (principal) を参照。

入力プロセッサ (input processor)

HTML フォームで送信された顧客データを検証し、 それらのデータをパ
イプラ イン  セッシ ョ ンに格納して後でパイプラ イン コンポーネン ト で使
用できるよ うにするプロセッサ。

パイプラ イン セッシ ョ ン (pipeline session) およびパイプライン コンポーネ
ン ト  (pipeline component) を参照。

インスタンス (instance)

オブジェ ク トのク ラ スやコンピュータ  プロセスなど、 抽象概念またはテ
ンプレート を具体化した個々の要素。

インスタンス変数 (instance variable)

特定のオブジェ ク トに関連付けられるデータ項目。 ク ラスの各インスタ

ンスには、 ク ラスで定義されたインスタンス変数のコピーがあ り ます。 

インスタンス化する  (instantiate)

ク ラ スに属するオブジェク ト の特定の変種を定義して名前を付け、 オブ

ジェク ト に物理的な位置を与える こ とによってインスタンスを作成する

こ と。

インスツルメンテーシ ョン (instrumentation)

1) 管理対象 リ ソースの属性にアクセスする手段を提供し、 属性の値を取
得または修正できるよ うにする機能。 

2) エージェン トによって、 管理要求に応えるために行われる管理対象 リ
ソースへのアクセス。
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統合開発環境 (integrated development environment: IDE)

既存アプ リ ケーシ ョ ンにおいて、 プログラ ミ ングのタスクをサポートす

るソフ ト ウェア環境。 Borland の JBuilder、 Sybase の PowerJ、 WebGain 
の Visual Cafe などがその例です。

統合 (integration)

サービスを要求、 またはサービス要求に応えるこ とによって、 情報の共

有または独立した処理を行う アプリ ケーシ ョ ンの能力。 効果的に統合さ

れたシステムでは、 すべての部位が目的を持ち、 部位同士が効率的に結

合してシステム全体の目的を達成します。

対話仕様 (interaction specification)

サービスに関する二次的なメ タデータを含む静的 XML ドキュ メ ン ト 。
たとえば、 DBMS サービス  アダプタの対話仕様には、 データベース上の
プロセスを呼び出すための SQL 文が含まれます。

インタフェース定義言語 (interface definition language: IDL)

CORBA 分散オブジェ ク ト環境でオブジェ ク ト を定義する構文。 具体的
には、 オブジェ ク トが遂行するサービス と、 データをそのオブジェ ク ト
に渡す方法を記述しています。

共通オブジェ ク ト要求ブローカ アーキテクチャ  (common object request 
broker architecture: CORBA) を参照。

国際標準化機構 (International Standards Organization: ISO)

コンピュータ  ネッ ト ワーク通信やその他多 く の技術の標準を制定、 保持
する国際的な組織。 

インターナシ ョナライゼーシ ョン  (internationalizartion I18N)

画面に表示されるテキス ト で使用する自然言語を対象者の地理的なロ

ケーシ ョ ン と文化に合わせるために、 ソフ ト ウェア  インタフェース  ( エ
ン ド  ユーザに対して表示される ソフ ト ウェアの部分 ) を修正するこ と。
多 く の場合、 HTML インタフェースで使用される  JSP の言語カスタマイ
ズを参照します。

I18N とい う語は、 internationalization とい う単語の i と  n の間の 18 文字
を示します。
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インターネッ ト  (Internet)

プロ ト コルの TCP/IP ファ ミ リ を介して通信する、 よ り小規模な分散
ネッ ト ワークからなる世界規模のコンピュータ  ネッ ト ワーク。

transmission control protocol (TCP) およびイン ト ラネッ ト  (intranet) を参照。

Internet Interoperability Protocol (IIOP)

World Wide Web 上で ORB と通信するために CORBA ク ラ イアン ト が使
用するプロ ト コル。

Object Request Broker (ORB) および共通オブジェ ク ト要求ブローカ アーキテ
クチャ  (common object request broker architecture: CORBA) を参照。

インターネッ ト  プロ ト コル (Internet Protocol: IP)

TCP ファ ミ リ に属するプロ ト コルの 1 つ。 IP ではパケッ ト  (パケッ ト交
換ネッ ト ワーク上で送受信される メ ッセージの小片 ) の形式およびアド
レス体系が規定されています。

パケッ ト  (packet) および transmission control protocol (TCP) を参照。

インターネッ ト  プロ ト コル アドレス (IP アドレス ) (Internet Protocol 
Address: IP address)

TCP/IP ネッ ト ワークでノードを一意に識別する数値。 IP アド レスは通
常、 0 ～ 255 の範囲の 4 つの 10 進数を ド ッ ト で区切った形で表されま
す。 たとえば、 123.205.23.99 のよ うに表します。 

インターネッ ト  プロ ト コル マルチキャス ト  (IP マルチキャス ト ) (Internet 
Protocol multicast: IP multicast)

マルチキャス ト  バッ クボーン上に分散配置されたサーバ群にデータを送
出するこ と。 これは、 すべてのオペレーティ ング  システム と大半のルー
タでサポー ト されているパケッ ト配信サービスであ り、 WebLogic 
Cluster で使用されています。

インターネッ ト  プロ ト コル (Internet Protocol: IP) を参照。

相互運用性 (interoperability)

エンテ ィテ ィ間で要求を交換する能力。 
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イン ト ラネッ ト  (intranet)

LAN、 WAN、 または場合によってはインターネッ ト を経由して接続さ
れるプラ イベー ト  ネッ ト ワーク。

ワイ ド  エリ ア ネッ ト ワーク  (wide area network: WAN)、 インターネッ ト  
(Internet)、 およびローカル エリ ア ネッ ト ワーク  (Local Area Network: LAN)
を参照。

呼び出し  (invocation)

分散型オブジェ ク トのメ ソ ッ ド呼び出しを実行するプロセス。 呼び出し

が行われる と き、 ネッ ト ワーク上でのオブジェ ク トの位置が認識されて

いる場合と認識されていない場合があ り ます。 オブジェ ク トのインタ

フェースがコンパイル時に認識される と きは、 CORBA の静的呼び出し
が使われます。 この呼び出しでは、 呼び出し側でク ラ イアン ト  スタブ
が、 呼び出されるサービスの側ではサーバ スケルト ンがそれぞれ使用さ
れます。 インタフェースがコンパイル時点で未知である場合、 CORBA 
の動的呼び出しを使用する必要があ り ます。

IP

インターネッ ト  プロ ト コル (Internet Protocol: IP) を参照。

IP マルチキャス ト  (IP multicast)

インターネッ ト  プロ ト コル マルチキャス ト  (IP マルチキャス ト ) (Internet 
Protocol multicast: IP multicast) を参照。

ISO

国際標準化機構 (International Standards Organization: ISO) を参照。

J

J2EE

JAAS および Java 2 Enterprise Edition (J2EE) を参照。

J2EE コネクタ  (J2EE Connector)

ベンダが供給する リ ソース  アダプタ。 J2EE 準拠のアプリ ケーシ ョ ン  
サーバをエンタープラ イズ情報システム  (enterprise information systems: 
EIS) と統合するために使用されます。
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Java 2 Enterprise Edition (J2EE)、 J2EE コネク タ  アーキテクチャ  (J2EE 
Connector Architecture)、 および リ ソース アダプタ  (resource adapter) を参
照。

J2EE コネクタ  アーキテクチャ  (J2EE Connector Architecture)

J2EE 準拠のアプ リ ケーシ ョ ン  サーバをエンタープラ イズ情報システム  
(enterprise information systems: EIS) と統合するためのアーキテクチャ。
このアーキテクチャは、 EIS ベンダが供給する リ ソース  アダプタ と、 リ
ソース アダプタがプラグインする  WebLogic Server などのアプ リ ケー
シ ョ ン サーバの 2 つの部分で構成されます。 このアーキテクチャでは、
アプリ ケーシ ョ ン  サーバのプラグイン と して機能するためにリ ソース  ア
ダプタがサポートする必要がある ト ランザクシ ョ ン、 セキュ リ テ ィ、 接

続管理などの規約を定義します。 

J2EE コネク タ  アーキテクチャは EIS アクセス用の Common Client 
Interface (CCI) も定義します。 CCI は、 異種 EIS と対話するためのク ラ
イアン ト  API を定義します。

J2EE コネク タ  (J2EE Connector) および Java 2 Enterprise Edition (J2EE) を参
照。

J2ME

Java 2 Platform, Micro Edition (J2ME) を参照。

JAAS

Java Authentication and Authorization Service (JAAS) を参照。

.jar

JAR ファ イル (JAR file) を参照。

JAR ファイル (JAR file)

多数のファ イルを  1 つに集約するのに使用される  Java アーカイブと呼ば
れるファ イル フォーマッ ト。 このフォーマッ トは圧縮 (zip) ファ イルで
す。 単一の HTTP リ クエス トのアプレ ッ ト を実行するのに必要なク ラス
とその他のファ イルをロードするのに役立ちます。 

JAR ファ イルには .jar の拡張子が付けられます。 JAR ファ イルは、
Netscape 3.0 またはそれ以降で動作するアプレ ッ トにのみ使用できます。 
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アプレッ ト  (applet)、 Hypertext Transfer Protocol (HTTP)、 キャブ (cab)、 お
よび Java を参照。

Java

Sun Microsystems, Inc. によって開発されたオブジェ ク ト指向プログラ ミ
ング言語。 「一度書けばどこでも動く  (write once, run anywhere)」 の原則
を特徴と しています。

Java 2 Enterprise Edition (J2EE)

ネッ ト ワーク、 インターネッ ト 、 および Web 上で動作するよ うに設計さ
れた、 分散型で拡張可能なエンタープラ イズ  レベルのアプ リ ケーシ ョ ン
を開発、 デプロ イするための Java 中心の環境。 プラ ッ ト フォームに依存
しない特徴があ り ます。 J2EE プラ ッ ト フォームは、 多層の Web ベース  
アプ リ ケーシ ョ ンを開発するための機能を提供する一連のサービス、

API、 プロ ト コルで構成されています。

J2EE によ り 、 プログラマは、 標準化したモジュラー コンポーネン トに
基づいてエンタープラ イズ アプ リ ケーシ ョ ンを簡単に設計できます。 ま
た、 J2EE は、 これらのコンポーネン ト に対して、 アプリ ケーシ ョ ンの
多 く の動作を自動的に管理するサービスを提供します。 結果と して、 エ

ンタープラ イズ アプリ ケーシ ョ ンの開発者は、 多 く の共通機能に対して
複雑なカスタム  コードを書 く必要がな くな り ます。

J2EE の主要なコンポーネン トの 1 つが EJB テク ノ ロジです。

WebLogic Portal スイートは J2EE と  EJB に基づく ものです。

エンタープライズ JavaBeans (Enterprise JavaBeans: EJB) を参照。

Java 2 Platform, Micro Edition (J2ME)

コンシューマ向けのワ イヤレス機器用に開発された Java プラ ッ ト フォー
ム技術。

Java Authentication and Authorization Service (JAAS)

サービスにおいてユーザを認証し、 ユーザに対するアクセス制御の適用

方針を規定するための Java パッケージ。
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Java Cryptography Extension (JCE)

強力な暗号、 鍵の生成と照合、 およびメ ッセージ認証コード  (Message 
Authentication Code) アルゴ リ ズムを使用して暗号化を行う ためのフレー
ムワークを規定するパッケージ集合。

Java Database Connectivity (JDBC)

Sun Microsystems, Inc. が策定した、 Java から リ レーシ ョナル データベー
スにアクセスするための仕様。 最新リ リースは 2.0 です。 詳細について
は、 http://java.sun.com/products/jdbc/index.html を参照。

Java Enterprise API を参照。

Java Development Kit (JDK)

JavaSoft が提供するソフ ト ウェア開発キッ ト 。 アプレッ トおよびアプ リ
ケーシ ョ ンを Java で記述するために使用します。

Java 仮想マシン (Java virtual machine: JVM) を参照。

Java Enterprise API

ク ロスプラ ッ ト フォームの Java エンタープラ イズ ソフ ト ウェアの開発
を容易にする、 JavaSoft のアプリ ケーシ ョ ン  プログラ ミ ング インタ
フェースの集合。 BEA は、 多 くの Java Enterprise API (WebLogic EJB、
WebLogic HTTP Servlets、WebLogic JDBC、WebLogic JNDI、WebLogic 
RMI など ) を実装してきました。 現在ではさ らに多 くの API を実装して
います。

WebLogic Server HTTP サーブレ ッ ト  (WebLogic Server HTTP servlets)、
WebLogic Server jDriver、 WebLogic Server JNDI、 アクセス制御リ ス ト  
(access control list: ACL)、 WebLogic Server RMI、 および WebLogic Server 
EJB を参照。 

Java ヒープ メモ リ  (Java heap memory)

Java プログラムが実行時に使うためのメモ リ領域。

Java Management Extensions (JMX)

Sun Microsystems, Inc. が策定した、 管理アプ リ ケーシ ョ ンのための標準 
API。 WebLogic Integration 管理 API は JMX API に基づいています。
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Java Message Service (JMS)

1) エンタープラ イズ メ ッセージング  システムにアクセスするための標
準 API。 メ ッセージ指向 ミ ドルウェア (Message-Oriented Middleware: 
MOM) と も呼ばれるエンタープラ イズ メ ッセージング システムは、
企業全体で重要なビジネス  データやイベン ト を非同期的に交換するた
めの、 信頼性のある柔軟なサービスを提供します。 

2) JMS API はこれに、 Java プログラ ミ ング言語による、 ポータブルな
メ ッセージベース アプ リ ケーシ ョ ンの開発を可能にする共通 API およ
びプロバイダ フレームワークを付加します。 

WebLogic Server JMS は、 Java JMS 仕様バージ ョ ン  1.0.2 の実装です。

メ ッセージ指向 ミ ドルウェア  (Message-Oriented Middleware: MOM) を参照。

Java Naming and Directory Interface (JNDI)

1) 名前によってオブジェ ク ト と リ ソースを検索するための標準 Java 
API。

2) アプ リ ケーシ ョ ン  サーバが、 名前付き リ ソース と ファ イル システム
をあらゆる種類のユーザにどのよ うに知らせ、 アクセスさせるべきか

を記述した仕様。 

WebLogic JNDI は、 JavaSoft JNDI に基づいています。

WebLogic Server JNDI および Java Enterprise API を参照。

Java Runtime Environment (JRE)

JVM だけを内蔵している自己完結型 Java 環境。 JRE がインス トールさ
れている と、 ユーザは Java プログラムを実行できます。

ZAC (zero administration client) を使ってアプ リ ケーシ ョ ン と一緒に JRE 
( さ まざまなベンダからいくつかのバージ ョ ンが提供されています ) を配
布し、 アプ リ ケーシ ョ ンが想定する  Java 環境がユーザ側にあるこ と を保
証するこ とができます。

Java 仮想マシン (Java virtual machine: JVM)、 Zero Administration Client 
(ZAC)、 および Java Development Kit (JDK) を参照。

Java スク リプ ト  (Java scriptlet)

Java Server Page (JSP) 仕様で使用されるスク リプ ト言語で有効なコード
断片を含むスク リプ ト記述の要素。 JSP 仕様は言語ページの属性が java 
である場合の有効なスク リプ トの概念を定義します。
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Java セキュ リティ  マネージャ  (Java Security Manager)

Java 仮想マシン (Java virtual machine: JVM) 用のセキュ リ テ ィ  マネー
ジャ。 セキュ リ テ ィ  マネージャは Java API と と もに機能し、
java.lang.SecurityManager ク ラ スを通じてセキュ リ テ ィ境界を定義す
るこ とによ り、プログラマが各自の Java アプ リ ケーシ ョ ン用にカスタム  
セキュ リ テ ィ  ポ リシーを確立できるよ うにします。

Java Server Pages (JSP)

サーブレ ッ ト  ク ラ スを拡張する  Java コンポーネン ト 。 Java を併用でき
る  HTML インタフェースの迅速なサーバ サイ ド開発を可能にします。

Java サーブレッ ト  (Java servlet)

ブラウザに出力を表示するサーバ サイ ドの Java プログラム。 通常は、
HTTP リ クエス トに応答して実行されます。

Java システム プロパティ  (Java system property)

Java プログラムが実行される環境に関する情報をま とめた、 ネイティブ 
プログラムの環境変数に似たパラ メータ。

BEA 製品で使用するプロパティは、 ク ラ ス  java.util.Properties に
従っており、 このク ラスが Java システム  プロパテ ィの使い方を定義し
ています。

Java Transaction API (JTA)

1) WebLogic Integration 環境の場合 — アプ リ ケーシ ョ ン と  J2EE サーバ
が ト ランザクシ ョ ンにアクセスできるよ うにする  API。

2) WebLogic Server 環境の場合 — 高度なアプリ ケーシ ョ ン  ト ランザク
シ ョ ン インタフェース と  XA への Java マッピング。 JTA によ り、 ア
プ リ ケーシ ョ ンがユーザの ト ランザクシ ョ ンの境界を制御できます。 

XA インタフェースによ り 、 外部ト ランザクシ ョ ン  マネージャが、 2 
フェーズ コ ミ ッ ト  X/Open XA プロ ト コルを使用して複数のリ ソース  マ
ネージャによって実行される処理の ト ランザクシ ョ ン境界を制御できま

す。 

JTA は、 javax.transaction および javax.transaction.XA パッケージ
で定義されています。
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ト ランザクシ ョ ン マネージャ  (transaction manager)、 リ ソース マネージャ  
(resource manager)、 XA インタフェース  (XA interface)、 および ト ランザク
シ ョ ン (transaction) を参照。

Java Transaction Service (JTS)

以下のいずれかの機能を提供するサービス。

1)  JTA をサポートする ト ランザクシ ョ ン  マネージャの実装を指定し、
API 以下のレベルでの OMG Object Transaction Service (OTS) 1.1 仕様
の Java マッピングを実装します。

2) 分散 ト ランザクシ ョ ンの間で違反やその他の障害が波及しないよ う
に、 それらの ト ランザクシ ョ ンの制御を維持する方法を提供します。

WebLogic Platform は、 内部的に JTS を使って ト ランザクシ ョ ン処理
機能を実現していますが、 その JTS 実装のどの部分も公開 API と して
エクスポート していません。

Java Enterprise API を参照。

Java 仮想マシン  (Java virtual machine: JVM)

バイ ト コード命令セッ ト 、 レジスタ群、 スタ ッ ク、 ガベージ コレ クシ ョ
ン対応ヒープ、 およびメ ソ ッ ド格納領域からなる  Java インタプ リ タ。
Java コードは、特定のプラ ッ ト フォーム  (UNIX、Windows) 上の JVM で
処理されます。

Java Development Kit (JDK) を参照。

JavaBeans

Sun Microsystems による対話の定義に従って他の Java オブジェ ク ト と対
話する  Java オブジェ ク ト 。 JavaBeans は、 移植性が高く、 プラ ッ ト
フォームに依存しません。

Java Enterprise API を参照。

Javadoc

1) Java ソース  コードのコ メ ン ト から  HTML フォーマッ トの API ドキュ
メ ン ト を生成する、 Sun Microsystems, Inc. が提供するツール。 たとえ
ば、 Java API リ ファレンス ドキュ メ ン トは Javadoc ツールでフォー
マッ ト されています。

2) このツールで作成されたドキュ メ ン トの一般的な用語。
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アプ リ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング インタフェース  (application programming 
interface: API) を参照。

JCE

Java Cryptography Extension (JCE) を参照。

JCL

ジ ョ ブ制御言語 (Job Control Language: JCL) を参照。

JDBC

Java Database Connectivity (JDBC) を参照。

JDBC-ODBC ブリ ッジ (JDBC-ODBC bridge)

ODBC ク ラ イアン ト  ラ イブラ リによって汎用のデータベース接続を提供
するソフ ト ウェア コンポーネン ト 。 このブ リ ッジは、 Java から任意の リ
レーシ ョナル データベースへの接続をサポー ト しています。 Intersolve 
と  JavaSoft の共同プロジェ ク ト と して作成されました。 

Open Database Connectivity (ODBC) を参照。

JDK

Java Development Kit (JDK) を参照。

JIT

Just-In-Time コンパイ ラ  (just-in-time compiler: JIT) を参照。

JMS

Java Message Service (JMS) を参照。

JMX

Java Management Extensions (JMX) を参照。

JNDI

Java Naming and Directory Interface (JNDI) を参照。

ジ ョブ制御言語 (Job Control Language: JCL)

MVS、 OS/390、 および VSE オペレーティ ング  システム上でジ ョブ (作
業の単位 ) を定義するための言語。
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結合 (join)

イベン ト 、 タスク、 決定を リ ンク させるこ とによ り 、 Business Process 
Management (BPM) イベン ト 、 タスク  (task)、 および決定 (decision)  での
遷移を制御する  Workflow コンポーネン ト 。 

結合は、 AND または OR の 2 タ イプのいずれかにな り ます。

� 結合が AND の場合、 サクセサまたは結合が起動される前に、 リ
ンク されたすべてのコンポーネン ト を満たしていなければな り ま

せん。 

� 結合が OR の場合、 サクセサまたは結合を起動しフローを続行す
るためには、 その結合によ り リ ンク されるコンポーネン トのいず

れか 1 つを満たしている必要があ り ます。

ワークフロー (workflow) を参照。

Joy

BEA Systems, Inc. によって開発されたユーザ インタフェース  ツール
キッ ト 。 XML ドキュ メ ン ト を入力と して使用し、 ドキュ メン トのコン
テンツからアプ リ ケーシ ョ ンのグラフ ィ カル ユーザ インタフェースを作
成します。 Joy は、 拡張可能で高度なカスタマイズが可能なユーザ イン
タフェースの構築をサポート します。

JRE

Java Runtime Environment (JRE) を参照。

JSP

Java Transaction API (JTA) および Java Server Pages (JSP) を参照。

JSP タグ (JSP tag)

かぎかっこ  (< 文字列 >) 間に表示される文字列。 JSP 要素内のマーク
アップ指示です。 さまざまなスク リプ ト言語で使用できます。

アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング インタフェース  (application programming 
interface: API) を参照。

JSP タグ ラ イブラ リ  (JSP tag library)

JSP にインポート された後、 特殊なタスクを集合的に実行するためにグ
ループ化されたタグのセッ ト 。 
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JSP タグ  (JSP tag) および Java Server Pages (JSP) を参照。

JSP テンプレート  (JSP template)

WebLogic Portal の機能を表示する  JSP。 ビジネス要件に合わせてこれら
のテンプレート を変更し、 独自のサイ ト を開発する際のモデルと して使

用できます。

JTA

Java Transaction API (JTA) を参照。

JTS

Java Transaction Service (JTS) を参照。

Just-In-Time コンパイラ  (just-in-time compiler: JIT)

生成されたマシン  コードを メモ リに格納し、 可能であればそれを再利用
するコンパイ ラ。 その結果、 Java アプ リ ケーシ ョ ンのパフォーマンスが
向上する可能性があ り ます。

デバッグの際には、 JIT をオフにするこ とで、 スタ ッ ク  ト レースでコー
ドの行番号が表示されます。

JVM

Java 仮想マシン (Java virtual machine: JVM) を参照。

K

Keystore

キース ト アの WebLogic Server の実装。WebLogic Server は、 カスタムの
キース ト アもサポート していますが、 必要に応じて独自のものを作成す

るこ と もできます。

キース ト ア (keystore)

秘密鍵のデータベース と信頼できるエンティテ ィからの証明書。

キース ト ア内の各秘密鍵には、 対応する公開鍵を認証する証明書チェー

ンが関連付けられます。

キーワード  (keyword)

以下の目的のいずれかのために使用される文字の文字列。
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� パラ メータを識別する

� コマン ド  オペラン ドの一部となる

L

L10N

ローカライゼーシ ョ ン  (localization: L10N) を参照。

LAN

ローカル エリ ア ネッ ト ワーク  (Local Area Network: LAN) を参照。

大規模メ ッセージ サポート

管理者が特定のサイズよ り大きいすべてのメ ッセージを メモ リ内 (デ
フォル ト ) ではな くディ スクに格納するこ と を要求するための 
WebLogic Integration 機能。 特に指定しない限り、 大規模メ ッセージ サ
ポートの対象となる メ ッセージのサイズは最低 3KB です。

LDAP

Lightweight Directory Access Protocol (LDAP) を参照。

レガシー アプリケーシ ョン (legacy application)

長い年月と費用を投じて開発され、 開発した組織において長期にわたって

使用されているカスタム アプリケーシ ョ ン。 1 つ以上のそのよ うなアプリ
ケーシ ョ ンが、 集中管理された環境に存在する場合があり ます。 大半のレ

ガシー アプリケーシ ョ ンはメ インフレーム上で動作しますが、 その一方
で、 ミニコンピュータおよび一部の大規模 UNIX システムで実行できるよ
うに作成されたアプリケーシ ョ ンをレガシー システムとみなす場合もあ
り ます。 また、 ス トーブパイプ アプリ ケーシ ョ ンと も呼ばれます。

有効期間、 Web サービス (lifetime, Web service)

Web サービス開発者が制御する期間に WebLogic Server に存在する  
WebLogic Workshop Web サービスのインスタンス。 この期間は以下の要
因で決ま り ます。

� Web サービスが会話を管理しない場合は、 インスタンスは呼び出
しのたびに作成され、 破棄されます。
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� Web サービスが会話を管理する場合は、 各会話に有効期間が与え
られます。

� 指定したタ イムアウ ト間隔の会話の間で対話が発生しない場合は、

会話インスタンスが解放されます。

� 1 つ以上の特定のメ ソ ッ ド またはコールバッ クが呼び出される と、
会話が終了するよ うに明示的または暗示的に指定するこ と もでき

ます。

Lightweight Directory Access Protocol (LDAP)

データベースまたはサーバにあるディ レク ト リ  (電話番号や請求書送付
先住所などの情報の集ま り ) にアクセスした り、 検索した りするための
標準プロ ト コルの集合。 これらのディ レク ト リは、 企業内の多 くのアプ

リ ケーシ ョ ンからアクセスできるよ うに、 複数のシステムに物理的に分

散させる こ とができます。 

LDAP は X.500 標準に基づいていますが、 X.500 に比べる と非常にシン
プルです。 また X.500 と異な り、 LDAP はあらゆる種類のインターネッ
ト  アクセスに必要な TCP/IP をサポート します。

LDAP は証明書の X.509 標準と密接に結び付いているこ とから、 証明書
を発行するための理想的な手段です。

X.509 および証明書 (certificate) を参照。

リテラル (literal)

整数、 浮動小数点、 文字値の基本的な表記。 たとえば、 3.0 は倍精度の
浮動小数点 リ テラル、 「a」 は文字 リ テラルです。

リ トル エンディアン (little endian)

下位アドレスのバイ ト がよ り低い重要度のバイナ リ  フォーマッ ト 。 この
フォーマッ トは、 Intel および VAX プロセッサで使用されています。

ロード  バランシング (load balancing)

特定のデバイスに過度の負荷が集中しないよ うに、 処理および通信アク

ティ ビティ をコンピュータ  ネッ ト ワーク間で均等に分散させる こ と。 ク
ラ イアン トからの要求に応答する作業は、 個々のサーバの負荷に応じて

振 り分けられます。 ロード  バランシングには、 プロバイダの ID と状態
をホス ト からホス トへ移動させる能力が必要です。 

ク ラスタ化可能なスタブ (clusterable stub) を参照。
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ローカル エリア ネッ ト ワーク  (Local Area Network: LAN)

比較的狭い領域内で、 ワークステーシ ョ ンおよびパーソナル コンピュー
タを内部接続する設定。

ワイ ド  エリ ア ネッ ト ワーク  (wide area network: WAN) を参照。

ローカル ト ランザクシ ョ ン (local transaction)

単一のデータベースまたはファ イルにアクセスし、 ト ランザクシ ョ ンへ

の参加者と して単一のローカル リ ソース マネージャによって制御される
ト ランザクシ ョ ン。

分散 ト ランザクシ ョ ン (distributed transaction) を参照。

ローカライゼーシ ョン  (localization: L10N)

インターナシ ョナラ イゼーシ ョ ンの原則に従って、 実行時にロケール固

有の言語と構成 (日付フォーマッ ト など ) を使用するこ と。 ソフ ト ウェ
アがこれらの原則に従っている こ と を確認するには、 以下のこ と を行い

ます。

� テキス ト 、 数値、 アイ コンなど、 項目に関するハード  コード化さ
れたすべての値をソース  コードから削除する。

� 上記の手順で削除した値を、 特定のロケールに適切なものを提供

する リ ソース  バン ドルに置き換える。

インターナシ ョナライゼーシ ョ ン  (internationalizartion I18N) を参照。

ログ ファ イル (log file)

操作の間に発生したイベン ト を記録する メ ッセージ ファ イル。 ログ ファ
イルは操作中に頻繁に更新され、 システムの操作およびエラーを追跡す
るために役立ちます。 

ログ メ ッセージ (log message)

ローカル ログに記録される特定の状況の通知。 BEA 製品では、 報告さ
れる状況の重大度レベルに基づいて、 fatal (致命的 )、 error ( エラー )、
warning (警告 )、 および info (情報 ) の 4 種類のログ  メ ッセージが生成
されます。 ログ メ ッセージにはタイムスタンプが付記されます。
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ロギング (logging)

システム  ログ  メ ッセージ (system log message) およびログ メ ッセージ (log 
message) を参照。

M

Managed Bean (MBean)

JMX アーキテクチャのインスツルメンテーシ ョ ン  レベルの一部と して管
理操作の属性を含む Java オブジェ ク ト  (JavaBean)。 WebLogic 
Integration では、 MBean ク ラスは実行時情報のモニタに使用されます。
MBean は、WebLogic Integration の内部で稼動する  MBean サーバによっ
て登録されます。 MBean が作成される と、 リ ポジ ト リ からそれらの属性
が取 り込まれます。 実行時に、 WebLogic Integration は実行中のシステ
ムの状態を反映するよ う  MBean 属性を更新します。 MBean は、 標準 
MBean と して実装されます。 つま り、 各ク ラ スは独自の MBean インタ
フェースを実装します。

ConversationMBean、 GlobalConversationMBean、 および
CollaboratorMBean を参照。

管理対象の環境 (managed environment)

エンタープラ イズ情報システム  (enterprise information systems: EIS) にア
クセスする  J2EE ベースの Web 対応多層アプ リ ケーシ ョ ンの操作環境の
定義。 アプリ ケーシ ョ ンは、 コンテナにデプロイ される  1 つまたは複数
のアプ リ ケーシ ョ ン  コンポーネン ト  (EJB、 JSP、 サーブレ ッ ト ) で構成
されます。 コンテナは以下のいずれかです。

� JSP、 サーブレ ッ ト 、 および静的 HTML ページのホス ト となる  
Web コンテナ

� EJB コンポーネン トのホス ト となる  EJB コンテナ

� スタン ドアロン  アプリ ケーシ ョ ン  ク ラ イアン トのホス ト となるア
プ リ ケーシ ョ ン  ク ラ イアン ト  コンテナ
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管理情報ベース (Management Information Base: MIB)

システムを構成するク ラス とその属性の完全な定義を提供するシステム  
コンポーネン ト 。 システムの管理情報ベース  (MIB) は、 システム全体を
対象と した汎用 MIB と、 ド メ インやワークステーシ ョ ンなどの主要コン
ポーネン ト ご との個別 MIB で構成できます。 

購入の管理と注文サービスの処理 (Managing Purchases and Processing 
Orders services)

シ ョ ッ ピング カート 、 出荷、 支払い、 税金、 注文の概要 /確認などの
Commerce Services を組み合わせたもの。

サービス (service) および顧客の登録および顧客サービスの管理 (Registering 
Customers and Managing Customer services) を参照。

介在者の攻撃 (man-in-the-middle attack)

部外者がネッ ト ワークにマシンを忍び込ませ、 通信の当事者間のすべて

のメ ッセージを傍受し、 時には改ざんして再送するよ う な攻撃のこ と。

MBean

Managed Bean (MBean) を参照。

メ ッセージ (message)

アプ リ ケーシ ョ ン間でデータを送信するために WebLogic Server で使用
される決まった方法。 メ ッセージには、 アプ リ ケーシ ョ ン  プロセスにつ
いての統計またはステータス情報や、 受信側に対する指示などが含まれ

ます。 メ ッセージは、 次の 2 つの部分で構成されます。

� メ ッセージ ID データを含むヘッダー

� ユーザ定義の情報を含む本文

ログ  メ ッセージ (log message)、 システム ログ  メ ッセージ (system log 
message)、 ト リガ商品 (trigger item)、 およびビジネス  メ ッセージ (business 
message) を参照。 

メ ッセージ カタログ (message catalog)

固有の識別子でインデッ クス付けされたテキス ト  メ ッセージの集合の説
明。
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メ ッセージ コンテキス ト  (message context)

メ ッセージの受信側が、 メ ッセージの構造と内容、 およびメ ッセージが

送信された会話 (conversation) を調べるための情報。 具体的には、 メ ッ
セージ コンテキス トは、 関連する会話、 メ ッセージ定義 (message 
definition)、 メ ッセージ部分、 各メ ッセージ部分のコンテンツタ イプ、 お
よび各メ ッセージ部分のドキュ メ ン ト定義 (document definition) を識別し
ます。

メ ッセージ定義 (message definition)

ビジネス コンテンツ、 つま り ビジネス メ ッセージ  (business message) のペ
イ ロード  (payload) の仕様。 メ ッセージ定義は順序付けされたメ ッセージ
部分で構成されており、 その内容はバイナ リ または XML です。 XML 
メ ッセージ部分はビジネス  ドキュ メ ン ト を定義し、 ドキュ メ ン ト定義 
(document definition) を必要と します。 バイナリ  メ ッセージ部分は添付
ファ イルを定義し、 他の情報を必要と しません。 ペイロードの詳細につ

いては、 添付ファ イル (attachment) およびビジネス  ドキュ メ ン ト  (business 
document) を参照。

メ ッセージ配信方法 (message delivery method)

同期メ ッセージ配信 (synchronous message delivery) および遅延同期メ ッセー
ジ配信 (deferred synchronous message delivery) を参照。

メ ッセージ ダイジェス ト  (message digest)

テキス ト をある桁数の単一の文字列の形式で表したもの。 一方向ハッ

シュ関数と呼ばれる式によって作成されます。 秘密鍵を使用してメ ッ

セージ ダイジェス ト を暗号化するこ とによ り、 電子的な認証手段である
デジタル署名が作成されます。

メ ッセージ ダイジェス ト  アルゴ リ ズム (message digest algorithm)

任意長のメ ッセージを、 メ ッセージ  ダイジェス ト またはハッシュ値と呼
ばれる固定長の文字列に縮約する方式。 メ ッセージ  ダイジェス ト  アルゴ
リ ズムには、 特定のメ ッセージ ダイジェス トに対応する メ ッセージを計
算によって導き出すこ とはできない、 あるいは、 2 つの異なったメ ッ
セージから同じ メ ッセージ ダイジェス トが生成される こ とはないという
特性があ り ます。 メ ッセージ  ダイジェス ト  アルゴ リ ズムの例には MD5 
や SHA-1 があ り ます。
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メ ッセージ エンベロープ (message envelope)

WebLogic Integration の B2B Integration 機能を介して転送されるビジネス 
メ ッセージ (business message) のコンテナ。 ビジネス  メ ッセージが到着す
ると、 B2B Integration は指定された受信側ごとにメ ッセージ  エンベロー
プを作成します。 ビジネス  メ ッセージ以外にも、 メ ッセージ エンベロー
プには高度なルーティング情報と処理情報 (送信側と受信側の URL など ) 
が含まれます。 

メ ッセージ フォーマッ ト  (message format)

Format Builder によって作成されるバイナリ  フォーマッ トの記述。

メ ッセージ フォーマッ ト言語 (message format language: MFL)

バイナリ  データ  (binary data) のネイテ ィブ表現と階層を記述する  BEA の 
XML 言語。 MFL はバイナリ  データを  XML で記述したものです。

メ ッセージ ヘッダー (message header)

送信側と受信側、 会話 (conversation)、 サービス品質 (Quality of Service: 
QoS) を識別する情報などの属性が含まれるビジネス メ ッセージ (business 
message) の一部分。

メ ッセージ マニピュレータ  (message manipulator)

メ ッセージ マニピュレータ  インタフェース  
com.bea.b2b.wlpi.MessageManipulator を実装し、 B2B Integration と  
Business Process Management (BPM) の統合を支援する  Java ク ラス。メ ッ
セージ マニピュレータは、 BPM 変数を使用して B2B Integration ビジネ
ス  メ ッセージ (business message) の作成と処理を行います。

メ ッセージ トークン (message token)

アプ リ ケーシ ョ ンがメ ッセージを送信した後にそのアプ リ ケーシ ョ ンに

返される トークン。 この トークンは、 メ ッセージ  ID、 メ ッセージが送信
された会話 (conversation) の ID、 メ ッセージが適切に送信されたかど う
か、 すべての受信側が確認応答を送信するまでの経過時間、 サービス品

質 (Quality of Service: QoS) 配信オプシ ョ ンでこの情報を送信するかど う
か、 初期選択後の受信側送り先数 (RPC 仕様が適用 )、 最終選択後の受信
側送り先数などの情報を提供します。
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メ ッセージ ト ラ ッキング (message tracking)

メ ッセージが、 B2B Integration メ ッセージング システムの定義済みのさ
まざまなメ ッセージ ト ラ ッキングのロケーシ ョ ンを通過するのに伴っ
て、 メ ッセージのステータスに関する情報を提供する機能。 WebLogic 
Integration 管理者は、 メ ッセージ  ト ラ ッキング情報を利用してデバッグ
およびシステムのボ ト ルネッ クの識別を行う こ とができます。 メ ッセー

ジ ト ラ ッキングのロケーシ ョ ンを利用できるかど うかは、 WebLogic 
Integration システムのコンフ ィ グレーシ ョ ン、 メ ッセージのサービス品
質 (Quality of Service: QoS)、 およびビジネス プロ ト コル (business protocol) 
によ り決ま り ます。

メ ッセージ駆動型 Bean (message-driven bean)

JMS メ ッセージ キューから受信する非同期メ ッセージを処理する  EJB。
メ ッセージ駆動型 Bean は、 プールから インスタンスを選択して メ ッ
セージを処理します。

Java Message Service (JMS)、 非同期 (asynchronous)、 およびエンタープラ イ
ズ JavaBeans (Enterprise JavaBeans: EJB) を参照。

メ ッセージ指向 ミ ドルウェア (Message-Oriented Middleware: MOM)

異機種混在の複数のプラ ッ ト フォームにアプリ ケーシ ョ ンを分散可能に

するこ とによ り、 アプ リ ケーシ ョ ンの相互運用性、 ポータビ リ テ ィ、 お

よび柔軟性を向上させるク ラ イアン ト / サーバ インフラ ス ト ラ クチャ。

メ タデータ  (metadata)

他のデータの目的、 意味、 ロケーシ ョ ンを示すのに使用されるデータ。

コンテンツ管理システムなどのシステムによって、 コンテンツを記述す

る メ タデータに基づいてコンテンツを検索し、 ユーザのコンテンツをク

エ リ した り、 一致させた りするこ とができます。 

データベース  スキーマ (schema) と  XML DTD はメ タデータの例です。

コンテンツ管理システム  (content management system) を参照。

メ タデータ  インタフェース (metadata interface)

データについての情報 (特定のオブジェ ク トについての説明的情報 ) に
アクセスするインタフェース。
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メ ソ ッ ド  (method)

オブジェ ク ト指向プログラ ミ ングにおいて、 ク ラ スの一部と して定義さ

れ、 そのク ラスのすべてのオブジェ ク トに組み込まれるプログラム化さ

れた手順。 ク ラ ス  ( とそれに属するオブジェ ク ト ) には複数のメ ソ ッ ド
を定義できます。 オブジェ ク トのメ ソ ッ ドは、 そのオブジェ ク トが認識

しているデータにのみアクセスできます。 これによ り、 アプ リ ケーシ ョ

ン内のオブジェ ク ト集合間でのデータ整合性が保証されます。 メ ソ ッ ド

は複数のオブジェ ク トで再利用できます。

オブジェ ク ト  (object)、 オブジェク ト指向プログラ ミ ング (object-oriented 
programming: OOP)、 およびク ラス (class) を参照。

MIB

管理情報ベース  (Management Information Base: MIB) を参照。

最小購入要件 (minimum purchase requirement)

顧客が、 指定された項目ご との割引を受けるために購入しなければなら

ない最小項目数。 

MOM

メ ッセージ指向 ミ ドルウェア  (Message-Oriented Middleware: MOM) を参照。

マルチスレッ ド処理 (multithreading)

( スレ ッ ド と呼ばれる ) アプ リ ケーシ ョ ンのさまざまな部位を同時に実行
できる、 オペレーティ ング  システムの能力。 この仕組みによ りアプリ
ケーシ ョ ンは複数のタスクを同時に実行できます。

多層 (multitier)

ク ラ イアン ト  (1 層 )、 ク ラ イアン トがアクセスしなければならないすべ
てのネッ ト ワーク  サービス  (1 層以上 )、 ブローカ、 アプ リ ケーシ ョ ン  
サーバ、 およびその他の種類の リ ソース  サプラ イヤ (1 層以上 ) からな
る、 ネッ ト ワーク接続された環境またはアプ リ ケーシ ョ ンのこ と。 2 層
は一般に、 ク ラ イアン ト /サーバ環境またはアプリ ケーシ ョ ンを指すの
に使われます。

2 層 (two-tier) およびク ラ イアン ト / ネッ ト ワーク  (client/network) を参照。
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N

名前バインディング (name binding)

オブジェ ク ト参照との名前の関連付け。 名前バインディングはネーミ ン

グ コンテキス トに格納されます。 

バインド  (bind) を参照。

名前解決 (name resolution)

名前をオブジェ ク ト参照に変換するプロセス。

ネームスペース (namespace)

1) WebLogic Integration 環境の場合 — 要素タ イプと属性名と して XML 
ドキュ メン ト で使用される文字列の集合。 各集合は、 URI 参照によっ
て識別されます。

2) WebLogic Portal 環境の場合 — WebLogic Portal 環境の場合 — Webflow 
をよ り 小さな管理しやすいモジュールに分割するのに使用できる項目。

たと えば、 あるネームスペースで定義されたパイプラ イン  コンポーネ
ント は、 別のネームスペースで定義された変数にアクセスでき、 その

変数の値を第三者のネームスペースで定義した  JSP にリ ダイレク ト で
きます。

Webflow を参照。

ネイティブ メ ソ ッ ド  (native method)

Java 以外の言語で書かれたメ ソ ッ ドや関数を呼び出すための Java メカニ
ズム。 

WebLogic Server jDriver を参照。

ノード  (node)

Webflow メ カニズムの状態を示すアイコン。 ノード  タイプ (表示または
プロセッサ ) によ り、 発生し う る多数の定義済みイベン ト  (Web ページ
の リ ンクをク リ ッ クする訪問者など ) があ り ます。 特定のイベン トが発
生する と、 Webflow は、 そのフローの続行のために次に呼び出すノード
を決定します。 ノードを呼び出してフローを続行するこ とを遷移といい

ます。

プロセッサ ノード  (processor node)、 Webflow、 およびプレゼンテーシ ョ ン 
ノード  (presentation node) を参照。
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非管理対象の環境 (nonmanaged environment)

2 層アプリ ケーシ ョ ンの操作環境の定義。 アプ リ ケーシ ョ ン  ク ラ イアン
トは、 リ ソース  アダプタを直接使用して、 2 層アプ リ ケーシ ョ ンの第 2 
層を定義するエンタープラ イズ情報システム  (enterprise information 
system: EIS) にアクセスします。

非永続性 (nonpersistent)

デフォルト の持続性 (Durability)サービス品質 (Quality of Service: QoS) オ
プシ ョ ン。 このオプシ ョ ンでは、 メ ッセージは WebLogic Integration シ
ステムのどこにも格納されません。 このオプシ ョ ンで送信されたメ ッ

セージは、 送り先への送信途中でシステム全体または一部に障害が発生

した場合に回復させるこ とができません。 このオプシ ョ ンで配信された

メ ッセージはシステム  リ ソースを少量しか使用しないので、 スループッ
トが向上します。

否認防止性 (nonrepudiation)

メ ッセージが送信または受信されたこ とを示す法的証明を提供する メカ

ニズム。 送信側の否認防止性は、 メ ッセージが送信されたこ とを法的に

証明します。 これによって、 受信されたメ ッセージがその送信側にリ ン

ク されます。 受信側の否認防止性は、 メ ッセージが受信されたこ とを法

的に証明します。 これによって、 処理されたメ ッセージがその受信側に

リ ンク されます。

O

OASIS

Organization for the Advancement of Structured Information Standards (OASIS)
を参照。

オブジェク ト  (object)

その状態、 動作、 およびアイデンテ ィティによって定義されるエンテ ィ

テ ィ。 これらの属性 ( プロパテ ィ と も呼ばれる ) はオブジェ ク トのオブ
ジェ ク ト  システムによって定義されます。

Object Linking and Embedding (OLE)

オブジェ ク トの リ ン ク と埋め込みをサポー トする ドキュ メ ン ト標準。

ActiveX コン ト ロール (ActiveX controls) を参照。
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Object Management Group (OMG)

業界ガイ ド ラ インおよびオブジェ ク ト管理仕様を策定し、 オブジェ ク ト

指向アプ リ ケーシ ョ ン開発のための共通フレームワークを提供する国際

的組織。 OMG の CORBA (Common Object Request Broker Architecture) 
は、 CORBA オブジェ ク ト  モデルを仕様化します。 これは、 アプリ ケー
シ ョ ンまたはシステムの全体設計をオブジェク ト と して反映するモデル

です。

Object Request Broker (ORB) を参照。

オブジェク ト参照 (object reference)

分散型 ORB システムの内部でオブジェ ク トのインスタンスを一意に指
定する識別子。

オブジェ ク ト  (object) およびインスタンス  (instance) を参照。

Object Request Broker (ORB)

CORBA アプ リ ケーシ ョ ンでク ラ イアン ト が用いる共通インタフェース。
ORB は、 オブジェ ク ト が含まれている適切なサーバに要求を送り、 その
結果をク ラ イアン トに リ ダイレク ト します。

共通オブジェク ト要求ブローカ  アーキテクチャ  (common object request 
broker architecture: CORBA) を参照。

オブジェク ト指向プログラ ミ ング (object-oriented programming: OOP)

データ、 データの構造についての情報、 およびデータを処理する関数を  
1 つのオブジェ ク トにま とめる、 プログラ ミ ング手法の一種。 オブジェ
ク ト間には関係を作成できます。

ODBC

Open Database Connectivity (ODBC) を参照。

OLE

Object Linking and Embedding (OLE) を参照。

OLTP

オンライン ト ランザクシ ョ ン処理 (online transaction processing: OLTP) を参
照。
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オンライン ト ランザクシ ョ ン処理 (online transaction processing: OLTP)

通常、 2 フェーズ コ ミ ッ ト  (two-phase commit: 2PC) と呼ばれる処理を通じ
て各データベース ト ランザクシ ョ ンの整合性を保証する方法。

Open Database Connectivity (ODBC)

リ レーシ ョナル データベースにアクセスするための Microsoft の標準。

JDBC-ODBC ブ リ ッジ (JDBC-ODBC bridge) および Java Database 
Connectivity (JDBC) を参照。

オープン  フレームワーク  (open framework)

開発者がプラグアン ドプレイ方式でソフ ト ウェア コンポーネン ト を容易
に取 り外し、 または取 り替えできるソフ ト ウェア インフラス ト ラ ク
チャ。

Open Software Distribution (OSD)

W3C に提案され、 ネッ ト ワークを介したソフ ト ウェアの自動配布を容
易にするために用いられるファ イル フォーマッ ト仕様。 OSD では、 コ
ンポーネン ト  ファ イルとそれらの間の依存関係を詳細に記述した、 ソフ
ト ウェア配布キッ トの XML エンコード済みマニフェス トの使い方を明
記しています。

extensible markup language (XML) を参照。

オープン  システム (open system)

複数のコンピュータ  ベンダ間で仕様化された共通の標準を実装したシス
テム。 通信用のオープン  システム標準を実装するこ とによ り、 異なった
ベンダのコンピュータ同士が互いに通信できます。

Open Systems Interconnect Transaction Processing (OSI TP)

異なったコンピュータ上で動作するク ラ イアン ト とサービス  ルーチンの
間で、 対話を確立し、 メ ッセージを受け渡しするために使用されるサー

ビス とプロ ト コルを規定した ISO 標準 (ISOIIEC 10026-2)。 または、
ISOIIEC 10026-2 標準のソフ ト ウェア実装を指します。

Open Systems Interconnection (OSI)

種類の異なるコンピュータ  システム間での通信に関する仕様を策定する
コンソーシアム。
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ORB

Object Request Broker (ORB) を参照。

注文割引 (order discount)

顧客の注文合計に対して適用される割引。

注文限度 (order limit)

1 回の注文で割引できる回数の制限。 注文限度は、 割引を行う項目や割
引を適用する項目に設定できます。

Organization for the Advancement of Structured Information Standards 
(OASIS)

XML などの公開標準に準拠した、 製品やプラ ッ ト フォームに依存しな
いフォーマッ ト を迅速に採用するよ う活動している国際的なコンソーシ

アム。 OASIS では、 DTD、 スキーマ、 ネームスペースなど、 XML 仕様
のための リポジ ト リ と して機能し リ ソースを提供する  Web サイ ト を運用
しています。 OASIS の Web サイ トの URL は www.xml.org です。

孤立アイテム (orphaned item)

どのカテゴ リ にも関連付けされていない、 製品カタ ログの品目。

製品カタログ  (product catalog) を参照。

OSD

Open Software Distribution (OSD) を参照。

OSI

Open Systems Interconnection (OSI) を参照。

OSI TP

Open Systems Interconnect Transaction Processing (OSI TP) を参照。

総限度 (割引 ) (overall limit (on discounts))

割引を適用する場合の、 注文の回数制限。
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P

P3P

Platform for Privacy Preferences Project (P3P) を参照。

パッケージ (package)

Java における ク ラ スやインタフェースの論理的グループ分け。 .java 
ファ イルの先頭行に package キーワードを宣言するこ とで行います。 

パッケージ名 (package name) を参照。

パッケージ名 (package name)

Java における ク ラ スやインタフェースの論理的グループ分けの名称。
.java ファ イルの先頭行に package キーワードを宣言するこ とで行いま
す。 完全修飾パッケージ名はユニークな名前を命名する方法 ( たとえば 
weblogic.jdbc.t3.Driver) であ り、 コンパイルされたク ラ ス  ファ イル
の階層構造と場所が反映されます。 Java インタプ リ タや他のユーテ ィ リ
テ ィがアクセスするためには、 名前付きのパッケージの一部であるコン

パイル済み Java ク ラス  ファ イルが、 ホス トが仮想マシンの 
CLASSPATH で示す場所に存在している必要があ り ます。 パッケージ名
は、 アプレ ッ ト  タグの CODE 値を構成します。

CODE タグ (CODE tag) および CLASSPATH を参照。

パッケージ アプリケーシ ョン (packaged application)

開発するのではな く購入するアプリ ケーシ ョ ン。 これらのアプ リ ケー

シ ョ ンには、最高のビジネス  モデルを表す再利用可能なビジネス  プロセ
スなどがあ り、 全面的な開発作業は必要あ り ません。

パケッ ト  (packet)

パケッ ト交換ネッ ト ワークを介して伝送される メ ッセージの断片。 パ

ケッ ト には、 データに加えて宛先アド レスの情報が含まれます。

パラ メ ト リ ッ ク認可 (parametric authorization)

保護された リ ソースに対して、 ビジネスの要求に関する状況や対象を考

慮しながら認可における意思決定を行う こ とができるこ と。
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パーサ (parser)

ソース コード  ( プログラ ミ ング言語のコード ) を、 オブジェ ク ト  コード  
( マシン コード ) に翻訳可能なコンポーネン トに分割するプログラム。

Apache XML パーサ (Apache XML Parser) を参照。

パートナ インタフェース プロセス (partner interface process: PIP)

メ ッセージの編成方法を指定する  RosettaNet プロ ト コル セッ ト の 1 つ。
PIP は会話定義 (conversation definition) の RosettaNet プロ ト コルです。

パーティ  (party)

会話定義 (conversation definition) におけるロール (role) をコラボレーシ ョ ン 
アグ リーメン ト  (collaboration agreement) の ト レーディ ング パートナにバ
イン ドするエンティティ。

ペイロード  (payload)

任意の数の ビジネス  ドキュ メ ン ト  (business document) と添付ファ イル 
(attachment) で構成される、 ビジネス メ ッセージ (business message) のビジ
ネス  コンテンツ。

支払いサービス (Payment service)

Commerce Services で代金決済の認可、 支払い清算、 および振 り替えを
行う方法を規定した、 ビジネス  ロジッ ク とプレゼンテーシ ョ ン  ロジッ ク
を実装したもの。

サービス  (service) を参照。

商品ごとの割引 (per-item discounts)

製品カタ ログの個々のアイテムに適用する割引。 商品ご との割引では、

最少購入条件を指定できます。

パーミ ッシ ョ ン (permission)

システム リ ソースへのアクセスを定義したもの。 WebLogic Server リ
ソースにアクセスするには、 主要なアクセスに対応するパーミ ッシ ョ ン

が明示的に付与されている必要があ り ます。

アクセス制御リ ス トで定義されている とおりに、 ある処理をあるオブ

ジェク ト に対して実行できる こ と。 パーミ ッシ ョ ンは許可 (明示的にあ
る処理をあるオブジェ ク トに対して実行できる こ と ) の場合や禁止 (明
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示的にある処理をあるオブジェ ク トに対して実行できないこ と ) の場合
があ り ます。 WebLogic Server 環境では、 すべてのパーミ ッシ ョ ンは許
可を示します。 処理を禁止するには、 ACL から処理を認可する設定を除
外する必要があ り ます。

プ リ ンシパル (principal)、 アクセス制御リ ス ト  (access control list: ACL)、 お
よびレルム (realm) を参照。

永続 (persistence)

一時的に存在する情報や状態をファ イルやデータベースなどの リ ソース

に保存するプロセス。 

永続性 (Persistent)

持続性 (Durability) メ ッセージを配信している過程において、 送り元と送
り先の間にある複数の場所にメ ッセージを格納し転送する際のサービス

の品質 (Quality of Service: QoS) オプシ ョ ン。 マシンに障害が発生した場
合の保護機構と して機能します。 このプロセスは、 メ ッセージの永続と

呼ばれています。 アプ リ ケーシ ョ ンはシステムに対して、 メ ッセージ単

位または 会話 (conversation) ベースでメ ッセージ永続させるよ うに指示す
るこ とができます。 しかし、 WebLogic Integration の B2B Integration コ
ンポーネン トは、 メ ッセージが永続するためには回復可能である必要が

あ り ます。 永続性を達成する と、 システムのスループッ トが犠牲にな り

ます。 ネームスペース  (namespace) メ ッセージに比べて永続性メ ッセージ
は、 転送に時間がかかり リ ソースを消費します。

永続オブジェク ト  (persistent object)

プロセス とは独立して存在するオブジェ ク ト 。 プロセス内でオブジェ ク

ト参照が作成されます。

Transport Layer Security (TLS) およびオブジェ ク ト参照 (object reference) を
参照。

パーソナライゼーシ ョン  (personalization)

プロファ イル基準や他の変数を元にして特定の個人またはグループにア

プ リ ケーシ ョ ンをあわせる  Web コンテンツ開発者によって使用されるカ
スタマイズ手法。

Advisor を参照。
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パーソナライゼーシ ョン  アドバイザ (personalization advisor)

Advisor を参照。

パーソナライゼーシ ョン  サーバ (Personalization Server)

WebLogic Server Remote を参照。

PIP

パートナ インタフェース プロセス  (partner interface process: PIP) を参照。

パイプライン (pipeline)

一連のサービスを単一の名前付きサービスにバイン ドするための機構。

たとえば Commerce Services では、 パイプラ インを使用して業務データ
の処理を管理します。 一般的にパイプラ インは、 Webflow の処理結果を
元に実行するビジネス  ロジッ クの流れを制御します。 Webflow および 
Pipeline エディ タではパイプラ インはパイプラ イン  ノード と して示され
ます。 Webflow および Pipeline エディ タは BEA E-Business Control 
Center から入手できます。 

入力プロセッサ (input processor)、 サービス (service)、 Webflow、 Webflow 

および Pipeline エディ タ、 および E-Business Control CenterTM を参照。

パイプライン コンポーネン ト  (pipeline component)

課税額の算出や注文品の発送のよ う な処理のために使用する、 サーバ側

ビジネス ロジッ クの独立した単位。 Webflow および Pipeline エディ タを
使用すれば、 一連のパイプラ イン  コンポーネン ト を指定して 1 つのパイ
プラ インを作成できます。 Webflow および Pipeline エディ タは 
E-Business Control Center で入手できます。

パイプラ イン (pipeline)、 Webflow および Pipeline エディ タ、 および

E-Business Control CenterTM を参照。

パイプライン ネームスペース ファイル (pipeline namespace file)

1 つ以上のパイプラ インをコンフ ィ グレーシ ョ ンする  XML ファ イル。
パイプラ イン ネームスペース ファ イルは Webflow and Pipeline editors を
使用して編集します。 Webflow および Pipeline エディ タは E-Business 
Control Center から入手できます。

Webflow および Pipeline エディ タ  およびパイプライン (pipeline) を参照。
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パイプライン  セッシ ョ ン (pipeline session)

現在のセッシ ョ ン (現在のシ ョ ッ ピング  カート など ) や一時的なデータ  
(顧客の入力内容に対するエラーメ ッセージなど ) に関する情報用の保管
場所。

シ ョ ッピング カート管理サービス  (Shopping Cart Management service) を参
照。

PKCSI

Public-Key Cryptography Standards (PKCS-1) を参照。

プレースホルダ (placeholder)

広告が表示される、 事前定義済みの場所。 プレースホルダはビジネス  エ
ンジニア ( または他の技術 リ ソース ) によって Web ページに埋め込まれ
ます。 プレースホルダによって 「このメ ッセージは Web サイ トのどこに
配置すれば良いか ?」 とい う質問に回答できます。 プレースホルダの名
前は即座に識別できるよ う な名前にして ください。

ビジネス エンジニア (Business Engineer: BE) を参照。

プラ ッ ト フォーム (platform)

アプ リ ケーシ ョ ンをサポートする、 システム  ハード ウェアと ソフ ト ウェ
アの組み合わせ。 

Platform for Privacy Preferences Project (P3P)

消費者のプラ イバシを訪問先 Web サイ トのプラ イバシ保護慣行と照ら し
合わせる方法を自動化するために規定した、 新しい業界標準。 これに

よって Web サイ トにおけるプラ イバシ保護慣行を自動的にアクセスして
簡単に解釈できるフォーマッ トに変換します。

プラグイン (plug-in)

機能をアプ リ ケーシ ョ ンに追加するソフ ト ウェア モジュール。

B2B プラグイン (B2B plug-in) を参照。
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ポート  (port)

1) マシンに依存している部分のコードを書き換えてプログラムを新しい
環境で再コンパイルするこ とによって、 あるハードウェアまたはソフ

ト ウェア環境から別の環境にプログラムを移すこ と。 例と しては、 別

バージ ョ ンの WebLogic Server 上で動作するよ うにアプ リ ケーシ ョ ン
を修正するこ とがあ り ます。 

2) TCP/IP ネッ ト ワークにおける論理的接続の終点。 ポー ト番号によっ
て関連するポートの種類を識別します。

ポート番号 (port number)

論理的な通信チャネルを識別し他の接続と区別する、 TCP/IP ホス ト上の
エンテ ィテ ィ。 TCP/IP サーバは、 指定したポートに対して受信する接続
リ クエス ト を リ スンします。 TCP/IP ク ラ イアン トではホス トの IP アド
レス とサーバのポート番号を指定してサーバとの接続を開始します。 

ポータル (portal)

エンタープラ イズのデータ とアプ リ ケーシ ョ ンにアクセスする単一のポ

イン ト を用意しコンテンツを充実させた Web サイ ト 。統合化されパーソ
ナラ イゼーシ ョ ンされたビューを介して情報が従業員、 顧客、 およびビ

ジネス パー トナに対して表示されます。

ポート レッ ト  (portlet) を参照。

ポート レッ ト  (portlet)

1) Web サイ トの訪問者の観点において、 ポータル ページの小さなウ ィ
ン ド ウを占める、 特化したコンテンツ領域。 たとえばポー ト レ ッ ト に

は、 旅行案内書、 ビジネス ニュース、 天気予報、 スポーツのスコアな
どがあ り ます。 ポータルの管理者が設定した特権に応じて、 訪問者は

ポー ト レ ッ ト のコンテンツ、 見た目、 および位置をカスタマイズでき

ます。 訪問者はまたポー ト レ ッ ト のウ ィ ン ド ウを編集、 最大化、 最小

化および自由に移動できます。

2) サーバ アプ リ ケーシ ョ ンの観点において、 ポータル ページで特定の
テーマ (天気、 ビジネス  ニュースなど ) のために静的なコンテンツと
動的なコンテンツを定義した、 JSP と して実装されているコンポーネ
ン ト 。 ポート レ ッ ト  JSP は、 サーバのデータ  エンティテ ィやコンテン
ツ アダプタをアクセスする こ とで HTML を生成します。 
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WebLogic Portal はポータルおよびポート レ ッ ト を作成するツールを提供
します。

ポータル (portal) およびアプリ ケーシ ョ ン  プログラ ミ ング  インタフェース  
(application programming interface: API) を参照。

プレゼンテーシ ョン  ノード  (presentation node)

Web アプリ ケーシ ョ ン と対話を行っている人に関係するものを Webflow 
が表示している状態を示すアイコン。 Webflow では必ずプレゼンテー
シ ョ ン  ノードの起動と停止を行う必要があ り ます。

プロセッサ ノード  (processor node) およびノード  (node) を参照。

プリンシパル (principal)

1) WebLogic Server 環境では、 エンタープラ イズにおいてデプロイ され
ている機構による認証を条件と したエンテ ィティ。 プ リ ンシパルはプ

リ ンシパル名を使用して識別され、 認証データを使用して認証されま

す。 プ リ ンシパル名と認証データの内容とフォーマッ トは認証機構に

よって異な り ます。 

しばしばアクセス制御リ ス ト が、 レルム内部におけるパーミ ッシ ョ ン

の定義に使用されます。 ユーザとグループはと もに Principalの型で

す。 ある特別な場合を除いて、 ACL には、 ACL を管理するための権
限をもつプリ ンシパル オーナが必ず最低 1 人は必要です。 

2) WebLogic Integration 環境では、 WebLogic Integration システムへのア
クセスが必要なエンテ ィティ。 プ リ ンシパルには ト レーディング  パー
トナ、 ユーザ、 および B2B Integration があ り ます。

ユーザ (user)、 パーミ ッシ ョ ン (permission)、 アクセス制御リ ス ト  (access 
control list: ACL)、 グループ (group)、 およびレルム  (realm) を参照。

秘密鍵 (private key)

セキュアなメ ッセージを交換する当事者だけが知っている暗号化 /復号
化鍵。

プライベート  プロセス (private process)

ビジネス組織内部で行われるビジネス  プロセス。 プラ イベー ト  プロセス
の定義と設計は組織特有であ り 、 外部には見えません。 プラ イベート  プ
ロセスは、 プロセス  エンジン  (process engine) やバッ クエン ド  ビジネス シ
ステム とのインタフェース と して動作できます。
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プロセス エンジン  (process engine)

WebLogic Integration Studio を参照。

プロセッサ ノード  (processor node)

Webflow が特化されたコンポーネン ト を起動して、 サイ ト を表示させる
バッ クエン ド  ビジネス ロジッ クやフォーム検証のよ う なアクティ ビティ
を処理している状態を示すアイコン。 プロセッサ ノードは次の用途に利
用できます。

� 入力プロセッサ

� パイプラ イン

プレゼンテーシ ョ ン ノード  (presentation node) およびノード  (node) を参照。

製品カタログ (product catalog)

以下に示す Commerce Services 機能の集合体。

� Dublin Core Open Standard に基づくデータベース  スキーマ

� DBLoader と呼ばれる  Bulk Loader プログラム

� ブラウザ ベースの管理画面

� JSP テンプレート

� Application Programming Interface (API)

アプ リ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング インタフェース  (application programming 
interface: API) を参照。

製品アイテム マネージャ  (Product Item Manager)

Commerce Services 製品カタ ログ内のアイテムを作成、 取得、 更新、 お
よび削除するサービス。

プロパティ  (property)

名前と値の組によってメ タデータを格納するためのし くみ。 すべてのプ

ロパテ ィには次の情報が含まれています。 すなわち、 プロパティ名、

データ型、 プロパテ ィが単一の値 (つま りデフォル ト値が 1 つ ) か複数
レベル (つま り、 デフォル ト値の集ま りがある ) なのかを指定する選択
モード、 デフォル ト値定義用の有効値範囲です。
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プロパティ  セッ ト  (property set)

プロパテ ィの論理グループ分けを記述する メ タデータの集ま り。 プロパ

テ ィ  セッ ト によってプロパテ ィ を適切に分類でき、 複数のプロパティが
同じ名前を持つよ う定義できます。

プロパティ  セッ ト管理 (property set management)

プロパテ ィ を命名した り 、 プロパテ ィ をプロパテ ィ  セッ ト  (命名可能 ) 
にグループ分けするのに使用する  WebLogic Portal コンポーネン ト 。 プ
ロパティはオブジェ ク トの属性を示します。 たとえば、

backgroundColor は HTML ページのプロパテ ィです。 

プロパテ ィ を作成する場合、 属性値の型 ( たとえば、 文字列型、 数値型、
日付型など )、 値が 1 つなのか複数なのか、 あるセッ トに値が限定され
るのかど うか、 およびデフォル ト値を指定します。 次のタイプに基づい

てプロパテ ィ  セッ ト を作成できます。 すなわち、 User/Group、 Session、
および Request です。 

名前が付いたプロパテ ィ とプロパテ ィ  セッ ト を、 ユーザとグループ、
HTTP セッシ ョ ン と  HTTP リ クエス ト  (ConfigurableEntity コンポーネン
トによって処理されます )、 または Content Manager からアクセスできる
コンテンツに適用できます。 しかし、 プロパティ  セッ トはコンテンツや
ドキュ メ ン ト  ローダー ユーテ ィ リ テ ィ、サードパーテ ィ製コンテンツ管
理ツールを管理しません。 コンテンツ  メ タデータを管理します。

たとえば、 開発者は訪問者がポータルに応じてさまざまな背景色を指定

できるよ うにしたい場合があるでし ょ う 。 A ポータルのプロパティ  セッ
ト と  B ポータルのプロパテ ィ  セッ ト を作成する と、両方のポータル用に 
backgroundColor プロパテ ィ を用意できます。 2 つの backgroundColor プ
ロパティは同じ名前を持ち、 同じ定義にも異なる定義にもするこ とがで

きます。

プロ ト コル (protocol)

1) 通信リ ンクを介して送受信する メ ッセージのフォーマッ ト と タ イ ミ ン
グを規定するルールのセッ ト 。 ネッ ト ワーク  プロ ト コルの例と して 
TCP/IP があ り ます。 

2) 情報の通信と交換のために 2 台のシステムが従 うルールのセッ ト 。 
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配信 (provisioning)

ファ イルをある地点から別の地点、 一般的にはサーバから ク ラ イアン ト

に送信するプロセス。 サーバは J2EE プラ ッ ト フォームを実装している
場合があ り、 ク ラ イアン トは J2ME プラ ッ ト フォームを実装している場
合があ り ます。

プロキシ (proxy)

データ処理タスクを別のプログラムまたはデバイスに移すこ と。 

プロキシ サーバ (proxy server) を参照。

プロキシ サーバ (proxy server)

リ クエス ト を別のサーバで処理するために別のサーバに送信するサー

バ。WebLogic Server では HTTPProxyServlet で HTTP リ クエス トのプロ
キシ処理をサポー ト しています。 WebLogic Server の Netscape Server 
Application Programming Interface (NSAPI) や Internet Server API (ISAPI) 
を介して、 Netscape や Microsoft Internet Information Server (IIS) から  
WebLogic Server のインスタンスにプロキシ処理を行う こ とができます。
プロキシ サーバを使用しているこ とはエン ド  ユーザには見えません。 

プロキシ (proxy)および Hypertext Transfer Protocol (HTTP) を参照。

公開鍵 (public key)

秘密鍵と と もに認証局によ り提供される値で、 メ ッセージの暗号化と復

号化に使用します。

公開鍵アルゴ リズム (public key algorithm)

公開鍵または秘密鍵を使用してデータを暗号化または復号化するための

アルゴ リ ズム。 秘密鍵は一般に、 メ ッセージ ダイジェス ト を暗号化する
ために使用されます。 そのよ う なアプリ ケーシ ョ ンでは、 公開鍵アルゴ

リ ズムはメ ッセージ ダイジェス ト暗号化アルゴ リ ズム と呼ばれます。 公
開鍵は一般に、 コンテンツ暗号化鍵 ( セッシ ョ ン キー ) を暗号化するた
めに使用されます。 そのよ う なアプ リ ケーシ ョ ンでは、 公開鍵アルゴ リ

ズムはキー暗号化アルゴ リ ズム と呼ばれます。 公開鍵アルゴ リ ズムの例

には RSA があ り ます。
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公開鍵暗号化 (public key encryption)

非対称の一対の鍵を使用して、 暗号化と復号化を行うためのメカニズ

ム。 公開鍵は広く配布され、 容易に入手できます。 秘密鍵は公に配布さ

れる こ とはな く、 常に機密扱いとな り ます。

公開鍵セキュ リティ  (public key security)

WebLogic Server 環境を保護するために開発した、 公開鍵暗号化技術を
拡張したもの。 公開鍵暗号化を使用するこ とによ り 、 WebLogic Server 
とアプリ ケーシ ョ ン  ク ラ イアン ト との間で、 端末間でのデジタル署名お
よびデータ秘匿を実現します。 PKCS-7 標準に準拠しています。

パブリ ッ ク  プロセス  (public process)

複数の ト レーディング パートナの間で実行されるビジネス  プロ ト コル。
パブ リ ッ ク  プロセスは、複数の ト レーディ ング  パートナ間における正式
な契約の一部です。 正式な契約では、 複数の ト レーディ ング  パートナ間
で相互にやり と りする メ ッセージの内容と意味が規定されます。

RosettaNet ビジネス  プロ ト コルを使用する場合、 ビジネス  プロ ト コルは
パートナ インタフェース  プロセス  (partner interface process: PIP) です。すべ
てのビジネス  プロ ト コルでは、 パブ リ ッ ク  プロセスは協調的ワークフ
ロー (collaborative workflow) によって実装されます。

Public-Key Cryptography Standard 7 (PKCS-7)

RSA Laboratories によって開発されている公開鍵暗号化標準のセッ トの 
1 つ。 この開発は、 当初 Apple、 Microsoft、 Digital Equipment 
Corporation、 Lotus、 Sun、 および MIT が参加していた非公式のコン
ソーシアム との協働で進められています。 PKCS-7 では、 デジタル署名
や暗号化など、 暗号技術の強化を含むメ ッセージの一般的な構文が定義

されています。 

WebLogic Server の公開鍵セキュ リ テ ィは PKCS-7 標準に準拠していま
す。

Public-Key Cryptography Standards (PKCS-1)

データ伝送の暗号化を実装するために、 RSA Laboratories によって開発
されている公開鍵暗号化標準のセッ トの 1 つ。 

RSA およびセキュア ソケッ ト  レイヤ (secure sockets layer: SSL) を参照。
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Q

QoS

サービス品質 (Quality of Service: QoS) を参照。

QPA

Query for Price and Availability (QPA) を参照。

サービス品質 (Quality of Service: QoS)

B2B Integration アクテ ィ ビテ ィの一部と して行われる メ ッセージ配信に
おける信頼性のレベルを定義するのに WebLogic Integration が使用する
オプシ ョ ンのク ラ ス。 QoS によって、 ネッ ト ワークのリ ンク障害やノー
ド障害が発生した場合でも信頼性の高いメ ッセージ配信を行うためのオ

プシ ョ ンが用意されます。 WebLogic Integration オプシ ョ ンによって永
続してデータを格納するこ とで、 ノード障害が発生した場合に 
WebLogic Integration が B2B Integration の処理を回復できるので信頼性
が改善されます。

Query for Price and Availability (QPA)

サプラ イヤ ト レーディング パー トナに一斉送信される メ ッセージ。サプ
ラ イヤ ト レーディ ング パートナはバイヤ ト レーディ ング パートナに提
供価格の応答を行います。

キュー (queue)

時間の順序に従ってサーバに リ クエス ト を配信するのを管理するための

単純なデータ構造。 キューの要素は、 優先順位によって並び替えられる

場合があ り ます。 ク ラ イアン トはキューにアイテムを挿入し、 サーバが

アイテムをキューから即座か定期的またはま とめて削除します。

R

ra.xml

Sun Microsystems によって J2EE Connector Architecture Specification で規
定されているよ うに、 リ ソース  アダプタ用にコンフ ィ グレーシ ョ ン とデ
プロ イ メン ト  プロパティ を記述する  XML ファ イル。

文書型定義 (Document Type Definition: DTD) を参照。
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RAR

リ ソース アダプタ  アーカイブ (Resource Adapter Archive: RAR) を参照。

RDBMS

リ レーシ ョナル データベース管理システム (Relational Database Management 
System: RDBMS) を参照。

レルム  (realm)

1) WebLogic Server 環境の場合、 セキュリ ティ 属性のセッ ト 用のド メ イン。
レルムはセキュリ ティ 情報を体系的に配置し、 処理の範囲を定義しま

す。 レルムには、 専用のプリ ンシパルと パーミ ッショ ンのデータがあり

ます。 特定のセキュリ ティ  ド メ インは Java においてレルム  インスタン
スと して反映されます。 レルムは、 ユーザの認証方法と  WebLogic のリ
ソースへのアクセスを取得する方法を規定したものです。

2) WebLogic Integration 環境の場合、 ACL、 プリ ンシパル (principal) の名
前、 および関連するセキュ リ テ ィ  サービスへのアクセスを提供する一
連のセキュ リ テ ィ機能のド メ イン。 セキュ リ テ ィ処理と、 WebLogic 
Integration ユーザ定義を規定するその他のセキュ リ テ ィ関連情報の範
囲のコンテキス トがレルムで提供されます。 ユーザの認証方法を規定

します。 WebLogic Integration で利用できるセキュ リ テ ィ機能は、
WebLogic Server で提供しているセキュ リ テ ィ機能上に実現されてい
ます。

3) WebLogic Portal 環境では、 ユーザとグループ情報へのアクセス、 お
よび認証サービスを提供するデータベースへのインタフェース。

グループ (group)、 ユーザ (user)、 パーミ ッシ ョ ン (permission)、 プリ ンシパ
ル (principal)、 アクセス制御リ ス ト  (access control list: ACL)、 および資格 
(credential) を参照。

レコード  (record)

1) フ ィールドに入力された入出力データ。 各フ ィールドには、 レコード
に関連した情報のアイテムがあ り ます。 レコードのセッ トはファ イル

を構成します。

2) あるプログラ ミ ング言語で使用される特別なデータ構造体。 レコード  
データ構造体は、 整数値、 数字、 文字列など他のデータ  オブジェ ク ト
の組み合わせです。 
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回復 (recover)

ト ランザクシ ョ ンを完了させるために行う、 コーディネータまたは参加

コンポーネン ト からの リ クエス ト 。 

回復処理 (recovery)

障害発生後、 ト ランザクシ ョ ン  システムを直近のコ ミ ッ ト された一貫性
のある状態に戻すプロセス。 

分散システムでは、 回復処理は分散コンポーネン トの再同期が必要にな

る場合があ り ます。 システムが復旧する と、 処理を再開して障害によ り

異常終了した ト ランザクシ ョ ンを再度実行するこ とができます。 

参照 (reference)

事前定義によってその名前、 型、 および終了属性が決まる、 グループま

たはフ ィールド。

参照実装 (reference implementation)

ドキュ メ ン ト参照実装 (document reference implementation) を参照。

顧客の登録および顧客サービスの管理 (Registering Customers and 
Managing Customer services)

登録、 ログイン、 および顧客プロファ イル Commerce Services の集合体
注文のステータスや履歴を顧客がチェ ッ クする際の JSP のセッ ト と、 開
発者が他のサービスを作成するのに使用できる  API のセッ トが含まれま
す。

アプ リ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング インタフェース  (application programming 
interface: API) および API を参照。

登録 (registration)

会話定義 (conversation definition) で指定したロール (role) に対するビジネス  
メ ッセージ (business message) を受信するために ト レーディ ング  パートナ
が行う リ クエス ト 。 登録 リ クエス トは WebLogic Integration に送信され、
ト レーディ ング パートナがサブス ク リプシ ョ ン  (subscription) するよ う要
求します。
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登録およびログイン サービス (Registration and Login service)

Web サイ トの訪問者がユーザ プロファ イルを作成し  WebLogic Portal で
認証する際のビジネス  ロジッ ク とプレゼンテーシ ョ ン  ロジッ クを実装し
たもの。

サービス (service) を参照。

リ レーシ ョナル データベース管理システム  (Relational Database 
Management System: RDBMS)

リ レーシ ョナル データベースの管理用システム。

信頼性 (reliability)

システム  ( またはシステムの一部 ) が、 パフォーマンス仕様を満足しな
がら  (予測されない副作用を除いて ) 繰 り返し何度も正しい出力を生成
する度合い。 

信頼性のある メ ッセージング (reliable messaging)

マシン障害が発生しても メ ッセージが安全に送り先に到着するよ う保証

する、さまざまな サービス品質 (Quality of Service: QoS) オプシ ョ ンを用い
て メ ッセージを配信するプロセス。 信頼できる メ ッセージを使用する場

合、 次に示す機能が利用できます。 すなわち、 メ ッセージの受信確認、

メ ッセージ ロギングと ト ラ ッキング、 メ ッセージ訂正、 再試行、 および
メ ッセージ配信方法の選択です。

リモート  インタフェース (remote interface)

エンタープラ イズ bean インタフェース用インタフェース。 ホーム  イン
タフェース と リモート  インタフェースのう ちの 1 つ。 リモート  インタ
フェースではク ラ イアン トによって呼び出しが可能なビジネス  メ ソ ッ ド
が定義されます。 

ホーム  インタフェース  (home interface) を参照。

Remote Method Invocation (RMI)

リ モー トの JVM に格納されたオブジェ ク トのメ ソ ッ ドをあたかも ロー
カル システムにあるオブジェ ク トのよ うにアプリ ケーシ ョ ンが起動でき
る メ ソ ッ ド。WebLogic Server RMI は JavaSoft 仕様を実装したものです。

Java 仮想マシン (Java virtual machine: JVM) および Java Enterprise API を参
照。
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remote procedure call (RPC)

データベースに格納され名前を使用して実行できるデータベース  プロ
シージャ。 適切なパーミ ッシ ョ ンが付与されたク ラ イアン トは、 相手が

プロシージャを実行して結果を戻すよ う要求する こ とができます。

レプリカ ハンド ラ  (replica handler)

レプリ カ対応スタブのためにロードバランシング とフェイルオーバを行

う ソフ ト ウェア コンポーネン ト 。 レプ リ カ  ハン ド ラは利用可能なレプリ
カのリ ス ト を保持し、 レプ リ カ対応スタブでリモー トの起動が行われた

と きに実行するレプ リ カを選択します。 

WebLogic Server の組み込みレプリ カ  ハン ド ラを選択するには、 RMI と  
EJB コンパイル用のさまざまなフラグを設定します。 フラグによって、
障害と再試行、 およびサーバ アフ ィニテ ィなどのサービス特性の処理方
法が決ま り ます。

レプ リ カ対応スタブ (replica-aware stub)、 スタブ (stub)、 および Remote 
Method Invocation (RMI) を参照。

レプリカ対応スタブ (replica-aware stub)

呼び出しをサービス  インスタンスに委託するラ ッパー。 サービスが別の
サーバで透過的に処理される、 ロードバランシングと フェイルオーバの

状況に対処する方法に関する情報を持っています。 レプ リ カ対応スタブ

はレプ リ カ ハンド ラ と呼ばれるコンポーネン ト を使用して、 そのよ う な
処理をカプセル化します。 

レプリ カ対応スタブを生成するには、 RMIC 用に -replicaAware フラ グ
か類似の EJB デプロイメ ント を記述し 、プロパティ を設定してく ださい。 

Remote Method Invocation (RMI)、 スタブ (stub)、 およびレプ リ カ  ハンド ラ  
(replica handler) を参照。

リポジ ト リ  (repository)

1) WebLogic Server 環境において、 格納されている情報の種類を示す
データベース。 主な格納先と しては、 JDBC によ りアクセスする リ
レーシ ョナル データベースがあ り ます。 BEA リ ポジ ト リは、 コン
ソールと呼ばれる  HTML インタフェースによ り コンフ ィ グレーシ ョ
ンしてアクセスします。 他のユーティ リ テ ィ を使用する と、 ユーザは

リポジ ト リのデータを更新し処理できます。 
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2) WebLogic Integration 環境において、 格納されている情報の種類を示
すデータベース。 情報の種類を次に示します。 すなわち、 ト レーディ
ング パートナ、 会話 (conversation)、 ドキュ メ ン ト定義 (document 
definition)、 XML スキーマ (XML schema)、 および XSLT マッピングで
す。 主な格納先と しては、 JDBC によ りアクセスする リ レーシ ョナル 
データベースがあ り ます。 リ ポジ ト リは、 HTML インタフェースであ
る  WebLogic Integration B2B Console を介してコンフ ィ グレーシ ョ ン
しアクセスするこ とができます。 Bulk Loader ユーテ ィ リ テ ィ を使用す
れば、 リ ポジ ト リ にあるデータを更新して処理し、 データを削除でき

ます。 

リ ポジ ト リ  ディレク ト リ  (repository directory)

イ メージやポー ト レ ッ ト  JSP などの共有リ ソースがあるディ レク ト リ 。
Java サーブレ ッ ト登録中に リポジ ト リ  ディ レク ト リ を指定します。

ポート レ ッ ト  (portlet) および Java サーブレ ッ ト  (Java servlet) を参照。

リ ソース アダプタ  (resource adapter)

システムレベルのソフ ト ウェア ド ラ イバ。 エンタープラ イズ情報システ
ム  (enterprise information system: EIS) に接続するアプ リ ケーシ ョ ン  ク ラ
イアン トかアプ リ ケーシ ョ ン  サーバ (WebLogic Server など ) が使用しま
す。 リ ソース  アダプタは J2EE コネク タ と して機能します。 WebLogic 
J2EE コネク タ  アーキテクチャは、 EIS ベンダおよびサードパーテ ィ  ア
プ リ ケーシ ョ ン開発者が開発し、 Sun Microsystems の J2EE プラ ッ ト
フォーム仕様、 バージ ョ ン  1.3 に準拠しているアプ リ ケーシ ョ ン  サーバ
にデプロイ可能な リ ソース  アダプタをサポート しています。 リ ソース  ア
ダプタには Java コンポーネン ト と、必要に応じて EIS と対話的に処理す
るのに必要なネイティブ コンポーネン トが含まれています。

J2EE コネク タ  アーキテクチャ  (J2EE Connector Architecture) および J2EE コ
ネク タ  (J2EE Connector) を参照。

リ ソース アダプタ  アーカイブ (Resource Adapter Archive: RAR)

リ ソース  アダプタを実行するのに必要となる ク ラ ス とその他のファ イル
をロードするための圧縮ファ イル (.zip フォーマッ ト )。

リ ソース アダプタ  (resource adapter) を参照。
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リ ソース マネージャ  (resource manager)

データベース管理システムなどの情報やプロセスにアクセスするための

インタフェースおよび関連ソフ ト ウェア。 リ ソース  マネージャでは、 ト
ランザクシ ョ ン処理機能とアクシ ョ ンの永続性が提供されます。 それら

はグローバル ト ランザクシ ョ ン内部でアクセスされ制御されるエンティ
ティです。

ト ランザクシ ョ ン (transaction) を参照。

リ ソース プリ ンシパル (resource principal)

エンタープラ イズ情報システム  (enterprise information system: EIS) イン
スタンスへの接続が確立されたセキュ リ テ ィ  コンテキス トのセキュ リ
テ ィ  ポ リシー。

エンタープラ イズ情報システム (Enterprise Information System: EIS) および
プリ ンシパル (principal) を参照。

制限 ト レーディング パートナ (restricted trading partner)

ラ イセンス制限版の B2B Integration を実行する ト レーディング パー ト
ナ。

再試行 (Retry Attempts)

サービス品質 (Quality of Service: QoS) オプシ ョ ン。 これによ り  B2B 
Integration は、 断続的なネッ ト ワーク障害をマスクするために、 指定さ
れた回数だけ配信地点でメ ッセージの再送を試みます。 B2B Integration 
は、 事前に定義された待ち時間が過ぎた後、 メ ッセージの再送を試みま

す。 このオプシ ョ ンが利用できるかど うかは、 使用する  ビジネス プロ ト
コル (business protocol) によって決ま り ます。

RMI

Remote Method Invocation (RMI) を参照。

RNIF

RosettaNet Implementation Framework (RNIF) を参照。

ロール (role)

WebLogic Server 環境において、 認可プリ ンシパルで実行可能なアク
シ ョ ンのセッ ト によって定義される組織の識別情報。
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WebLogic Integration 環境において、 B2B Integration Business Process 
Management (BPM) のどちらかと関連しているアクテ ィ ビテ ィ を定義し
たもの。

� B2B Integration 機能の場合は、 会話 (conversation) の間で ト レー
ディ ング  パートナが実行可能な購買行為や販売行為などの活動に
関連した活動のセッ ト を定義したもの。 ロールは、 ト レーディン

グ パートナが会話において送信または受信したドキュ メン トの条
件で定義します。 会話にはそれぞれ複数のロールがあ り、 各ロー

ルを協調して行う ワークフロー (workflow) で定義します。

� Business Process Management (BPM) 機能の場合は、 ユーザのグ
ループが共有する、 責任の範囲、 能力、 または認可レベル。 1 人
のユーザが複数のロールに属するこ とができます。 

ロールベースのアクセス制御 (Role Based Access Control: RBAC)

ロールと呼ばれる組織の識別子を介して リ ソースへのアクセスを仲介す

る、 セキュ リ テ ィ機構のク ラ ス。

ロールバッ ク  (roll back)

ト ランザクシ ョ ンで更新した リ ソースすべてを元の状態に戻すよ うな方

法で ト ランザクシ ョ ンを終了させるこ と。

rollback

ト ランザクシ ョ ンを終了させ、 ト ランザクシ ョ ン中に指定された リ ソー

スに対するすべての変更を取 り消すまたは元に戻すイベン ト 。

RosettaNet

1) 電子商取引のためのビジネス  インタフェースを定義し標準化するこ と
を目的と した、 ハイテク企業の非営利コンソーシアム。

2) RosettaNet コンソーシアムが規定するビジネス と転送プロ ト コル。

RosettaNet Implementation Framework (RNIF)

PIP を実行する相互運用可能なソフ ト ウェア アプ リ ケーシ ョ ンを作成す
るためのガイ ド ラ イン。

RPC

remote procedure call (RPC) を参照。
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RSA

データ伝送を暗号化するための公開鍵暗号化アルゴ リ ズム。 RSA は 
RSA Security, Inc. の製品であ り、 Web サーバとブラ ウザ間のデータ伝送
を暗号化するために SSL で使用しているアルゴ リ ズムの 1 つです。

暗号化 (encryption) およびセキュア ソケッ ト  レイヤ (secure sockets layer: 
SSL) を参照。

ルールセッ ト  (rule set)

WebLogic Personalization Server ルールが含まれている  XML ファ イル。
すべてのルールは次のどちらかにな り ます。 ContentSelector または 
Classifier です。 各ルール セッ トにはルールがない場合も、 複数のルー
ルがある場合もあ り ます。ルール セッ トはプロパテ ィ  セッ ト からプロパ
ティ を使用して、 ユーザとグループ プロファ イルを評価します。

ルール マネージャ  (Rules Manager)、 XML、 およびプロパティ  セッ ト  
(property set) を参照。

ルール マネージャ  (Rules Manager)

Web サイ ト を閲覧するエン ド  ユーザにパーソナラ イゼーシ ョ ンしたコン
テンツを提供するために、 編集用サービス と実行時サービスを用意する
コンポーネン ト のセッ ト 。 このパーソナラ イゼーシ ョ ン コンポーネン ト
ではビジネス ルールを使用して、 ユーザとグループに適切なコンテンツ
の照合処理を行います。

WebLogic Personalization Server の Rules Management Framework では、
具体化したルールに基づいてパーソナラ イゼーシ ョ ンしたコンテンツを

提供するために、 編集機能、 デプロ イ メ ン ト機能、 実行時処理機能が用

意されています。 このコンポーネン トは次の 2 つの主要部分から構成さ
れています。 ビジネス  アナ リ ス ト がビジネス  ルールを定義しデプロ イす
るための編集用 GUI と、 定義したビジネス  ルールを評価するための実
行時サービスです。

ルール マネージャ  EJB は、 ベース となる  BEA Rules Engine へのスケー
ラブルでステート レスの J2EE エン ト リ  ポイン トです。 これによ り、
E-Business Control Center で定義したビジネス  ルールを実行するのに必
要な実行時サービスが提供されます。

ユーザ プロファ イル (user profile)、 XML、 およびルールセッ ト  (rule set) を
参照。
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S

スケーラビ リティ  (scalability)

ソフ ト ウェア ソ リ ューシ ョ ンをさまざまな規模の問題に適用するこ と。
理想的には、 1 つのソ リ ューシ ョ ンで単純なものから複雑なものまで多
様な問題に十分対応できる必要があ り ます。 しかし実際は、 それほど複

雑でない問題は比較的単純な リ ューシ ョ ンで解決できます。

シナリオ (scenario)

キャンペーンにおける主要な構成ブロ ッ ク。 シナリオはシナリオ アク
シ ョ ンで構成されます。 シナリオ アクシ ョ ンが条件を満たす場合は、 そ
のすべてが実行されます。 具体的には、 特定のイベン トが発生した場

合、 または顧客が指定した顧客セグ メン トに属する場合が該当します。

シナリオ アクシ ョ ン (scenario action)およびキャンペーン (campaign) を参
照。

シナリオ アクシ ョ ン (scenario action)

シナリオのコンポーネン ト ( シナリオは任意の数のアクシ ョ ンで構成さ
れます )。 アクシ ョ ンは広告、 電子メール、 または割引などです。 広告
の場合、 広告用のコンテンツ管理システムを照会します。 プレースホル

ダに広告を表示する場合があ り ます。

シナリオ (scenario)、 プレースホルダ (placeholder)、 および広告 (ad) を参
照。

スケジューリング サービス  (scheduling service)

メ ッセージに対して確実に適切なルーティ ング、 キュー処理、 および順

番制御が行われるよ うに支援する  WebLogic Integration 機能 (B2B 
Integration 機能に関連しています )。

スキーマ (schema)

XML ドキュ メ ン ト用に有効な内容を定義する ドキュ メ ン ト 。 スキーマ
定義は DTD に比べて具体的であ り、 内容をよ り詳細に制御できます。

extensible markup language (XML) および文書型定義 (Document Type 
Definition: DTD) を参照。
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セキュア ソケッ ト  レイヤ (secure sockets layer: SSL)

Netscape によって開発されたインターネッ ト転送レベルの技術。 アプ リ
ケーシ ョ ン間にデータ  プライバシ (data privacy) を提供し、 公開鍵技術に
基づいて、 認証およびデータ暗号化の使用をサポー ト します。 

� WebLogic Server 環境においてセキュ リ テ ィ  サービスは X.509 証
明書とアクセス制御リ ス ト  (access control list: ACL) をサポート し
ており、 参加コンポーネン ト を認証しネッ ト ワーク  サービスへの
アクセスを管理します。

� WebLogic Integration 環境において、 双方向 SSL では、 通信を行
う両方のアプリ ケーシ ョ ンから  デジタル証明書 (digital certificate) 
を取得する必要があ り ます。 

Public-Key Cryptography Standards (PKCS-1)、暗号化 (encryption)、 RSA、認
証 (authentication)、 暗号スイー ト  (cipher suite)、 およびアクセス制御リ ス ト  
(access control list: ACL) を参照。

セキュ リティ  (security)

データの破壊や窃盗を防止するために利用可能な機構のセッ ト 。

認可 (authorization)、データ  プラ イバシ (data privacy)、セキュア ソケッ ト  レ
イヤ (secure sockets layer: SSL)、 および認証 (authentication) を参照。

セキュ リティ属性 (security attributes)

主体を統制するシステム  ポ リシーのベースを構成する、 主体 ( ユーザや
他の実体に関係あ り ません ) の特性。

プリ ンシパル (principal) および認証 (authentication) を参照。

セキュ リティ  ポ リシー (security policy)

1) 任意のシステムを保護するために提供される、 保護タ イプの定義。 ア
クセス制御や監査など、 多 く の種類のセキュ リ テ ィ  ポ リシーを利用で
きます。

2) 要求のコンテキス トに基づいてプリ ンシパルに付与される権限または
パーミ ッシ ョ ン。

セキュ リティ  プリンシパル (security principal)

アプリ ケーシ ョ ンやシステムのためにセキュ リ テ ィ機構にとって既知で

あ り認証可能なエンティテ ィ  ( ユーザやアプ リ ケーシ ョ ンなど )。
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セキュ リティ  プロバイダ (security provider)

セキュ リ テ ィ  サービス  (認証、 認可、 監査、 PKI など ) を  WebLogic 
Server に提供するコード。セキュ リ テ ィ  サービスは BEA Systems 提供に
よる ものや顧客が作成したものがあ り ます。

セキュ リティ  レルム  (security realm)

ユーザ、 グループ、 および ACL を論理的にグループ化したもの。
WebLogic Server 7.0 互換性モードを使用している と き、 WebLogic 
Server サーバの リ ソースを保護するのに使用します。

Security Service Provider Interfaces (SSPI)

WebLogic Server セキュ リ ティ  サービスに統合されるセキュリ ティ  サー
ビスを複数のベンダが提供できるよ う にする、 Java パッ ケージのセッ ト 。

シ リアラ イズ (serialize)

ある  JVM から別の JVM に渡すこ とができるよ う、 オブジェ ク ト をバイ
ト ス ト リームにコード化するこ と。

Java 仮想マシン (Java virtual machine: JVM) を参照。

サーバ (server)

ク ラ イアン トの リ クエス トに応答し要求を満たすアプリ ケーシ ョ ン。

サーバの例と しては、 リ レーシ ョナル データベースへの接続を提供する  
DBMS サーバや、HTTP が要求する  HTML ページとサービスを提供する  
HTTP サーバがあ り ます。 

Hypertext Transfer Protocol (HTTP)、 Web サービス  (Web service)、 および
HTTP サーバ (HTTPD) を参照。

サーバ プロファ イル (server profile)

ク ラ イアン トがサーバに接続するために必要な情報。

サーバサイ ド  コード  (server-side code)

ク ラ イアン トの JVM ではな くてサーバの JVM で実行する  Java コード。
例と しては、 Java-Servlet-API (HTTP) サーブレ ッ ト 、 WebLogic Server 
起動ク ラス、 EJBean、 および WebLogic Remote ク ラスがあ り ます。 

Java 仮想マシン (Java virtual machine: JVM)、WebLogic Server Remote、サー
ブレ ッ ト  (servlet)、 および Hypertext Transfer Protocol (HTTP) を参照。
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サービス (service)

1) Weblogic Integration 環境では、 EIS 用のアダプタが提供する対話処理
によって実装した、 エンタープラ イズ情報システム (Enterprise 
Information System: EIS) 内にある名前が付いたビジネス機能。 サービ
スでは、 双方向で EIS と同期または非同期通信を行う メカニズムが提
供されます。

2) WebLogic Portal 環境では、 Web アプ リケーシ ョ ンが提供する、 デー
タの処理と蓄積、 データの相互交換、 またはデータの表示のこ と。 た

とえば、 出荷と呼ばれるサービスでは次の 3 つの機能が実行されま
す。 すなわち、 顧客の注文に関連する出荷情報を記録し、 出荷コス ト

を算出し、 注文の出荷ステータスを追跡する機能です。

エンタープラ イズ情報システム (Enterprise Information System: EIS) を参照。

service control

ユーザの Web サービス内から別の Web サービスへの通信を容易にする
機能。WSDL から対象となるサービス用にサービス  コン ト ロールを作成
できます。

サービス プロバイダ インタフェース (service provider interface: SPI)

エンタープラ イズ情報システム (Enterprise Information System: EIS) との接
続性を提供して管理し、 ト ランザクシ ョ ン境界を確立し、 受信待ち と伝

送リ クエス ト を行う イベン ト用フレームワークを用意する、 オブジェ ク

ト が含まれるプログラム。 すべての J2EE コネク タ  アーキテクチャ準拠
アダプタは、 javax.resource.spi パッケージにおけるインタフェース
用の実装を用意する必要があ り ます。

サーブレッ ト  (servlet)

通常、 HTTP リ クエス トに応じて実行され、 それに対するブラ ウザ内で
の出力を生成するサーバサイ ド  Java アプレッ ト 。 動的なコンテンツを生
成し、 リ クエス ト と応答の典型的な方法でユーザが Web ク ラ イアン ト と
対話処理ができるよ う して、 Web サーバの機能を拡張したもの。

サーバサイ ド  コード  (server-side code) を参照。
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セッシ ョ ン bean (session bean)

1) WebLogic Server 環境では、1 つのク ラ イアン ト を提供する、一時的な 
EJB インスタンスです。 セッシ ョ ン  bean は多 くの場合、 手続き的な
ロジッ クを実装します。

2) WebLogic Portal 環境では、 ビジネス  ロジッ クを実装する、 非永続性
でサーバサイ ドのオブジェ ク ト 。 セッシ ョ ン  bean は、 サーバ上で動
作するク ラ イアン トの論理的な拡張機能とみなすこ とができます。

セッシ ョ ン  bean は複数のユーザに共有されません。 

エンタープライズ JavaBeans (Enterprise JavaBeans: EJB) を参照。

セッ トベース割引 (set-based discount)

指定した製品セッ トがシ ョ ッピング  カートにある顧客に基づいた、 単一
の割引。

形状 (shape)

XML の構造 (XML shape) または Studio の形状 (Studio shape) を参照。

出荷サービス (Shipping service)

顧客の注文に関連した出荷情報を記録し、 出荷費用を算出し、 注文の出

荷ステータスを追跡する、 ビジネス  ロジッ ク とプレゼンテーシ ョ ン  ロ
ジッ クを実装したもの。

サービス (service) を参照。

シ ョ ッピング カート管理サービス  (Shopping Cart Management service)

顧客が購入するために選択したアイテムを表示する  Commerce Services 
において、 ビジネス  ロジッ ク とプレゼンテーシ ョ ン  ロジッ クを実装した
もの。 顧客はシ ョ ッ ピング カートから代金支払い処理を開始できます。 

Simple Object Access Protocol (SOAP)

さ まざまな Web サービスで解釈できるよ うに XML メ ッセージのフォー
マッ ト を規定するための標準規則のセッ ト 。 プラ ッ ト フォームに関係な

く インターネッ ト を介してアプ リ ケーシ ョ ンがお互いに通信ができる手

段を提供します。 OMG の IIOP と違って、 サーバのファ イアウォールを
通過するために SOAP は DOM を  HTTP ( ポート番号 80) のパケッ トに添
付して送り ます。 ファ イアウォールは通常ポート番号 80 とポート番号 
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21 (FTP) リ クエス ト を受け入れるよ う コンフ ィ グレーシ ョ ンされます。
SOAP では XML によって情報のフォーマッ ト を定義し、 必要な HTTP 
ヘッダーに追加して送信します。 

分散オブジェク ト  モデル (distributed object model: DOM)、Hypertext Transfer 
Protocol (HTTP)、 extensible markup language (XML)、 および Internet 
Interoperability Protocol (IIOP) を参照。

スケルト ン  (skeleton)

シリ アラ イズさ れたリ ク エスト をスタブから受け取り 、 それをデシリ ア

ラ イズしアンパッ ク して、 当該オブジェク ト の実装に対して呼び出すべ

きメ ソ ッ ド呼び出しと して送信するリ モート  オブジェク ト のサーバサイ
ド 表現。 サーバサイド  スケルト ンは、 対応するク ラ イアント サイ ド  スタ
ブから出されたリ クエスト のデシリ アラ イズと アンパッ ク を担当します。 

実装 (implementation) およびサーバサイ ド  コード  (server-side code) を参照。

SNA

Systems Network Architecture (SNA) を参照。

SOAP

Simple Object Access Protocol (SOAP) を参照。

ソケッ ト  (socket)

名前がバイン ド される通信の終端。 TCP/IP 接続の論理的な終端です。 ア
プ リ ケーシ ョ ンはソケッ ト を介して TCP/IP 接続にアクセスします。 

選択 (splitting preference)

商取引サービスで提供される  JSP テンプレートで利用可能な WebLogic 
Portal オプシ ョ ン。 このオプシ ョ ンを使用する と、 顧客が購入した個々
のアイテムが入荷次第、 顧客に出荷にするか (複数にわけて出荷が必要
な場合でも )、 すべてのアイテムが揃 う まで出荷を延ばすか決めるこ と
ができます。 それらのう ちどちらを顧客が選択したのかを確認した後、
パイプラ インはデータベースに顧客の選択をコ ミ ッ ト します。

パイプラ イン (pipeline) および JSP テンプレー ト  (JSP template) を参照。

SQL

Structured Query Language (SQL) を参照。
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SSL

セキュア ソケッ ト  レイヤ (secure sockets layer: SSL) を参照。

SSPI

Security Service Provider Interfaces (SSPI) を参照。

スタ ッ ク  ト レース (stack trace)

Java 例外を後でデバッグできるよ うにログするファ イル。

スタンドアロン割引 (stand-alone discount)

特定の顧客に限定した り 、 顧客の行動をベースにした り、 キャンペーン

によって管理するのではな くて、特定の Web サイ ト で購入する人全員に
提供される割引。 たとえば、Web サイ トのポ リシーが 「誰でも本が 10% 
引き」 である場合、 その Web サイ トはスタンドアロン割引を実行してい
るこ とにな り ます。

スタン ドアロン割引は E-Business Control Center のすべてのバージ ョ ン
で利用できます。 

BEA E-Business Control Center™ を参照。

開始 (start)

ワークフローを ト リガーするプロパテ ィ を指定する、 ワークフロー 
(workflow) の最初のコンポーネン ト 。 開始ノードの直後の形状 (shape) 
は、 ワークフローにおいて最初のアクティブなコンポーネン トです。

ステート フル オブジェク ト  (stateful object)

アプ リ ケーシ ョ ンのデータが格納されているオブジェ ク ト 。 その状態

は、 ある メ ソ ッ ドの実行によって変化する場合があ り ます。 ク ラスタ化

された環境では、 ロード  バランシング と フェイルオーバの両面で、 ス
テート フル オブジェ ク ト に対する一定の要件があ り ます。 ステート フル 
サービスを提供するサーバの障害時やロード  バランシング時に、 オブ
ジェ ク トが別のホス トへ移動しても、 それに合わせてサービスの状態が

変わらなければならないからです。
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ステート フル セッシ ョ ン bean (stateful session bean)

特定のク ラ イアン トの代わりに対話状態を保持する  Java bean。 対話状態
が bean で維持されている と きは、 複数のク ラ イアン トは bean に別々に
アクセスでき、 前回までの会話の間に蓄積した情報を使用するこ とがで

きます。 

使用している  bean が ステー ト フル セッシ ョ ン  bean (つま り この bean は
対話状態を保持できる  bean) の場合、 ある日から別の日にかけて同僚と
の会話を続ける際、 会話を中止したと ころから再開するのと同じ よ う

に、 ク ラ イアン ト と  bean はあるセッシ ョ ンから次のセッシ ョ ンに会話を
続行できます。

このためステート フル セッシ ョ ン bean は、 複数の対話処理を介してプ
ロセスをマッピングするのに役立ちます。

ステート レス オブジェク ト  (stateless object)

アプリ ケーシ ョ ン  データを保存しないオブジェ ク ト 。 このオブジェ ク ト
は等冪です。 オブジェ ク トに関する各処理は、 他のすべての処理と独立

しています ( ステート レスの一般的な概念と、 セッシ ョ ン  EJB の参照に
使用する具体的な定義とを混同しないでください )。

多重呼び出し不変 (idempotent) を参照。

ステート レス セッシ ョ ン bean (stateless session bean)

1) WebLogic Server 環境では、 呼び出しの間ク ラ イアン ト特有の状態を
保持しない Java bean。 どのク ラ イアン トでも使用できます。 セッシ ョ
ンの状況に依存しないサービスにアクセスするために使用できます。

2) WebLogic Portal 環境では、 対話状態を持たないセッシ ョ ン  bean。 ス
テー ト レスセッシ ョ ン  bean の全インスタンスは同一です。

静的 (static)

変数をク ラ ス変数と して定義する、 Java プログラ ミ ング言語のキーワー
ド。 ク ラスは、 インスタンスがいくつ存在するかに関係な く、 ク ラ ス変

数のコピーを保持します。 このキーワードはまた、 メ ソ ッ ド をク ラ ス  メ
ソ ッ ド と して定義するのに使用できます。 特定のインスタンスの代わり

にク ラ スがク ラス  メ ソ ッ ド を起動し、 ク ラス変数でのみ処理されます。
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Structured Query Language (SQL)

リ レーシ ョナル データベースのテーブルとレコードの管理に使用する準
標準言語。 具体的には SQL 文やクエ リ を使用する と、 テーブルやレコー
ドの作成、 操作、 クエ リ 、 更新、 および削除ができます。 詳細について

は http://www.sql.org を参照して ください。 

スタブ (stub)

リ モー ト  オブジェ ク トに実装された メ ソ ッ ド を起動するために使用す
る、 リモー ト  オブジェ ク トのク ラ イアン ト  サイ ドの表示処理。 オブジェ
ク ト の リモート  オブジェ ク ト実装に対するインタフェースを定義しま
す。 スタブはク ラ イアン トの リ クエス ト をパッケージ化して順番に並

べ、 サーバ側の相手スケル ト ンに送る責任があ り ます。

スケル ト ン (skeleton) および実装 (implementation) を参照。

Studio の形状 (Studio shape)

WebLogic Integration Studio の描画範囲における、 ワークフロー ノード  
(workflow node) のビジュアルに表示されるもの。

スタイルシート  (stylesheet)

XML ドキュ メ ン ト で処理するデータ変換 ( またはマッピング ) を記述す
る  XSLT ドキュ メ ン ト 。 スタ イルシート では (Xpath を使用して ) 操作す
る対象となる  XML ドキュ メ ン ト のノード と、 行 う操作が指定されます。

サブジェク ト  (Subject)

個人などの単一のエンテ ィテ ィに関して関係する情報のためのコンテ

ナ。 情報には、 サブジェ ク トの識別子や、 それに関連付けられたセキュ

リ テ ィ関連の属性 (パスワードや暗号鍵など ) があ り ます。 サブジェ ク
トは複数の識別子を持つこ とがあ り ます。 サブジェ ク トはそれらの識別

子を示しません。 その代わりにコンテナが示します。 各識別子はサブ

ジェ ク ト内部のプ リ ンシパルと して示されます。 

WebLogic Server セキュ リ テ ィ  プロバイダにおいて、 サブジェ ク ト には
ユーザ用のプリ ンシパル (WLSUser プ リ ンシパル ) と、 ユーザがメン
バーと して所属するグループ用のプ リ ンシパル (WLSGroups プ リ ンシパ
ル ) があ り ます。 カスタム  セキュ リ テ ィ  プロバイダは識別子を別々に格
納する場合があ り ます。
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サブスク リプシ ョ ン  (subscription)

ト レーディ ング パートナが特定のロール (role) で特定の会話定義 
(conversation definition) に関係するためのパーミ ッシ ョ ン。 会話 
(conversation) においてロール用にビジネス  メ ッセージ (business message) 
を送信するためには、 ト レーディ ング  パートナにそのロールに対応する
サブスク リプシ ョ ンが必要です。 サブスク リプシ ョ ンを行うには、 ト

レーディング パー トナは、 自分の名前、 対象となる会話の名前とバー
ジ ョ ン、 およびサブスク リプシ ョ ン対象のロールを指定する必要があ り

ます。 

サプライ  チェーン (supply chain)

製品を製造、 出荷、 配送するプロセスの順序。

SWIFT

Society for Worldwide Interbank Financial Telecommunications (SWIFT) 
は、 190 ヶ国以上の約 7,000 の金融機関に対して安全なグローバル メ ッ
セージ サービスおよびインタフェース  ソフ ト ウェアを提供している業界
団体です。 

http://www.swift.com を参照。

Swing

グラフ ィ カル ユーザ インタフェース  (graphical user interface: GUI) コン
ポーネン ト  キッ トであ り、Java 2 platform, Standard Edition (J2SE) に統合
されている  Java Foundation Classes (JFC) の一部です。Swing はすべてが 
Java プログラ ミ ング言語で記述されたユーザ インタフェース要素の完全
なセッ ト を提供する こ とによって、 アプ リ ケーシ ョ ンのデプロ イ メ ン ト

を簡略化します。 Swing コンポーネン ト では、 特定のウ ィ ン ド ウ  システ
ムに依存せずに見た目と操作性をカスタマイズできます。 

同期 (synchronous)

値を返すメ ソ ッ ドの属性。 この用語は、 同期メ ソ ッ ドの呼び出し元は、

呼び出された メ ソ ッ ドが次の文で示す内容を返すのを待つ必要がある こ

とに由来しています。 呼び出し元はメ ソ ッ ド と同期しています。

非同期 (asynchronous) を参照。
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同期メ ッセージ配信 (synchronous message delivery)

B2B Integration が制御をアプリ ケーシ ョ ンに一度戻し、 メ ッセージが伝
送された結果を知らせる メ ッセージ配信手法。 次のイベン トが発生した

後に、 制御がアプ リ ケーシ ョ ンに戻されます。 すなわち、 すべての送り

先から確認応答を受信した場合、 メ ッセージがタ イムアウ ト した場合、

または会話 (conversation) で送られた メ ッセージが終結した場合が該当し
ます。

システム規約 (system contract)

接続リ クエスト が複数のエンティ ティ の間で渡されるメ カニズム。

WebLogic Server と エンタープラ イズ情報システム  (enterprise information 
systems: EIS) など、 アプリ ケーショ ン  サーバ間での標準のシステムレベ
ル プラ グイン可能性を実現するために、 コネク タ  アーキテクチャではア
プリ ケーショ ン  サーバと  EIS 間の標準のシステムレベル規約を定義して
います。 システムレベルのコント ラ ク ト で EIS 側は、 リ ソ ース  アダプタ
に実装されています。

システム エラー ハンド ラ  (system error handler)

すべてのワークフロー テンプレー ト定義 (workflow template definition) で使
用できる  Business Process Management (BPM) エラー ハン ド ラ。 ワーク
フロー テンプレート定義でオーバラ イ ド されない限り、 例外が発生する
と必ず BPM はシステム  エラー ハン ド ラを起動します。システム  エラー 
ハン ド ラが呼び出される と、 指定された ト ランザクシ ョ ンをロールバッ

ク し、 例外をク ラ イアン ト  アプ リ ケーシ ョ ンに送出します。

システム ログ メ ッセージ (system log message)

WebLogic Integration アクテ ィ ビテ ィ を記録するローカル ログにある
メ ッセージ。 例と しては、 B2B Integration が終了したため ト リガ商品 
(trigger item) を配信できないこ と を示すメ ッセージがあ り ます。

システマティ ッ ク  コラボレーシ ョン (systematic collaboration)

すべての参加コンポーネン トがビジネス  リ レーシ ョ ンシップを確立した
と きから他のすべての参加コンポーネン ト を認識している場合の、 複数

ト レーディング パートナ間における協同作業の種類。 このよ う な状況に
おいては、 ビジネス  リ レーシ ョ ンシップは継続しプロセスは頻繁には変
更されません。
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Systems Network Architecture (SNA)

IBM が開発したネッ ト ワーク  プロ ト コルで、 ピアツーピア  ネッ ト ワー
ク、 ワークステーシ ョ ン、 およびメ インフレームを接続するために使用

されます。

T

タグ ライブラ リ  (tag library)

JSP オーサーが利用できるカスタム  タグの集合体。

ターゲッ ト  (target)

呼び出しチェーン内で、 呼び出しの起点でない唯一の受信側。

対象アイテム (target items)

割引が適用されるアイテム。

ターゲッ ト  オブジェク ト  (target object)

ビジネス リ クエス ト  メ ッセージの受信側。

ターゲッ ト  プログラム モデル (targeted programming model)

ク ラ スタ規模の JNDI ツ リーで示されるファ イル システムなど、 単一の
ステート フル オブジェ ク ト用スタブの取得を目的にルッ クアップを行う
ために使用するモデル。 このよ う なスタブは、 フェイルオーバも ロード  
バランシングもできません。 サービスそのものが一意であるためです。 

間接プログラ ミ ング  モデル (indirect programming model) および直接プログ
ラ ミ ング モデル (direct programming model) を参照。

タスク  (task)

ワークフロー (workflow) を構成する一連の独立したアクテ ィ ビテ ィの  1 
つ。 タスクはワークフロー ユーザによって、 または WebLogic Server で
自動的に実行されます。 タスクの動作はさまざまなタスク  プロパテ ィお
よび、 あるタスク  イベン ト  (task event) が発生したと きに実行する処理を
定義するタスク  アクシ ョ ン  (action) によって決ま り ます。 
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タスク  イベン ト  (task event)

ワークフロー (workflow) アナリ ス ト によってプログラムされたアクシ ョ ン 
(action) がタスク  (task) のラ イフサイ クルに実行されるこ と。 B2B 
Integration では次の 4 つのイベン ト がサポート されています。 Created、
Activated、 Executed、 および Marked Done です。

課税サービス (Taxation service)

TAXWARE とのインタフェースによ り、 顧客の注文に対して税額を算
出するビジネス  ロジッ ク とプレゼンテーシ ョ ン  ロジッ クを実装したもの
です。

サービス (service) を参照。

TCP

ト ランザクシ ョ ン マネージャ  (transaction manager) を参照。

Tengah

Tengah は、 現在 BEA WebLogic Server と総称される さまざまな製品およ
び API の旧名です。 Tengah Server など、 以前 Tengah に含まれていたす
べてのエンティテ ィは、 現在 WebLogic Server と呼ばれています。
tengah とい う語が含まれている メ ソ ッ ド名と ク ラ ス名は下位互換性のた
めに変更されずに残されています。

スレッ ド  (thread)

プログラムの他の部分と独立して実行可能な、 プログラムの一部。 

マルチスレッ ド処理 (multithreading) を参照。

有効期限 (time to live: TTL)

アイテムがキャ ッシュされている時間の長さ。

タイムアウ ト  (Timeout)

メ ッセージがタ イムアウ トになるまで、 送信側がメ ッセージの確認応答

を待つ時間の長さを指定するサービス品質 (Quality of Service: QoS) オプ
シ ョ ン。 タ イムアウ トが発生する と、 メ ッセージ、 確認応答処理、 およ

び再試行は廃棄されます。 このオプシ ョ ンを利用できるかど うかは、 使

用するビジネス プロ ト コル (business protocol) によって決ま り ます。
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トークン (token)

メ ッセージ トークン (message token) を参照。

ト レーディング パートナ (trading partner)

会話 (conversation) においてビジネス  メ ッセージ (business message) を送受
信できる認可を受けたビジネス  エンテ ィティ。 ト レーディ ング  パートナ
用のコンフ ィ グレーシ ョ ンには、複数の配信チャネル (delivery channel) が
あ り ます。

ト ランザクシ ョ ン (transaction)

Weblogic Server 環境では、 以下を示します。

� アプ リ ケーシ ョ ンが共有リ ソース  ( たとえばデータベースなど ) に
対する処理を実行するための論理構成。 ト ランザクシ ョ ンに代

わって実行される処理は、 原子性、 一貫性、 隔離性、 持続性とい

う  4 つの ACID プロパティに従っています。

� データベースをある持続的な状態から別の状態へ変換するひと ま

と ま りの処理単位。 分散 ト ランザクシ ョ ン処理では、 ト ランザク

シ ョ ンには 1 つまたは複数のシステム上で実行される複数の処理
が入っているこ とがあ り ます。 

� WebLogic Integration 環境において、 データを変更する処理の最小
単位ト ランザクシ ョ ンのコードにはプログラム文が含まれており 、

そのすべてが処理を完了するかロールバッ ク します。 ト ランザク

シ ョ ンによって複数のユーザが同じデータに同時にアクセスでき

ます。

ACID プロパテ ィ  (ACID properties) を参照。

ト ランザクシ ョ ン ブランチ (transaction branch)

分散 ト ランザクシ ョ ンをサポー トする、 リ ソース  マネージャ内部におけ
る作業単位。 ト ランザクシ ョ ン  マネージャが リ ソース  マネージャに提供
する各ト ランザクシ ョ ン識別子によって、 グローバル ト ランザクシ ョ ン
と個々のブランチの両方が識別されます。

リ ソース  マネージャ  (resource manager)、 ト ランザクシ ョ ン マネージャ  
(transaction manager)、 および分散 ト ランザクシ ョ ン (distributed transaction)
を参照。
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ト ランザクシ ョ ン マネージャ  (transaction manager)

アプ リ ケーシ ョ ン  プログラムに代わってグローバル ト ランザクシ ョ ンを
管理するシステム  ソフ ト ウェア コンポーネン ト 。 ト ランザクシ ョ ン  マ
ネージャは、 グローバル ト ランザクシ ョ ンの開始と終了を行う アプリ
ケーシ ョ ン  プログラムからのコマン ド を、 それらの ト ランザクシ ョ ンに
関わるすべての リ ソース  マネージャ と通信するこ とで調整します。 リ
ソース  マネージャがグローバル ト ランザクシ ョ ン中に失敗した場合、 ト
ランザクシ ョ ン  マネージャはリ ソース  マネージャが保留中のグローバル 
ト ランザクシ ョ ンをコ ミ ッ トするかロール バッ クするかど うかの決定を
支援します。

リ ソース マネージャ  (resource manager) を参照。

一時オブジェク ト  (transient object)

そのオブジェ ク ト を作成したプロセスの生存期間中にのみ存在するオブ

ジェ ク ト 。

永続オブジェ ク ト  (persistent object) を参照。

transmission control protocol (TCP)

インターネッ トでの通信方式を規定するプロ ト コル ファ ミ リ。 このプロ
ト コルに基づいて、 2 つのホス ト が接続を確立し、 データ  ス ト リームを
交換するこ とができます。 TCP ではデータが確実に配信される こ と と、
パケッ ト が送信時と同じ順序で配信されるこ とが保証されます。

インターネッ ト  (Internet) を参照。

転送 (transport)

配信チャネル (delivery channel) の転送レベルのプロパテ ィ。

Transport Layer Security (TLS)

SSL に基づくプロ ト コルで、 暗号化通信および認証を用いた通信のため
のインターネッ ト標準と して使用されます。

ト リガ商品 (trigger item)

割引を提供するきっかけとなる商品。

ト リプル A (triple A)

製品における認証、 認可、 監査の各サービスの組み合わせ。
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信頼モデル (trust model)

システムがセキュアな状態を保つと した場合に、 システムのどのコン

ポーネン トおよびシステム外部のどのエンティティが信頼される必要が

あるか、 またどのよ う な対象に対して信頼される必要があるかについて

記述したもの。

信頼性のあるコンピューティング基盤 (trusted computing base: TCB)

システムがセキュアであ り続けるために正し く機能しなければならない

システムの部位。 TCB が変更に対する耐性を備えているこ と と、 そのポ
リシーの施行が回避可能であるこ とが理想的です。

TTL

有効期限 (time to live: TTL) を参照。

ト ンネ リ ング (tunneling)

あるネッ ト ワークから、 別のネッ ト ワークの接続を通してデータを転送

するための手段。 

Hypertext Transfer Protocol (HTTP) を参照。

2 フェーズ コ ミ ッ ト  (two-phase commit: 2PC)

複数の リ ソース  マネージャ間で単一の ト ランザクシ ョ ンを調整する方
法。 2PC によ り、 ト ランザクシ ョ ンによる更新を関連データベースのす
べてにコ ミ ッ トするか、 またはすべてのデータベースから完全にロール

バッ ク し、 ト ランザクシ ョ ンによる状態の前の状態に戻すこ とで、 デー

タの完全性が保証されます。

2 層 (two-tier)

ユーザ インタフェースがク ラ イアン ト上で動作し、 データベースがサー
バ上に格納されるよ う なク ラ イアン ト / サーバ間の関係。 実際のアプ リ
ケーシ ョ ン  ロジッ クは、 ク ラ イアン ト またはサーバのどちらでも動作さ
せるこ とができます。 

ク ラ イアン ト /サーバ (client/server) を参照。

U

UDDI

Universal Description, Discovery, and Integration (UDDI) を参照。
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Unicode

世界中の大部分の言語で書かれたテキス トの表示、 処理、 および交換に

用いられる  16 ビッ ト の文字エンコード体系。 Java では、 文字列にデ
フォル トで Unicode を使用します。

Unicode Consortium を参照。

統合プロファイル タイプ (unified profile type)

WebLogic Personalization Server データベースに格納されていないデータ
に明示的にアクセスできるよ うに、 基本ユーザ オブジェ ク ト を拡張した
もの。

統合ユーザ プロファイル (unified user profile: UUP)

WebLogic Portal データベース  テーブルおよびその他のデータ  ソースか
らユーザ管理サービスが収集したユーザ プロパテ ィの集合体。 たとえば
ユーザ管理サービスは、 WebLogic Portal データベースのユーザ  プロパ
テ ィ と  LDAP サーバのユーザ プロパテ ィ を統合ユーザ プロファ イルに
ま とめるこ とができます。 統合ユーザ プロファ イルによってユーザ情報
を検索する場所が 1 つになるので、 開発者やシステム  ユーザはさまざま
な基本データ  ソースの違いを無視するこ とができます。 

LDAP を参照。

Uniform Resource Locator (URL)

インターネッ ト上でリ ソースを識別し、 その場所を探すための文字列。

最新の URL ガイ ド ラ インは W3C で入手できます。 

Hypertext Transfer Protocol (HTTP) を参照。

Universal Description, Discovery, and Integration (UDDI)

World Wide Web Consortium (W3C) によってメ ンテナンスされている、 分
散 Web ベース情報レジス ト リの仕様。 この仕様では、 Web サービスに
関する情報を調査し公開する手法が定義されています。 UDDI は主と し
て Web Services Description Language (WSDL) をサポートするために定義
されています。 UDDI の主要コンポーネン ト と しては、 UDDI ビジネス
登録 ( ビジネス エンテ ィティ とその Web サービスを規定する  XML ファ
イル ) があ り ます。 プログラム とプログラマは UDDI ビジネス登録を使
用してサービスに関する情報がある場所を突き止めます。 

http://www.uddi.org を参照。
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URL

Uniform Resource Locator (URL) を参照。

ユーザ (user)

個々のプ リ ンシパルのこ と。 個人のパーミ ッシ ョ ン  (肯定的パーミ ッ
シ ョ ン と否定的パーミ ッシ ョ ンのどちら も ) は、 そのユーザが所属して
いるグループに与えられているあらゆるパーミ ッシ ョ ンに優先します。 

パーミ ッシ ョ ン (permission)、 グループ (group)、 プリ ンシパル (principal)、
およびレルム (realm) を参照。

ユーザ管理コンポーネン ト  (User Management component)

ユーザおよびグループ プロファ イルのプロパテ ィの作成、 維持を容易に
する  JSP タグ、 EJB、 およびツールのセッ ト 。 これによって  WebLogic 
Portal にあるユーザ プロファ イル情報にアクセスできます。 ユーザ管理
コンポーネン トは、 ユーザ認証機構およびユーザとグループとの関連付

け機能も提供します。

ユーザ プロセッシング サービス (User Processing service)

登録およびログイン  サービス (Registration and Login service) を参照。

ユーザ プロファイル (user profile)

ユーザまたはグループと関連付けられている、 名前 /値属性ペアのセッ ト 。 

ユーザ管理コンポーネン ト  (User Management component) を参照。

UUP

統合ユーザ プロファ イル (unified user profile: UUP) を参照。

V

付加価値サービス  (value-added service)

ト レーディ ング パートナによって、 WebLogic Integration が提供する
サービスに追加される論理。 例と しては信用情報のチェ ッ クや出荷があ

り ます。

ベンダ クラ イアン ト  ライブラ リ  (vendor client library)

ク ラ イアン トからの関数呼び出しを、 データベースで使われるプロ ト コ

ルに変換するネイテ ィブ レイヤ。
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仮想マシン (virtual machine: VM)

独立したコンピュータのよ うに機能する、 自己包含形式のオペレーテ ィ

ング環境。 通常、 Java 仮想マシン (Java Virtual Machine: JVM) のこ と を
示します。 

Java 仮想マシン (Java virtual machine: JVM) を参照。

W

W3C

World Wide Web Consortium (W3C) を参照。

WAN

ワイ ド  エリ ア ネッ ト ワーク  (wide area network: WAN) を参照。

WAP

Wireless Application Protocol (WAP) を参照。

WAP ゲート ウェイ  (WAP gateway)

モバイル ク ラ イアン ト を含むモバイル ネッ ト ワーク とアプリ ケーシ ョ ン  
サーバを含むコンピュータ  ネッ ト ワーク との間のブ リ ッジ。 WAP ゲー
ト ウェイには、一般に WAP プロ ト コル スタ ッ クから  WWW プロ ト コル 
スタ ッ ク  (HTTP と  TCP/IP) への リ クエス ト を変換するプロ ト コル ゲー
ト ウェイ と、 Web コンテンツをコンパク ト なエンコード済みフォーマッ
トに変換するコンテンツ エンコーダおよびデコーダが含まれています。 

Wireless Application Protocol (WAP) を参照。

Web アプリケーシ ョン (Web application: Webapp)

対話型オンラ イン アプ リ ケーシ ョ ンを構成する、 サーバ側の Web リ
ソース  グループ。 Web リ ソースには、 Web ブラウザにデプロイできる
アプレ ッ ト 、 Java サーブレ ッ ト 、 JavaServer Pages (JSP)、 静的なドキュ
メ ン ト  (HTML ドキュ メ ン ト ) などがあ り ます。 Web アプ リ ケーシ ョ ン
は、Web アプリ ケーシ ョ ン  サーバのコンテキス トで実行する必要があ り
ます。 WebLogic Portal は Web アプ リ ケーシ ョ ン と してパッケージされ
ています。
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Java サーブレ ッ ト  (Java servlet)、 アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング インタ
フェース  (application programming interface: API)、 Web アプリ ケーシ ョ ン 
サーバ (Web application server)、 およびアプレッ ト  (applet) を参照。

Web アプリケーシ ョン サーバ (Web application server)

e ビジネスで使用するデータベースおよびバッ クエン ド  システム と、
Web ベースのアプリ ケーシ ョ ンでデータを交換できるよ うにするソフ ト
ウェア。BEA の Web アプ リ ケーシ ョ ン サーバは WebLogic Server です。

Web サービス  (Web service) およびWeb アプリ ケーシ ョ ン (Web application: 
Webapp) を参照。

Web サービス (Web service)

ある企業が、 オンラ イン  ビジネス機能を一般にインターネッ ト などの
ネッ ト ワークを介して他の企業やソフ ト ウェア プログラムに提供する
コード  モジュール。 Web サービスを提供するコード  モジュールは、 特
定の言語やプラ ッ ト フォームに制約されず、 提供するサービスをコード

自体で説明するし くみを と っています。

Web サービスの場所は、 サービスを使用するために設計されたアプ リ
ケーシ ョ ン内部にコード と して埋め込まれている場合も、 UDDI 
(Universal Description, Discovery, and Integration) を使って識別される場
合もあ り ます。 Web サービスはコード自体で内容を説明するし くみを
とっているため、 利用するアプリ ケーシ ョ ン側で、 利用可能な機能や呼

び出し方法を特定できます。

Web Services Description Language (WSDL)

Web サービスを記述するための XML ベース仕様のマークアップ言語。
これによってさまざまなク ラ イアン トでサービスを呼び出すこ とができ

ます。 2 つの別々のオンラ イン  システムで人手を介さずに通信する必要
がある場合は、 WSDL が必要にな り ます。

web.xml ファイル (web.xml file)

デプロイ メン ト記述子 (deployment descriptor) を参照。

Webflow

Web サイ ト のフローを制御するメ カニズム。 WebLogic Portal ではさまざ
まなサンプル アプリ ケーショ ンで  Webflow を使用するこ と によ り 、Web 
ブラウザで表示するページや実行するビジネス  ロジッ ク を決定します。
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Webflow ネームスペース  ファ イルを使用して、 Webflow を特定の Web 
アプ リ ケーシ ョ ン用にコンフ ィ グレーシ ョ ンできます。 

Webflow ネームスペース  ファ イル (Webflow namespace file)およびパイプラ
イン (pipeline) を参照。

Webflow および Pipeline エディ タ

Web アプリ ケーシ ョ ン用に、 Webflow を視覚的に作成、 変更、 および検
証するためのグラフ ィ ッ ク  ツール。 Webflow および Pipeline エディ タ
で、 基盤をなす Webflow ネームスペースおよびパイプラ イン  ネームス
ペース  XML ファ イルが生成されます。 手作業で編集する必要はあ り ま
せん。

これらのエディ タは E-Business Control Center で入手できます。

Webflow ネームスペース ファイル (Webflow namespace file)

Webflow を Web アプリ ケーシ ョ ン用にコンフ ィ グレーシ ョ ンする  XML 
ファ イル。 Web ページの表示順番を制御し、 Web ページと関連付けられ
たビジネス ロジッ クを実行させます。 

Webflow ネームスペース  ファ イルを編集するには、 Webflow および 
Pipeline エディ タを使用します。 これらのエディ タは E-Business Control 
Center で入手できます。

E-Business Control CenterTM、 アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング インタ
フェース (application programming interface: API)、 Webflow、 Webflow およ
び Pipeline エディ タ、 およびビジネス  ロジッ ク  (business logic) を参照。

WebLogic Express

Java でデータベース アプ リ ケーシ ョ ンを開発するための BEA 製品コン
フ ィ グレーシ ョ ン。 WebLogic Express には、 好みの 2 層 WebLogic 
jDriver、 セキュ リ テ ィ機能、 HTTP サーブレ ッ ト  サポート 、 Name and 
Directory Services のほかに、 JDBC 仕様の多層型実装である  WebLogic 
Server JDBC が含まれています。

WebLogic Server jDriver、 JDBC、 およびWebLogic Server jDriver を参照。

WebLogic ホーム  (WebLogic Home)

WebLogic Server ソフ ト ウェアのルー ト  ディ レ ク ト リ 。 個々のサーバ 
ディ レ ク ト リが入っているディ レ ク ト リ です。
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WebLogic Integration

アプリ ケーシ ョ ン  サーバ、 アプリ ケーシ ョ ン統合、 Business Process 
Management、 企業間 (B2B) 統合機能を企業に提供する、 標準に準拠し
たオープンなソフ ト ウェア  プラ ッ ト フォーム。 WebLogic Integration は 
EJB プラ ッ ト フォーム  WebLogic Server 上で動作し、 Java でその全体が
実装されています。 WebLogic Integration の中心は XML であ り 、 緩やか
に対をなした参加コンポーネン トの間でのオープンなデータ相互交換

フォーマッ ト を提供します。 WebLogic Integration はまた、 J2EE および
ワークフロー (workflow) 技術 (Business Process Management) を利用して、
RosettaNet、 ebXML MS などの先進の電子商取引ビジネス  プロ ト コル 
(business protocol) をサポート します。

WebLogic Integration B2B Console

管理者が WebLogic Integration の B2B Integration 機能をコンフ ィ グレー
シ ョ ンしモニタするための HTML インタフェース。

WebLogic Integration プロセス  エンジン (WebLogic Integration process 
engine)

Business Process Management (BPM) ワークフロー (workflow) をモニタ し制
御する、 WebLogic Integration の実行時コンポーネン ト 。

WebLogic Integration リポジ ト リ  (WebLogic Integration repository)

リポジ ト リ  (repository) を参照。

WebLogic Integration Studio

ワークフロー (workflow) を定義しモニタする、 Business Process 
Management ク ラ イアン ト  アプ リケーシ ョ ン。

WebLogic JDBC

JDBC 仕様の pure-Java 多層実装で、 これは WebLogic Express にも  
WebLogic Server の製品パッケージにも含まれています。 

Java Database Connectivity (JDBC) およびWebLogic Server ファ イル サービ
ス  (WebLogic Server file services) を参照。
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WebLogic JHTML

Java コードを含む標準 HTML ページからサーブレ ッ ト を自動的に生成
する機能を、 以前サポート していた  WebLogic Server の旧サービス。
JHTML は JavaServer Pages (JSP) に置き換えられました。

Java Server Pages (JSP) を参照。

WebLogic Personalization Server

ユーザ プロファ イルおよびビジネス  ルールに基づいてカスタマイズした
コンテンツを提供する、 Web アプ リ ケーシ ョ ン用の開発キッ ト 。
WebLogic Portal と と もに提供されます。

ユーザ プロファ イル (user profile)、Web アプリ ケーシ ョ ン (Web application: 
Webapp)、 および WebLogic Portal を参照。

WebLogic Portal

ポータル、 動的な販売キャンペーン、 電子商取引ソ リ ューシ ョ ン、 およ

び Web アプリ ケーシ ョ ン用にパーソナラ イズしたコンテンツをすばやく
構築する、 コンポーネン トおよびテンプレート 。 以前 WebLogic 
Personalization Server で別々にラ イセンスされていた機能が含まれます。

WebLogic Server Remote を参照。

WebLogic Server

Java 言語および J2EE プラ ッ ト フォーム  (Sun Microsystems, Inc. の ) を使
用して、 電子商取引アプ リ ケーシ ョ ンを構築し実行するためのサービス

を提供する、 BEA の Web アプリ ケーシ ョ ン  サーバ。 

WebLogic Server は標準に準拠して Pure Java で記述されたアプ リケー
シ ョ ン  サーバで、 分散 Java アプ リ ケーシ ョ ンの作成、 デプロ イ メ ン ト 、
管理を行う こ とができます。 WebLogic Server はアプ リ ケーシ ョ ン  コン
ポーネン ト と  DBMS 接続を管理して、 セキュ リ テ ィ、 スケーラビ リ
テ ィ、 パフォーマンス、 およびト ランザクシ ョ ンの完全性を確保しま

す。 また、 Enterprise JavaBeans (EJB)、 RMI、 分散 JavaBeans、 および 
JDBC など、 分散コンポーネン ト  サービスや企業内データベースへのア
クセスに対するサポー ト も提供します。

WebLogic Integration、 WebLogic Portal、 および WebLogic Workshop な
ど、 BEA WebLogic Platform の全コンポーネン トは、WebLogic Server 上
で動作します。
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Java Enterprise API、 Remote Method Invocation (RMI)、 Java Database 
Connectivity (JDBC)、およびWeb アプ リ ケーシ ョ ン  サーバ (Web application 
server) を参照。

WebLogic Server Administration Console

管理者がブラウザから  WebLogic Server をコンフ ィ グレーシ ョ ンしモニ
タするための HTML ベースの GUI。

WebLogic Server Beans

サーバ側で動作する、 WebLogic Server の分散 beans。 JavaSoft JavaBean 
コンポーネン ト  アーキテクチャを拡張したもので、 JavaBeans の分散化
と、 分散アプ リ ケーシ ョ ンの構築プロセスの劇的な簡略化に使われま

す。 

ク ラスタ  (cluster)および JavaBeans を参照。

WebLogic Server クラスタ  (WebLogic Server cluster)

相互に依存した形で動作する複数の WebLogic Server のインスタンス間
で共有される複製サービスで、 ク ラ イアン トにと ってフェイルセーフで

可用性の高い運用をサポート します。 WebLogic Server ク ラ スタには、
ク ラ イアン トがサービス  オブジェ ク トにアクセスするための、 ク ラ スタ
規模の単一 JNDI ツ リーがあ り ます。

Java Naming and Directory Interface (JNDI) を参照。

WebLogic Server COM

WebLogic Server RMI 内部から  Microsoft COM オブジェ ク トにアクセス
するための WebLogic Server ブ リ ッジ。

Component Object Model (COM) および WebLogic Server RMI を参照。

WebLogic Server EJB

Java で分散オブジェク ト指向ビジネス  アプ リ ケーシ ョ ンを構築するため
のコンポーネン ト  アーキテクチャ。 EJB アーキテクチャは、 エンタープ
ラ イズ アプリ ケーシ ョ ンのラ イフサイ クルの う ち、 開発、 デプロ イ メン
ト 、 および実行時の側面に対処するものです。 

エンタープラ イズ JavaBeans (Enterprise JavaBeans: EJB) は、 セキュ リ
テ ィ、 ト ランザクシ ョ ン、 および状態管理の詳細を管理するコンポーネ

ン ト  フレームワークの内部にビジネス  ロジッ クをカプセル化します。 
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WebLogic Server EJB は、 ト ランザクシ ョ ン  コンポーネン トの JavaSoft 
仕様を実装したものです。 

エンタープライズ JavaBeans (Enterprise JavaBeans: EJB) および Java 
Enterprise API を参照。

WebLogic Server イベン ト  (WebLogic Server events)

イベン ト管理と  WebLogic Server 環境で機能する通知サービス。

WebLogic Server ファイル サービス  (WebLogic Server file services)

WebLogic Server との間でファ イルの読み書きを行う ための、 WebLogic 
のファ イル管理機能。 WebLogic File サービスによ り、 WebLogic ク ラ イ
アン トは標準の java.io メ ソ ッ ド を使用して、 サーバ側で読み込み /書
き出しアクセスを行う こ とができます。

WebLogic Server HTTP サーブレッ ト  (WebLogic Server HTTP servlets)

JavaSoft Java Servlet API に準拠する  HTTP サーブレ ッ ト をサポー トする
機能。 WebLogic Server によ り提供されます。 WebLogic Server で提供さ
れるビルト イン  Web サーバに含まれています。

サーブレ ッ ト  (servlet) を参照。

WebLogic Server jDriver

ネイティブのタ イプ 2 WebLogic jDriver for Oracle および all-Java、 タ イ
プ 4 WebLogic jDriver for Informix および WebLogic jDriver for Microsoft 
SQL Server からなる  2 層ド ラ イバ。

Java Database Connectivity (JDBC) を参照。

WebLogic Server JNDI

JavaSoft JNDI 標準を実装する  WebLogic サービスで、 WebLogic Server 
または Cluster 内のオブジェ ク トの透過的なバインディングとルッ ク
アップを提供するもの。

Java Naming and Directory Interface (JNDI) を参照。
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WebLogic Server Remote

T3Servlets をサポートする機能。 これは、 RPC に似た単純で効率的な分
散コンピューティ ング  モデルです。 この機能によ り、 計算量の膨大なタ
スクやプラ イバシ上慎重な取 り扱いが必要なタスクを、 ク ラ イアン ト か

ら  WebLogic Server に移すこ とができます。

remote procedure call (RPC) を参照。

WebLogic Server RMI

WebLogic において JavaSoft RMI 仕様を実装したもので、 WebLogic 
Server フレームワーク内での標準に準拠した分散オブジェ ク ト  コン
ピューティ ングを提供します。

Remote Method Invocation (RMI) を参照。

WebLogic Server セキュ リティ  プロバイダ (WebLogic Server security 
providers)

WebLogic Server に Security Service Provider Interfaces (SSPI) を実装した
もの。 セキュ リ テ ィ  プロバイダによって、 監査、 認証、 認可、 裁決、
ロール マッピング、 資格マッピング、 およびキース ト アの使用の各機能
が WebLogic Server に追加されます。

WebLogic Server service advertisement protocol (WSAP)

ク ラ スタ規模の複製された JNDI ツ リーで、 オブジェ ク トのバイン ド、
アンバイン ド を行う ためのプロ ト コル。 WSAP を使用するこ とによ り、
WebLogic Server インスタンスはク ラスタを動的に結合した り切 り離し
た りできるよ うにな り ます。 ク ラ スタで利用できるサービスを ト ラ ッキ

ングし、 ク ラ スタ規模の JNDI ツ リー内の同じ ノードで提供されるサー
ビスの競合の調停も行います。

バインド  (bind)、 ク ラスタ  (cluster)、 および JNDI を参照。

weblogic-ra.xml

WebLogic Server に特有なデプロイ メン ト情報を  ra.xml ファ イルに追加
する  XML ファ イル。

整形式 (well-formed)

XML 構文規則に準拠する  XML ドキュ メ ン ト の属性。 使用する ドキュ メ
ン トでは、 構文ルールは一般的に XML パーサがチェ ッ ク します。
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ワイ ド  エリア ネッ ト ワーク  (wide area network: WAN)

通常、 地理的に離れた場所に広がる、 相互接続された多 く のネッ ト ワー

クの集ま り 。 通常非公開で他のネッ ト ワークへのアクセスが許されない 
LAN とは違い、 WAN は通常公開されており誰でもアクセスできます。
インターネッ トは最大の WAN です。

ローカル エリ ア ネッ ト ワーク  (Local Area Network: LAN) を参照。

Wireless Application Environment (WAE)

ナローバン ド  デバイス用のワイヤレス アプ リ ケーシ ョ ンのための、 ネッ
ト ワーク中立なフレームワーク。

WMLScript (WMLS) および Wireless Markup Language (WML) を参照。

Wireless Application Protocol (WAP)

WAP Forum によって開発されたプロ ト コル セッ ト で、 携帯電話やその
他のモバイル デバイス向けにインターネッ ト の開発や Web ベースの
サービスを提供します。

Wireless Markup Language (WML)

WAP 対応デバイスのマイ ク ロブラ ウザとのインタフェース用と して設
計された、 XML ベース言語。 WML ドキュ メ ン ト の構造およびタグは、
Wireless Markup Language 仕様で定義されています。

extensible markup language (XML) および Wireless Application Protocol 
(WAP) を参照。

WLC

WebLogic Integration リポジ ト リ  (repository) でのルート要素の名前。

WLPS

WebLogic Personalization Server を参照。

WLS

WebLogic Server を参照。

WMLScript (WMLS)

ナローバン ド通信およびモバイル ク ラ イアン トの制限を克服するために
開発した、 WAP アーキテクチャ用のスク リプ ト  ツール。
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Wireless Application Protocol (WAP) を参照。

ワークフロー (workflow)

受注処理など、 全体または一部が自動化されたビジネス  プロセス。 ワー
クフローの実行時には、 高度なビジネス  ルールに従って、 特定の時刻に
特定の参加コンポーネン トに情報が渡されます。 このため、 ほとんどの

作業はコンピュータによって処理され、 人間は例外が発生した場合のみ

対処します。

ワークフロー式 (workflow expression)

実行時に WebLogic Integration によって行われる計算または評価。 ワー
クフロー (workflow) 式の構文は、 SQL の構文に相当します。 

ワークフロー ノード  (workflow node)

開始 (start)、 タスク  (task)、 イベン ト 、 結合 (join)、 決定 (decision)、 および 
完了 (done) で構成される、 WebLogic Integration Studio ワークフロー 
(workflow) のコンポーネン ト 。

ワークフロー テンプレート  (workflow template)

ワークフロー (workflow) を示すために、 ワークフローの実装に関するさ
まざまな定義 ( ワークフロー テンプレー ト定義 (workflow template 
definition)) が組み合わされた  WebLogic Integration Studio の青写真または
プロ ト タ イプ。 このテンプレー トでは、 定義を使用する組織に対して制

御が維持されます。

各ワークフロー テンプレートには、 注文処理や請求などの意味のある名
前が付けられています。 

ワークフロー テンプレート定義 (workflow template definition)

有効期間によって区別されるワークフロー (workflow) テンプレートの特
定バージ ョ ン。 実行時は、 最も有効な (つま り現在アクティブな ) 定義
を選択するこ とによ り、 WebLogic Integration はワークフロー テンプ
レー ト定義のインスタンス  ( またはセッシ ョ ン ) を開始します。

World Wide Web Consortium (W3C)

インターネッ ト  ベースの通信と商取引を容易にするために、 ク ラ イアン
ト とサーバ プロ ト コルの標準の作成する国際的な組織。 
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WSDL

Web Services Description Language (WSDL) を参照。

X

X.509

証明書のフォーマッ ト を仕様化した標準。 デジタル証明書 (digital 
certificate)で幅広く使用されています。 標準フォーマッ ト を使用するこ
とによ り、 名前と公開鍵とをセキュアに関連付ける こ とができ、 認証度

を強化するこ とができます。

証明書 (certificate) を参照。

XA インタフェース (XA interface)

ト ランザクシ ョ ン マネージャ と リ ソース  マネージャ間における双方向の
インタフェース。 JTA によって定義されています。 このインタフェース
によ り、 ト ランザクシ ョ ン  マネージャは、 2 フェーズ コ ミ ッ ト  X/Open 
XA プロ ト コルを使用して複数の リ ソース  マネージャによって実行され
る処理の ト ランザクシ ョ ンの境界を制御できます。

リ ソース マネージャ  (resource manager)、 ト ランザクシ ョ ン  マネージャ  
(transaction manager)、 および Java Transaction API (JTA) を参照。

XML

extensible markup language (XML) を参照。

XML マップ (XML map)

XML メ ッセージのデータをパラ メータに相互に関連づけ、 Java メ ソ ッ
ドの値を  Web サービスに戻す XML の構造。 XML マップを使用するこ
とによ り、 特定の XML 構造に拘束されるのを回避できます。 この結果、
Web サービスにコードを実装する方法の選択肢が増えます。

XML スキーマ (XML schema)

XML ドキュ メ ン ト の構造、 内容、 およびセマンテ ィ ッ ク スを指定した
ファ イル。 XML DTD を置き換えます。

スキーマ (schema) を参照。
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XML サービス (XML service)

WebLogic Integration に提供される  Apache XML サービス。 サービスに
は、 Apache XML パーサ (Apache XML Parser)、 DOM 実装、 XSLT スタ イ
ル シート  プロセッサなどがあ り ます。

XML の構造 (XML shape)

階層と要素の順序など、 XML ドキュ メ ン ト の構造および構成。

XML ボキャブラ リ  (XML vocabulary)

DTD に含まれている要素を定義する  XML タグのセッ ト 。 XML ボキャ
ブラ リは、 特定の産業用や業務用に開発できます。

XPath

XML パス言語 XPath はメ ッセージ コンテキス トの XML ドキュ メ ン ト
を ノードのツ リーと してモデル化し、 その後 XML ドキュ メ ン ト のノー
ドを処理します。 XPath 言語には、 ノードがパターンに一致するかど う
かを確認するスタン ドアロンのサブセッ ト が含まれます。 

ビジネス  サービス  (business service) および対話仕様 (interaction 
specification) を参照。

XSL

eXtensible Stylesheet Language (XSL) を参照。

XSL Transformations (XSLT)

World Wide Web Consortium (W3C) による、 XML ドキュ メ ン ト をある ド
キュ メ ン ト定義 (document definition) フォーマッ ト から別のフォーマッ ト
へに変換するための仕様。 www.w3c.org で入手できます。

XSLT

eXtensible Stylesheet Language Transformations (XSLT) を参照。

Y

(Y で始まる用語はあ り ません )
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Z

ZAC

Zero Administration Client (ZAC) を参照。

Zero Administration Client (ZAC)

World Wide Web Consortium (W3C) が発行している  HTTP Distribution 
and Replication Protocol (HTTP による分散およびレプ リ ケーシ ョ ン  プロ
ト コル ) 仕様を BEA が実装したものです。 この仕様では、 アプリ ケー
シ ョ ン  ソフ ト ウェアの分散および保守を自動化する方法が定義されてい
ます。
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